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2019達成度一覧

				基本方針		環境側面		主な取組み
（令和元年度） レイワ ガン		達成度
（令和元年度） レイワ ガン		記載ページ								    の数		3個		2個		1個

				(1)省エネルギー・省資源意識の啓発とその普及の具体的活動計画を策定するとともに、リサイクル資源の活用を進めていきます。		エネルギーの使用		弘前大学温室効果ガス排出抑制等のための実施計画の実施				p.14								基  準		・基本方針を顕著に実行している
・環境目標を目標年度前に達成している		・基本方針を実行している
・環境目標を達成している		・基本方針を実行していない
・環境目標を達成していない

						活動計画		環境方針・環境目標・実施計画の策定				p.5-6

				(2)環境に関した教育プログラムを充実させ、地球環境保全に向けた教育・研究を推進します。		環境教育		大学・大学院・附属学校における環境に関係する教育・研究機会の提供				p. 40-47

				(3)地域住民の教育学習要求に積極的に応え、地域生涯学習の推進を図る中で、環境活動を積極的に展開します。		地域社会の主体的な参加		地域社会の主体的な参加の促進				p.48-62

						地域社会への情報公開		弘前大学の取組みについて地域社会に発信				p.48-62

				(4)省エネルギー・省資源対策を徹底し、グリーン購入の推進を図ります。		エネルギーの使用		グリーン購入の実施				p. 16

								エネルギー原単位前年度比１％減
2018年度 1.6339GJ／㎡
2019年度 1.6155GJ／㎡
前年度比1.1％減 ネンド ヘイネンド ネンド ヘイネンド ゼンネンドヒ ゲン				p. 8-9

				(5)化学物質等の管理体制の確立を図り、環境保全対策を推進します。		化学物質の使用		化学物質等の排出量及び移動量の把握				p. 13 

						廃棄物量の把握		廃棄物排出量の把握				p. 12

				(6)環境関連法令を遵守します。		水の使用		下水関係の法規制の順守				p. 16 

						大気への放出		大気関係の法規制の順守				p. 15 





2020達成度一覧

				基本方針		環境側面		主な取組み
（2023年度） ネンド		達成度
（2023年度） ネンド		記載ページ								    の数		3個		2個		1個

				(1)省エネルギー・省資源意識の啓発とその普及の具体的活動計画を策定するとともに、リサイクル資源の活用を進めていきます。		エネルギーの使用		弘前大学温室効果ガス排出抑制等のための実施計画の実施				p.14								基  準		・基本方針を顕著に実行している
・環境目標を目標年度前に達成している		・基本方針を実行している
・環境目標を達成している		・基本方針を実行していない
・環境目標を達成していない

						活動計画		環境方針・環境目標・実施計画の策定				p.5-6

				(2)環境に関した教育プログラムを充実させ、地球環境保全に向けた教育・研究を推進します。		環境教育		大学・大学院・附属学校における環境に関係する教育・研究機会の提供				p. 45-54

				(3)地域住民の教育学習要求に積極的に応え、地域生涯学習の推進を図る中で、環境活動を積極的に展開します。		地域社会の主体的な参加		地域社会の主体的な参加の促進				p.55-63

						地域社会への情報公開		弘前大学の取組みについて地域社会に発信				p.55-63

				(4)省エネルギー・省資源対策を徹底し、グリーン購入の推進を図ります。		エネルギーの使用		グリーン購入の実施				p. 16

								エネルギー原単位前年度比１％減
2022年度 1.6800GJ／㎡
2023年度 1.6666GJ／㎡
前年度比0.8％減 ゼンネンドヒ ゲン				p. 8-9

				(5)化学物質等の管理体制の確立を図り、環境保全対策を推進します。		化学物質の使用		化学物質等の排出量及び移動量の把握				p. 13 

						廃棄物量の把握		廃棄物排出量の把握				p. 12

				(6)環境関連法令を遵守します。		水の使用		下水関係の法規制の順守				p. 16 

						大気への放出		大気関係の法規制の順守				p. 15 
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2021前期・後期

						実施計画 ジッシ ケイカク						２０２１年度前期
取組み部局数
（実行できた部局数） ネンド ゼンキ トリクミ ブキョク スウ ジッコウ ブキョク スウ				２０２１年度後期
取組み部局数
（実行できた部局数） ネンド コウキ トリクミ ブキョク スウ ジッコウ ブキョク スウ





						○エネルギー使用量の抑制 シヨウリョウ ヨクセイ

						冷暖房の適正な温度管理を行う。
（実験研究等特殊な条件での使用を除く） レイダンボウ テキセイ オンド カンリ オコナ ジッケン ケンキュウ トウ トクシュ ジョウケン シヨウ ノゾ						33		(31)		31		(30)



						 日中の窓際等における照明は可能な限り消灯する
（夜間・休日の業務における照明も必要最小限の範囲で点灯）						28		(23)		26		(26)



						○用紙類の使用量削減 ヨウシ ルイ シヨウリョウ サクゲン

						支障のない限り両面コピー、集約コピーを活用する。 シショウ カギ リョウメン シュウヤク カツヨウ						33		(29)		34		(33)



						○その他 タ

						コピー、プリンターなどのトナーカートリッジの回収と再利用 カイシュウ サイリヨウ						23		(23)		22		(21)







2022前期・後期 

						実施計画 ジッシ ケイカク						２０２２年度前期
取組み部局数
（実行できた部局数） ネンド ゼンキ トリクミ ブキョク スウ ジッコウ ブキョク スウ				２０２２年度後期
取組み部局数
（実行できた部局数） ネンド コウキ トリクミ ブキョク スウ ジッコウ ブキョク スウ





		対応項目 タイオウコウモク				○エネルギー使用量の抑制 シヨウリョウ ヨクセイ

		(3)②				冷暖房の適正な温度管理を行う。
（実験研究等特殊な条件での使用を除く） レイダンボウ テキセイ オンド カンリ オコナ ジッケン ケンキュウ トウ トクシュ ジョウケン シヨウ ノゾ						28		(27)		27		(27)

		(3)⑥

						 日中の窓際等における照明は可能な限り消灯する
（夜間・休日の業務における照明も必要最小限の範囲で点灯）						24		(24)		21		(21)※



						○用紙類の使用量削減 ヨウシ ルイ シヨウリョウ サクゲン

		(7)②				支障のない限り両面コピー、集約コピーを活用する。 シショウ カギ リョウメン シュウヤク カツヨウ						34		(34)		34		(34)



						○その他 タ

						コピー、プリンターなどのトナーカートリッジの回収と再利用 カイシュウ サイリヨウ						33		(33)		33		(33)
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環境活動報告(教育)

		部局		取組内容 トリクミナイヨウ

		学部		・昼休みの消灯を行っています。

				・紙節約のため、一部会議ではiPadを利用し、ペーパーレス化しています。

				・廊下やトイレの照明に人感センサーをつけています。

				・近距離での用事には、アシスト付き自転車を活用しています。

		附属幼稚園		・トイレの照明や廊下の照明に人感センサーをつけています。

				・職員会議の記録や保護者へのお便りは、両面印刷としています。

				・裏紙を積極的に利用し、紙の使用量を節約しています。

		附属小学校		・廊下の照明やトイレの照明に人感センサーをつけています。

				・学園町地区と文京地区との移動手段として、アシスト付き自転車を活用していま

				　す。

				・WEB掲示板による全体連絡や、裏紙の利用により紙の使用量を節約しています。

				・教材を印刷するときは、コピー機ではなく輪転機を使用しています。



		部局		取組内容 トリクミナイヨウ

		附属中学校		・ペットボトルのキャップを回収しています。

				・廊下の照明やトイレの照明に人感センサーをつけています。

				・WEB掲示板による全体連絡や、裏紙の利用、一部会議のペーパーレス化により、　

				　紙の使用量を節約しています。

				・教材を印刷するときは、コピー機ではなく輪転機を使用しています。

		附属特別支援学校		・天気によっては昼休み以外の時間帯も消灯し、より一層の節電を行っています。

				・教職員の全体連絡等は、コピーの消費電力や紙の使用量を抑えるため、WEB上の

				　校内掲示板を積極的に活用しています。







教養教育

		部局		授業題目名

		教育推進機構教養教育開発実践センター		地域の自然・環境－白神学Ⅰ－

				地球環境・気候－21世紀の地球環境問題①－

				地球環境・気候－21世紀の地球環境問題②－

				地球環境・気候－21世紀の地球環境問題③－

				地球環境・気候－地球温暖化と防災

				地球環境・気候－地球学入門－

				地球環境・気候－エネルギー地球環境学概論－

				持続可能な開発目標SDGs－持続可能な開発目標SDGs17Goals①－

				青森エクスカーション－津軽平野の自然と防災減災－

				地域プロジェクト演習－環境と向き合い実践を学ぶ地域演習－

				環境と生活－総合エネルギー学－

				環境と生活－環境と生活A①－

				環境と生活－環境と生活A②－

				環境と生活－放射線の理解－

				環境と生活－人類とエネルギー

				環境と生活－弘前大学災害対応マネージャーその１　防災科学－

				環境と生活－放射線リスクコミュニケーションの理解－

				化学の世界－実感する化学A－

				生物学の世界－生物多様性とその保全－

		理工学研究科 リコウガクケンキュウカ		持続可能な開発目標SDGs－持続可能な開発目標SDGs17Goals①②

				（担当教員：石田 祐宣・李 永俊・井岡 聖一郎・村下 公一・吉田 美穂・蒔田 純・花田 真一 ・宋 美蘭・山下 梓・岡﨑 雅明・北原 啓司・永長 一茂）

		地域戦略研究所		教養科目前期（担当教員：永長一茂） タントウ キョウイン

				　持続可能な開発目標SDGs－SDGsのつかい方①

				　ー（15回の授業を担当、Goal 1~17）

				　持続可能な開発目標SDGsー持続可能な開発目標SDGs17Goals①

				　ー（1回の授業を担当、Goal 2,3,12）

				教養科目後期（担当教員：永長一茂）

				　持続可能な開発目標SDGs－SDGsのつかい方②

				　ー（15回の授業を担当、Goal 1~17）

				　持続可能な開発目標SDGsー持続可能な開発目標SDGs17Goals②

				　ー（1回の授業を担当、Goal 2,3,12）







専門教育（大学院・学部）

		大学院		科目名		担当教員		科目概要

		地域社会研究科		地表環境動態論		小岩 直人		白神山地を含む西津軽地域における、地形および気候の成り立ちと、そこで行われてきた人間活動の関係を検討します。特に、日本でも有数の隆起速度をもつ白神山地の地形の特徴、約10万年周期で繰り返される氷期─間氷期サイクルの気候変化に伴って形成された海成段丘や河成段丘の発達過程、そこで営まれている人間生活について、現地調査をふまえながら考察します。

		地域共創科学研究科		地形環境学特論		小岩 直人		地形が変化する際に、その場所に人間がいた場合には災害となる可能性が極めて高くなります。最も効果的な防災は、災害が生じる可能性がある場所に、人間が生活の場をもたないことです。しかしながら、日本の現状ではこれは不可能に近いです。本講義は、自然地理学的な観点から、地域の地形が形成される過程や、地形環境や地形環境と人間生活との関わりによる災害リスクの相違について学び、自然との摩擦の少ない生活の仕方について検討するものです。

				環境影響評価特論		長南 幸安		環境影響を評価するための基本的な概念と原理について学習します。例えば地球温暖化問題についてなら、LCA（Life Cycle Assessment）の基本的な定義と、カーボンニュートラル概念に基づくカーボンフットプリントやLCCO2（ライフサイクルCO2排出量）の算出方法などを学び、COP21で採択された気候変動抑制に関する多国間の国際的な協定であるパリ協定の理念と意義などを学びます。また社会的ニーズの分析のため、環境調和とされている製品や産業などについて、過去の事例紹介、世界的な現状、将来への見通しと期待されている概念や技術に関してLCAなどに基づいた評価をおこないます。

				生物多様性保全特論		中村 剛之		防災、減災を行う際、あるいは自然環境の改変を伴う開発を行う際に、生態系への理解は欠かせず、また、そこに生育する生物に配慮することは不可欠であることから、環境と調和した持続可能な社会を形成するために必要な生物多様性の基礎知識とその保全について学びます。

								生物多様性を構成する3段階のレベル（生態系の多様性、種の多様性、遺伝的多様性）について、また、人の活動の影響を受けてどのような変化が起きているか実例を示しながら紹介します。その上で、生物多様性の保全、持続可能な自然の利用について考えます。

				バイオマスエネルギー特論		官 国清		本講義では、バイオマス資源及びバイオマスエネルギーの基礎知識、バイオマスの収集・運搬に関する最新な技術、省エネー乾燥・粉砕など前処理技術、バイオマスの高効率燃焼技術、バイオマス発電原理、バイオマスを利用した熱電併給コジェネレーション、急速熱分解、次世代バイオマスガス化や炭化など熱化学変換技術、バイオディーゼル燃料製造技術、メタン発酵、エタノール発酵、ブタノール発酵など生物化学変換技術、バイオマスエネルギーシステムの設計方法及びバイオマスエネルギーのLCA分析などの最新トピックスについて講述し、バイオマスエネルギーの最先端な変換・利用技術の理解を深めます。



		大学院		科目名		担当教員		科目概要

		地域共創科学研究科		風力エネルギー工学特論		久保田 健		古来から人類が利用してきた風力エネルギーに関連して、利用の歴史、風の特性、風況評価、近代風車の基礎知識と理論に関して学ぶとともに近代の風力発電機について理解を深めます。 また、発電所の企画計画などにかかわる環境影響評価や、維持管理などの発電事業のバリューチェーン全般についても学習し、風力関連ビジネスについても知識を得ます。

								更に、世界的な動向、日本の動向、本学が位置する北東北地域での風況や計画・運転状況など、実際の発電所に関する最新の動向を学習します。

				植物遺伝資源栽培特論		勝川 健三		植物遺伝資源が人類の生存にどのような役割を演じているのか、また人類にどのような関わり合いをもっているのか、育種学・民族植物学の観点から文献講読を行います。

								植物遺伝資源の活用に必須である栽培化について栽培学・園芸科学の観点から文献講読を行います。

								現地に赴いて現場で講義することによって、絶滅の危機に瀕する野生植物（潜在的遺伝資源）の現状を理解、保全と活用、とくに生息域内外保全のあり方について考察します。

		理工学研究科		境界層気象学特論(博士前期課程)		石田 祐宣		大気と地表面間で起こる相互作用についての学習を通して、グローバルな温暖化やローカルな都市温暖化(ヒートアイランド)、植生の気候緩和作用といった環境問題を学びます。

		農学生命科学研究科		山地流域保全学Ⅰ		鄒 青穎		山地の流域環境の保全と砂防について，近年の研究事例と文献資料を用いて講述します。

				山地流域保全学Ⅱ		鄒 青穎		地すべり多発地帯白神山地において，地すべりが作り出す地形環境について事例を活用して解説します。

				作物環境ストレス学I		姜 東鎮		近年、地球規模の気象変動に伴い世界各地で自然災害が発生し、作物供給の安全性が脅かされています。気象変動により生じるストレスに対する耐性は作物種で異なっており、そのメカニズムを理解することが安定した作物生産を考える上で極めて重要です。本講義は、気象変動に伴う自然災害（環境ストレス）の発生メカニズムと、環境ストレスに対する作物種の反応を総論的な観点から学びます。

				作物環境ストレス学Ⅱ		姜 東鎮		近年、地球規模の気象変動に伴い世界各地で自然災害が発生し、作物供給の安全性が脅かされています。気象変動により生じるストレスに対する耐性は作物種で異なっており、そのメカニズムを理解することが安定した作物生産を考える上で極めて重要です。本講義は、各々の環境ストレスに対する作物種の反応を各論的な観点から学びます。



		学部		科目名		担当教員		科目概要

		人文社会科学部 ジンブンシャカイカガクブ		環境地理学Ａ		高橋 未央		世界全体の環境変動や地形の形成過程についての解説を通して、身近な地域の地形がどのように形成されたか、世界スケールからみた地域の地形の成り立ちがどのような位置づけにあるかを理解できるようにします。

				環境地理学Ｂ		高橋 未央		世界全体の環境変動や地形の形成過程についての解説を通して、身近な地域の地形の形成を理解し、さらに身近におきる自然災害について学びます。自然災害の成因を理解した上で防災の意識を高めることも目指します。

				自然地理Ａ		高橋 未央		世界全体の環境変動や地形の形成過程についての解説を通して、身近な地域の地形がどのように形成されたか、世界スケールからみた地域の地形の成り立ちがどのような位置づけにあるかを理解できるようにします。

				自然地理Ｂ		高橋 未央		世界全体の環境変動や地形の形成過程についての解説を通して、身近な地域の地形の形成を理解し、さらに身近におきる自然災害について学びます。自然災害の成因を理解した上で防災の意識を高めることも目指します。

				地誌A		松井 歩		地域地理学（地誌学）は系統地理学（人文地理学・自然地理学）とならんで地理学の重要な部分をなす専門分野です。この授業では地域地理学の基礎的な概念および方法を解説します。加えて、グローバル化や環境変動、高齢化いった多様な視点から地域を捉える方法を検討します。 

				地域地理学Ａ		松井 歩		地域地理学（地誌学）は系統地理学（人文地理学・自然地理学）とならんで地理学の重要な部分をなす専門分野です。この授業では地域地理学の基礎的な概念および方法を解説します。加えて、グローバル化や環境変動、ジェンダーといった多様な視点から地域を捉える方法を検討します。 

		教育学部		環境教育概論		長南 幸安		環境教育を実践するために必要な基礎知識の習得を目的に、さまざまな分野における課題の所在と学校教育での扱いを学習します（ICTを用いた指導法も含みます）。

						大髙 明史

						小岩 直人

						佐藤 崇之

						岩井 草介

						島田 透

						勝川 健三

						廣瀬 孝

						櫻田 安志

						安川 あけみ

				環境教育演習		小岩 直人		秋田県や青森県内の自然環境の観察実習などを通して、地域の自然環境についての理解を深めるとともに、生態系の保全や減災に向けた考察力を養います。

						勝川 健三

						大高 明史

		理工学部 リコウ ガクブ		防災気象学(地球環境防災学科)		石田 祐宣		豪雨による洪水や土砂災害、大雪、強風など突発的な気象災害はもちろんのこと、温暖化などゆっくり進む災害について、仕組みや実際的な面を学び、災害に関係する情報を解釈して防災に役立てられる知識を身に付けます。



		学部		科目名		担当教員		科目概要

		農学生命科学部 カガクブ		山間地環境計画学I		鄒 青穎		山間地における人々の生活は土砂災害と隣り合わせにあります。山間地の減災を考えるためには、自然地理学の観点から地質や地形などの現状を分析し、土砂災害に対応できる山間地環境計画を立てなければなりません。講義では、水文・地質・地形現象について学ぶとともに、山間地環境計画においてこれら土砂災害について、国内外での事例と発生メカニズムを習得し、山間地の持続的な開発利用・環境保全を考えるために必要な防止・軽減対策及び総合的な土砂管理について学びます。

				山間地環境計画学Ⅱ		森 洋
鄒 青穎		山間地の流域保全のための土砂災害対策について解説します。具体的には、山地流域の地形判読と土砂災害危険箇所判定手法、GISによる解析、土砂災害への対策計画について事例を活用して解説します。

				山間地環境計画学実習		鄒 青穎
檜垣 大助		白神山地等を対象に、マスムーブメント現象・地すべり跡地の利用・保全について総合的に学習します。現地調査の後、学生自らが調査結果と事前学習で収集した資料分析を行い、発表します。

				地域環境工学科実験		地域環境工学科教員		地域環境工学に関する分野の基礎実験を行うことによって、関連する講義内容を十分理解するとともに、実験手法や報告書の取りまとめ方法を習得します。
鄒青穎と担任している講義では、地すべり地における地すべり地形判読の解析を行います。また、地すべり現地調査を行います。

				環境基礎構造学		鄒 青穎		地域の環境は、土地・生物・水等が有機的に結びついて成り立っており、地域環境問題の解決への対応には、環境構造の把握と理解が必要であります。本講義では、はじめに、地域の環境を構成する大気・水・土壌・森林などの各要素について、近年の環境問題・調査手法・問題解決に向けた取り組み事例を概説します。次に、環境構造の基盤となる土地(地盤)を対象に、特に山地の地盤構造とその成り立ちについて解説します。最後に、地盤環境を把握するための地形分析手法について述べます。

				海外研修入門		鄒 青穎
矢田谷 健一		本研修は、「持続可能な地域環境づくり」をテーマとして、日本と似た地形的特徴を有する台湾の社会インフラや農山村を対象に、現地研修及び技術者との交流を行うものです。現地研修では、効果的な社会インフラの実装事例として、土砂が堆積しにくい形式の魚道と親水機能を有する砂防施設・流域管理事例を見学します。また、大規模地震後に復興した農山村におけるアグリツーリズムの事例（コーヒー農園）を見学します。学生は、これらの研修を通して、“農”・“環境”・“防災”というキーワードを念頭に、海外の持続可能な地域環境づくりの取り組み事例を学び、ここで得た実体験を今後の修学に活かしてもらいます。また、研修で得た社会インフラに関する知見は、実務に資する情報として、地方公共団体を対象とした報告会にて学生主体で発信します。なお、本研修は複数学科共同で実施することで、幅広い分野を学び、分野横断的なコミュニケーション力などを身につけ、主体的に協働できる力を養成します。

				作物栽培管理学		姜 東鎮		作物の栽培は環境要因に大きく影響されます。気象条件のように人間が制御できない要因にも左右されますが、水管理、雑草、病害虫などのような人間が制御できる阻害要因によっても作物収量が大きく影響されます。この講義では稲を中心に作物生産のための栽培管理方法を説明します。



		学部		科目名		担当教員		科目概要

		農学生命科学部		農場実習（生物・地域）		姜 東鎮
伊藤 大雄
房 家シン
林田 大志		農業生産の過程における各種作業の体験を通じて、農業生産の仕組み・技術の成立要因等の理論と活用、並びに農業生産と耕地生態系・環境との関連について総合的に学習します。金木農場の作物部門の実習ではイネやエネルギー資源作物を取り入れ、青森県におけるイネや資源作物の生産過程を学習します。また、畜産部門では青森県産種畜精液を用いて繁殖した家畜を実習動物に取り入れ、家畜の一般管理作業を体験的に学習します。さらに、青森県特産のリンゴ粕を利用した家畜飼料の調製給与技術や青森ブランド畜産物の創出背景などを実習で学びます。藤崎農場では青森県の特産作物であるリンゴや小松菜などを、積極的に実習材料に取り入れ、その栽培実態や具体的な管理作業を体験的に学習します。

				農場実習（分子・食料）		姜 東鎮
伊藤 大雄
房 家シン
林田 大志		農業生産の過程における各種作業の体験を通じて、農業生産の仕組み・技術の成立要因等の理論と活用、並びに農業生産と耕地生態系・環境との関連について総合的に学習します。金木農場の作物部門の実習ではイネやエネルギー資源作物を取り入れ、青森県におけるイネや資源作物の生産過程を学習します。また、畜産部門では青森県産種畜精液を用いて繁殖した家畜を実習動物に取り入れ、家畜の一般管理作業を体験的に学習します。さらに、青森県特産のリンゴ粕を利用した家畜飼料の調製給与技術や青森ブランド畜産物の創出背景などを実習で学びます。藤崎農場では青森県の特産作物であるリンゴやニンジンなどを、積極的に実習材料に取り入れ、その栽培実態や具体的な管理作業を体験的に学習します。

				農場実習		姜 東鎮
伊藤 大雄
房 家シン
林田 大志		農業生産の過程における各種作業の体験を通じて、農業生産の仕組み・技術の成立要因等の理論と活用、並びに農業生産と耕地生態系・環境との関連について総合的に学習します。金木農場の作物部門の実習ではイネやエネルギー資源作物を取り入れ、青森県におけるイネや資源作物の生産過程を学習します。また、畜産部門では青森県産種畜精液を家畜繁殖と実習に利用し、生まれた家畜は実験・実習動物に取り入れ、家畜の一般管理作業を体験的に学習します。さらに、青森県特産のリンゴ粕を利用した家畜飼料の調製給与技術や青森ブランド畜産物の創出背景などを実習で学びます。藤崎農場では青森県の特産作物であるリンゴやニンジンなどを、積極的に実習材料に取り入れ、その栽培実態や具体的な管理作業を体験的に学習します。

		医学部医学科 ブ イガッカ		被ばく医療学		　　		対象学生：2年生

						オムニバス		1.放射線・放射性物質の基本的性質を理解します。

						方式		2.被ばく医療学は、物理学、化学、生物学などを基礎とし、

						鬼島 宏		放射線被ばくの特徴と、被ばくした患者に対してどのような

						（授業責任		医療を行うべきかの概念基盤を学びます。

						者）		3.放射線・放射能に関する基本的性質を理解し、次いで、

						床次 眞司		医療に必要な放射線による人体への影響のメカニズムについて

						細田 正洋		学びます。（具体的には、放射線の種類、放射性物質の物理・

						三浦 富智		化学的性質、生物学的影響、被ばくのメカニズムについて医療

						赤田 尚史		と結びつけながら学びます。）

						田副 博文		※授業では，人工放射性核種の主要な放出源と環境影響につい

						大森 康孝		ても取扱います。





		学部		科目名		担当教員		科目概要

		医学部保健学科 イガクブ		看護技術学演習Ⅰ「環境調整技術」「活動援助技術」				「環境調整技術」では、看護援助における環境のとらえ方の視点を理解する。その理論と方法を学ぶと共に看護専門職者としての態度を養います。
「活動援助技術」では、対象の状態に応じて、車いす移動・移送を実施できることを目標に実習をしています。　　　　　　　①学内のエレベーターやトイレなど車椅子を利用する場合の環境について、実際に患者役割、看護師役割、家族役割を行って体験します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②①の体験から、患者にとっての安全・安楽・自立・効率・個別性への配慮のある移動・移送の留意点について方法を考える。これをレポート課題とし、看護専門職者として環境調整の必要性・重要性の深化に努めています。

												　　　　　　

						佐藤 真由美

						藤田 あけみ

						會津 桂子

						工藤 ひろみ

						土屋 涼子

						太田 一輝

						秋庭 千穂





				環境衛生学		宮崎 航		ヒトを取り巻く環境を理解し、ヒトの健康を脅かすメカニズムを理解します。上記のメカニズム及び考え方にもとづき、 ヒトを含む生物を守るために制定された施策を理解します。

								第1回：環境とはなにか、公害の歴史

								第2回：環境中の物質の動き、環境汚染と環境基本法　

								第3回：環境基準, 大気汚染と環境基準　

								第4回：水汚染と環境基準、土壌環境と環境基準　

								第5回：代表的な汚染物質、騒音・振動　

								第6回：廃棄物、感染症

								第7回：環境を守るための施策、リスクモニタリングとリスクサーベイランス

				身体障害作業療法治療学演習　　「車椅子体験・環境調査」		平川 裕一		車椅子を利用する人を想定しながら、学内を車椅子で移動することを体験し、環境を調査することにより、車椅子を利用する人と環境との関係性を理解し、車椅子駆動・移動介助の方法・技能と環境調整の視点を修得します。

								①学内を車椅子で移動（両手駆動・片手片足駆動・両足駆動・介助）し、扉、エレベーター、身障者用トイレ、自動販売機などの利用を体験します。

								②通路（路面状態、幅、幅を狭める物、広さを感じさせない状況、段差、スロープ）、扉、エレベーター、身障者用トイレ、自動販売機などについて、車椅子駆動の技能・介助の技能との関係性を踏まえて、それらの構造などを調査します。

								③車椅子を利用する人の行動方法・技能、環境に起因した困難事象を想定し、改善点・改善方法を総合的に検討します。

				福祉住環境学		藤田 俊文		障害者や高齢者住環境整備の必要性を理解し、障害者や高齢者等の生活行為別の福祉住環境整備の基礎技術を取得します。

								学内外の施設、公共交通機関、道路、自宅など、普段生活している環境で障害を有した場合（車椅子生活、脳卒中片麻痺など）に不便に感じる生活行為等を調査します。また、生活行為別の住環境整備の基礎知識を理解しその重要性を学習します。その上で、高齢者や障害者などの生活行為が円滑に可能となるような住環境整備を検討し、住環境整備の重要性について理解します。







幼稚園・小・中(社会)

		校種		科目		学年・科目内容

		附属幼稚園				・花や野菜の栽培活動を通して、身近な植物に対する関心を引き出します。

						・季節的な遊びや行事を通して、自然や生活環境の変化に関心を持たせます。

		附属小学校		国語		【6年】

						・環境問題について､自分たちが取り組めることを考え、提案文を書きます。

				生活		【1年】

						・ペットボトルをじょうろとして再利用します。

						・あさがおや野菜栽培を通して、植物に関する関心を高めています。

						【2年】

						・チューリップを栽培し、環境や美化について､自分たちが出来ることを考えます。　

				理科		【3年】

						・植物や昆虫を育てる中で、動植物に対する理解を深め、自然環境について考えます。　

						【5年】

						・流れる水の働きの単元において、川の環境を守ることについて考えます。

						【6年】

						・水や空気を通して、動植物は互いに関わり合っていることを学びます。

						・人と自然がよりよい関係をつくりだすための工夫を考えます。

				社会		【3年】　

						・スーパーマーケットの見学を通してエコ活動に興味を持たせ、実践へ導きます。

						【4年】

						・環境整備センターの見学を通してゴミの分別や処理の仕方について考えることで、環境について考えさせます。

						【5年】

						・身近な森林を保護する活動を調べ、自然を保護することの大切さを考えさせます。

				総合		【3年】

						・りんご栽培と環境との関わりについて調べます。

						【4年】

						・地域を素材にした探究的学習を通して、地域の環境を守ることの大切さを捉えます｡

						【5年】

						・バケツ稲作りを通して、食を支える環境について考えます｡

						・食品ロスと環境の関わりについて調べ、自分たちにできることを考えます｡

						・7月に1泊2日で実施する「宿泊学習」では、学校を離れ日常とは異なる 環境の中で、フィールドワークや野外観察といった自然の中で行われる様々な活動を通じ、集団生活における社会性を育てています。

						【全学年】　　　

						・使用していないプールをビオトープとして活用し、生物や自生する植物の観察を通して、自然環境への関心を高めています。

		附属中学校		社会		【3年】

						○公民

						・エネルギーの種類、エネルギー消費と地球環境、発電の方法、地球環境問題、環境保全運動について考えます。





中(理科)・特別支援(小)

		校種		科目		学年・科目内容

		附属中学校		理科		【1年】

						○1分野：「水溶液」

						・薬品を流しに捨ててはいけないことを学びます。

						○1分野：「物質の性質」

						・物質の性質によってゴミを分別することを学びます。

						○2分野：「地層」

						・石灰岩は生物の遺骸からできていること学びます。

						【2年】

						○1分野：「化学変化と原子・分子」

						・硫酸銅などの試薬は決められた場所にあつめることを学びます。

						○1分野：「電流とそのはたらき」

						・家庭用積算電力量計のしくみや家庭用電気器具の消費電力について学びます。

						○2分野：「植物のからだのつくり」

						・植物の蒸散量から、二酸化炭素の吸収量が推定できることを学びます。

						【3年】

						○1分野：「科学技術と人間」

						・いろいろな発電方法は一長一短があること（環境汚染や資源の枯渇など）を学びます。

						・化石燃料の使用により、地球の二酸化炭素が増加していることを学びます。

						・フロンガスがオゾン層を破壊していることや、ゴミ問題について学びます。

						○1分野：「酸性・アルカリ性の水溶液」

						・酸性の川に石灰を流し、中和していることを学びます。

						・雨の酸性の強さを学びます。

						○2分野：「自然と人間」

						・食物連鎖について（水産資源の乱獲により，海の生態系がくずれること）学びます。

						・外来種が在来の生物をおびやかしていることを学びます。

						・身近な自然を調査してみましょう

						　①川の生物（指標生物）を調べたり、CODやBODを測定します。

						　②マツの葉を顕微鏡で観察し、気孔のふさがり具合から、空気の汚れが調べられる　　　ことを学びます。

						　主要キーワード

						　・絶滅危惧種について・地球温暖化・オゾン層破壊・熱帯雨林の減少

		附属特別支援学校				【小学部】

						○日常生活の指導

						・教室や廊下等の清掃活動。

						・ゴミ捨てや水やり等の係活動。

						○生活単元学習・図画工作

						・清掃活動及び奉仕活動（校内玄関の清掃）を通して、環境美化の意識を育てます。

						・再生紙を使った作品、おもちゃ及び記念品作り。

						・野菜の栽培や収穫物の調理。





特別支援(中・高)

		校種		科目		学年・科目内容

		附属特別支援学校				【中等部】

						○生活単元学習

						・野菜等を育てることで、自然や環境に関心をもちます。

						・周辺地域の清掃活動や奉仕活動をとおして、環境美化に関心をもちます。

						○作業学習

						・材料を無駄のないように使い、ごみをなるべく出さないようにします。

						・栽培実習園の草取り後の雑草を堆肥にし、土作りに役立てます。

						・減農薬で野菜を栽培します。

						○日常生活の指導・環境整備係

						・ワンプ紙を使い、箱やバッグを作り、使用します。

						・清掃、分別、リサイクルを行います。

						・広告チラシを利用して箱を作り、給食時のくず入れなどに使用します。

						【高等部】

						○作業学習

						・本校校舎や教育学部棟の清掃を通して地域の環境美化に努めます。

						・リサイクル封筒を作成し、職員用・校内用として再利用します。

						・裏紙の再利用のため、表面に「処理済み」の印を押します。

						◯日常生活の指導

						・ごみの分別をします。

						◯美術

						・古い粘土を再生し、美術の創作活動に利用します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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環境活動報告(教育)

		部局		取組内容 トリクミナイヨウ

		学部		・昼休みの消灯を行っています。

				・紙節約のため、一部会議ではiPadを利用し、ペーパーレス化しています。

				・廊下やトイレの照明に人感センサーをつけています。

				・近距離での用事には、アシスト付き自転車を活用しています。

		附属幼稚園		・トイレの照明や廊下の照明に人感センサーをつけています。

				・職員会議の記録や保護者へのお便りは、両面印刷としています。

				・裏紙を積極的に利用し、紙の使用量を節約しています。

		附属小学校		・廊下の照明やトイレの照明に人感センサーをつけています。

				・学園町地区と文京地区との移動手段として、アシスト付き自転車を活用していま

				　す。

				・WEB掲示板による全体連絡や、裏紙の利用により紙の使用量を節約しています。

				・教材を印刷するときは、コピー機ではなく輪転機を使用しています。



		部局		取組内容 トリクミナイヨウ

		附属中学校		・ペットボトルのキャップを回収しています。

				・廊下の照明やトイレの照明に人感センサーをつけています。

				・WEB掲示板による全体連絡や、裏紙の利用、一部会議のペーパーレス化により、　

				　紙の使用量を節約しています。

				・教材を印刷するときは、コピー機ではなく輪転機を使用しています。

		附属特別支援学校		・天気によっては昼休み以外の時間帯も消灯し、より一層の節電を行っています。

				・教職員の全体連絡等は、コピーの消費電力や紙の使用量を抑えるため、WEB上の

				　校内掲示板を積極的に活用しています。







教養教育

		部局		授業題目名

		教育推進機構教養教育開発実践センター		地域の自然・環境－白神学Ⅰ－

				地球環境・気候－21世紀の地球環境問題①－

				地球環境・気候－21世紀の地球環境問題②－

				地球環境・気候－21世紀の地球環境問題③－

				地球環境・気候－地球温暖化と防災

				地球環境・気候－地球学入門－

				地球環境・気候－エネルギー地球環境学概論－

				持続可能な開発目標SDGs－持続可能な開発目標SDGs17Goals①－

				青森エクスカーション－津軽平野の自然と防災減災－

				地域プロジェクト演習－環境と向き合い実践を学ぶ地域演習－

				環境と生活－総合エネルギー学－

				環境と生活－環境と生活A①－

				環境と生活－環境と生活A②－

				環境と生活－放射線の理解－

				環境と生活－人類とエネルギー

				環境と生活－弘前大学災害対応マネージャーその１　防災科学－

				環境と生活－放射線リスクコミュニケーションの理解－

				化学の世界－実感する化学A－

				生物学の世界－生物多様性とその保全－

		理工学研究科 リコウガクケンキュウカ		持続可能な開発目標SDGs－持続可能な開発目標SDGs17Goals①②

				（担当教員：石田 祐宣・李 永俊・井岡 聖一郎・村下 公一・吉田 美穂・蒔田 純・花田 真一 ・宋 美蘭・山下 梓・岡﨑 雅明・北原 啓司・永長 一茂）

		地域戦略研究所		教養科目前期（担当教員：永長一茂） タントウ キョウイン

				　持続可能な開発目標SDGs－SDGsのつかい方①

				　ー（15回の授業を担当、Goal 1~17）

				　持続可能な開発目標SDGsー持続可能な開発目標SDGs17Goals①

				　ー（1回の授業を担当、Goal 2,3,12）

				教養科目後期（担当教員：永長一茂）

				　持続可能な開発目標SDGs－SDGsのつかい方②

				　ー（15回の授業を担当、Goal 1~17）

				　持続可能な開発目標SDGsー持続可能な開発目標SDGs17Goals②

				　ー（1回の授業を担当、Goal 2,3,12）







専門教育（大学院・学部）

		大学院		科目名		担当教員		科目概要

		地域社会研究科		地表環境動態論		小岩 直人		白神山地を含む西津軽地域における、地形および気候の成り立ちと、そこで行われてきた人間活動の関係を検討します。特に、日本でも有数の隆起速度をもつ白神山地の地形の特徴、約10万年周期で繰り返される氷期─間氷期サイクルの気候変化に伴って形成された海成段丘や河成段丘の発達過程、そこで営まれている人間生活について、現地調査をふまえながら考察します。

		地域共創科学研究科		地形環境学特論		小岩 直人		地形が変化する際に、その場所に人間がいた場合には災害となる可能性が極めて高くなります。最も効果的な防災は、災害が生じる可能性がある場所に、人間が生活の場をもたないことです。しかしながら、日本の現状ではこれは不可能に近いです。本講義は、自然地理学的な観点から、地域の地形が形成される過程や、地形環境や地形環境と人間生活との関わりによる災害リスクの相違について学び、自然との摩擦の少ない生活の仕方について検討するものです。

				環境影響評価特論		長南 幸安		環境影響を評価するための基本的な概念と原理について学習します。例えば地球温暖化問題についてなら、LCA（Life Cycle Assessment）の基本的な定義と、カーボンニュートラル概念に基づくカーボンフットプリントやLCCO2（ライフサイクルCO2排出量）の算出方法などを学び、COP21で採択された気候変動抑制に関する多国間の国際的な協定であるパリ協定の理念と意義などを学びます。また社会的ニーズの分析のため、環境調和とされている製品や産業などについて、過去の事例紹介、世界的な現状、将来への見通しと期待されている概念や技術に関してLCAなどに基づいた評価をおこないます。

				生物多様性保全特論		中村 剛之		防災、減災を行う際、あるいは自然環境の改変を伴う開発を行う際に、生態系への理解は欠かせず、また、そこに生育する生物に配慮することは不可欠であることから、環境と調和した持続可能な社会を形成するために必要な生物多様性の基礎知識とその保全について学びます。

								生物多様性を構成する3段階のレベル（生態系の多様性、種の多様性、遺伝的多様性）について、また、人の活動の影響を受けてどのような変化が起きているか実例を示しながら紹介します。その上で、生物多様性の保全、持続可能な自然の利用について考えます。

				バイオマスエネルギー特論		官 国清		本講義では、バイオマス資源及びバイオマスエネルギーの基礎知識、バイオマスの収集・運搬に関する最新な技術、省エネー乾燥・粉砕など前処理技術、バイオマスの高効率燃焼技術、バイオマス発電原理、バイオマスを利用した熱電併給コジェネレーション、急速熱分解、次世代バイオマスガス化や炭化など熱化学変換技術、バイオディーゼル燃料製造技術、メタン発酵、エタノール発酵、ブタノール発酵など生物化学変換技術、バイオマスエネルギーシステムの設計方法及びバイオマスエネルギーのLCA分析などの最新トピックスについて講述し、バイオマスエネルギーの最先端な変換・利用技術の理解を深めます。



		大学院		科目名		担当教員		科目概要

		地域共創科学研究科		風力エネルギー工学特論		久保田 健		古来から人類が利用してきた風力エネルギーに関連して、利用の歴史、風の特性、風況評価、近代風車の基礎知識と理論に関して学ぶとともに近代の風力発電機について理解を深めます。 また、発電所の企画計画などにかかわる環境影響評価や、維持管理などの発電事業のバリューチェーン全般についても学習し、風力関連ビジネスについても知識を得ます。

								更に、世界的な動向、日本の動向、本学が位置する北東北地域での風況や計画・運転状況など、実際の発電所に関する最新の動向を学習します。

				植物遺伝資源栽培特論		勝川 健三		植物遺伝資源が人類の生存にどのような役割を演じているのか、また人類にどのような関わり合いをもっているのか、育種学・民族植物学の観点から文献講読を行います。

								植物遺伝資源の活用に必須である栽培化について栽培学・園芸科学の観点から文献講読を行います。

								現地に赴いて現場で講義することによって、絶滅の危機に瀕する野生植物（潜在的遺伝資源）の現状を理解、保全と活用、とくに生息域内外保全のあり方について考察します。

		理工学研究科		境界層気象学特論(博士前期課程)		石田 祐宣		大気と地表面間で起こる相互作用についての学習を通して、グローバルな温暖化やローカルな都市温暖化(ヒートアイランド)、植生の気候緩和作用といった環境問題を学びます。

		農学生命科学研究科		山地流域保全学Ⅰ		鄒 青穎		山地の流域環境の保全と砂防について，近年の研究事例と文献資料を用いて講述します。

				山地流域保全学Ⅱ		鄒 青穎		地すべり多発地帯白神山地において，地すべりが作り出す地形環境について事例を活用して解説します。

				作物環境ストレス学I		姜 東鎮		近年、地球規模の気象変動に伴い世界各地で自然災害が発生し、作物供給の安全性が脅かされています。気象変動により生じるストレスに対する耐性は作物種で異なっており、そのメカニズムを理解することが安定した作物生産を考える上で極めて重要です。本講義は、気象変動に伴う自然災害（環境ストレス）の発生メカニズムと、環境ストレスに対する作物種の反応を総論的な観点から学びます。

				作物環境ストレス学Ⅱ		姜 東鎮		近年、地球規模の気象変動に伴い世界各地で自然災害が発生し、作物供給の安全性が脅かされています。気象変動により生じるストレスに対する耐性は作物種で異なっており、そのメカニズムを理解することが安定した作物生産を考える上で極めて重要です。本講義は、各々の環境ストレスに対する作物種の反応を各論的な観点から学びます。



		学部		科目名		担当教員		科目概要

		人文社会科学部 ジンブンシャカイカガクブ		環境地理学Ａ		高橋 未央		世界全体の環境変動や地形の形成過程についての解説を通して、身近な地域の地形がどのように形成されたか、世界スケールからみた地域の地形の成り立ちがどのような位置づけにあるかを理解できるようにします。

				環境地理学Ｂ		高橋 未央		世界全体の環境変動や地形の形成過程についての解説を通して、身近な地域の地形の形成を理解し、さらに身近におきる自然災害について学びます。自然災害の成因を理解した上で防災の意識を高めることも目指します。

				自然地理Ａ		高橋 未央		世界全体の環境変動や地形の形成過程についての解説を通して、身近な地域の地形がどのように形成されたか、世界スケールからみた地域の地形の成り立ちがどのような位置づけにあるかを理解できるようにします。

				自然地理Ｂ		高橋 未央		世界全体の環境変動や地形の形成過程についての解説を通して、身近な地域の地形の形成を理解し、さらに身近におきる自然災害について学びます。自然災害の成因を理解した上で防災の意識を高めることも目指します。

				地誌A		松井 歩		地域地理学（地誌学）は系統地理学（人文地理学・自然地理学）とならんで地理学の重要な部分をなす専門分野です。この授業では地域地理学の基礎的な概念および方法を解説します。加えて、グローバル化や環境変動、高齢化いった多様な視点から地域を捉える方法を検討します。 

				地域地理学Ａ		松井 歩		地域地理学（地誌学）は系統地理学（人文地理学・自然地理学）とならんで地理学の重要な部分をなす専門分野です。この授業では地域地理学の基礎的な概念および方法を解説します。加えて、グローバル化や環境変動、ジェンダーといった多様な視点から地域を捉える方法を検討します。 

		教育学部		環境教育概論		長南 幸安		環境教育を実践するために必要な基礎知識の習得を目的に、さまざまな分野における課題の所在と学校教育での扱いを学習します（ICTを用いた指導法も含みます）。

						大髙 明史

						小岩 直人

						佐藤 崇之

						岩井 草介

						島田 透

						勝川 健三

						廣瀬 孝

						櫻田 安志

						安川 あけみ

				環境教育演習		小岩 直人		秋田県や青森県内の自然環境の観察実習などを通して、地域の自然環境についての理解を深めるとともに、生態系の保全や減災に向けた考察力を養います。

						勝川 健三

						大高 明史

		理工学部 リコウ ガクブ		防災気象学(地球環境防災学科)		石田 祐宣		豪雨による洪水や土砂災害、大雪、強風など突発的な気象災害はもちろんのこと、温暖化などゆっくり進む災害について、仕組みや実際的な面を学び、災害に関係する情報を解釈して防災に役立てられる知識を身に付けます。



		学部		科目名		担当教員		科目概要

		農学生命科学部 カガクブ		山間地環境計画学I		鄒 青穎		山間地における人々の生活は土砂災害と隣り合わせにあります。山間地の減災を考えるためには、自然地理学の観点から地質や地形などの現状を分析し、土砂災害に対応できる山間地環境計画を立てなければなりません。講義では、水文・地質・地形現象について学ぶとともに、山間地環境計画においてこれら土砂災害について、国内外での事例と発生メカニズムを習得し、山間地の持続的な開発利用・環境保全を考えるために必要な防止・軽減対策及び総合的な土砂管理について学びます。

				山間地環境計画学Ⅱ		森 洋
鄒 青穎		山間地の流域保全のための土砂災害対策について解説します。具体的には、山地流域の地形判読と土砂災害危険箇所判定手法、GISによる解析、土砂災害への対策計画について事例を活用して解説します。

				山間地環境計画学実習		鄒 青穎
檜垣 大助		白神山地等を対象に、マスムーブメント現象・地すべり跡地の利用・保全について総合的に学習します。現地調査の後、学生自らが調査結果と事前学習で収集した資料分析を行い、発表します。

				地域環境工学科実験		地域環境工学科教員		地域環境工学に関する分野の基礎実験を行うことによって、関連する講義内容を十分理解するとともに、実験手法や報告書の取りまとめ方法を習得します。
鄒青穎と担任している講義では、地すべり地における地すべり地形判読の解析を行います。また、地すべり現地調査を行います。

				環境基礎構造学		鄒 青穎		地域の環境は、土地・生物・水等が有機的に結びついて成り立っており、地域環境問題の解決への対応には、環境構造の把握と理解が必要であります。本講義では、はじめに、地域の環境を構成する大気・水・土壌・森林などの各要素について、近年の環境問題・調査手法・問題解決に向けた取り組み事例を概説します。次に、環境構造の基盤となる土地(地盤)を対象に、特に山地の地盤構造とその成り立ちについて解説します。最後に、地盤環境を把握するための地形分析手法について述べます。

				海外研修入門		鄒 青穎
矢田谷 健一		本研修は、「持続可能な地域環境づくり」をテーマとして、日本と似た地形的特徴を有する台湾の社会インフラや農山村を対象に、現地研修及び技術者との交流を行うものです。現地研修では、効果的な社会インフラの実装事例として、土砂が堆積しにくい形式の魚道と親水機能を有する砂防施設・流域管理事例を見学します。また、大規模地震後に復興した農山村におけるアグリツーリズムの事例（コーヒー農園）を見学します。学生は、これらの研修を通して、“農”・“環境”・“防災”というキーワードを念頭に、海外の持続可能な地域環境づくりの取り組み事例を学び、ここで得た実体験を今後の修学に活かしてもらいます。また、研修で得た社会インフラに関する知見は、実務に資する情報として、地方公共団体を対象とした報告会にて学生主体で発信します。なお、本研修は複数学科共同で実施することで、幅広い分野を学び、分野横断的なコミュニケーション力などを身につけ、主体的に協働できる力を養成します。

				作物栽培管理学		姜 東鎮		作物の栽培は環境要因に大きく影響されます。気象条件のように人間が制御できない要因にも左右されますが、水管理、雑草、病害虫などのような人間が制御できる阻害要因によっても作物収量が大きく影響されます。この講義では稲を中心に作物生産のための栽培管理方法を説明します。



		学部		科目名		担当教員		科目概要

		農学生命科学部		農場実習（生物・地域）		姜 東鎮
伊藤 大雄
房 家シン
林田 大志		農業生産の過程における各種作業の体験を通じて、農業生産の仕組み・技術の成立要因等の理論と活用、並びに農業生産と耕地生態系・環境との関連について総合的に学習します。金木農場の作物部門の実習ではイネやエネルギー資源作物を取り入れ、青森県におけるイネや資源作物の生産過程を学習します。また、畜産部門では青森県産種畜精液を用いて繁殖した家畜を実習動物に取り入れ、家畜の一般管理作業を体験的に学習します。さらに、青森県特産のリンゴ粕を利用した家畜飼料の調製給与技術や青森ブランド畜産物の創出背景などを実習で学びます。藤崎農場では青森県の特産作物であるリンゴや小松菜などを、積極的に実習材料に取り入れ、その栽培実態や具体的な管理作業を体験的に学習します。

				農場実習（分子・食料）		姜 東鎮
伊藤 大雄
房 家シン
林田 大志		農業生産の過程における各種作業の体験を通じて、農業生産の仕組み・技術の成立要因等の理論と活用、並びに農業生産と耕地生態系・環境との関連について総合的に学習します。金木農場の作物部門の実習ではイネやエネルギー資源作物を取り入れ、青森県におけるイネや資源作物の生産過程を学習します。また、畜産部門では青森県産種畜精液を用いて繁殖した家畜を実習動物に取り入れ、家畜の一般管理作業を体験的に学習します。さらに、青森県特産のリンゴ粕を利用した家畜飼料の調製給与技術や青森ブランド畜産物の創出背景などを実習で学びます。藤崎農場では青森県の特産作物であるリンゴやニンジンなどを、積極的に実習材料に取り入れ、その栽培実態や具体的な管理作業を体験的に学習します。

				農場実習		姜 東鎮
伊藤 大雄
房 家シン
林田 大志		農業生産の過程における各種作業の体験を通じて、農業生産の仕組み・技術の成立要因等の理論と活用、並びに農業生産と耕地生態系・環境との関連について総合的に学習します。金木農場の作物部門の実習ではイネやエネルギー資源作物を取り入れ、青森県におけるイネや資源作物の生産過程を学習します。また、畜産部門では青森県産種畜精液を家畜繁殖と実習に利用し、生まれた家畜は実験・実習動物に取り入れ、家畜の一般管理作業を体験的に学習します。さらに、青森県特産のリンゴ粕を利用した家畜飼料の調製給与技術や青森ブランド畜産物の創出背景などを実習で学びます。藤崎農場では青森県の特産作物であるリンゴやニンジンなどを、積極的に実習材料に取り入れ、その栽培実態や具体的な管理作業を体験的に学習します。

		医学部医学科 ブ イガッカ		被ばく医療学		　　		対象学生：2年生

						オムニバス		1.放射線・放射性物質の基本的性質を理解します。

						方式		2.被ばく医療学は、物理学、化学、生物学などを基礎とし、

						鬼島 宏		放射線被ばくの特徴と、被ばくした患者に対してどのような

						（授業責任		医療を行うべきかの概念基盤を学びます。

						者）		3.放射線・放射能に関する基本的性質を理解し、次いで、

						床次 眞司		医療に必要な放射線による人体への影響のメカニズムについて

						細田 正洋		学びます。（具体的には、放射線の種類、放射性物質の物理・

						三浦 富智		化学的性質、生物学的影響、被ばくのメカニズムについて医療

						赤田 尚史		と結びつけながら学びます。）

						田副 博文		※授業では，人工放射性核種の主要な放出源と環境影響につい

						大森 康孝		ても取扱います。





		学部		科目名		担当教員		科目概要

		医学部保健学科 イガクブ		看護技術学演習Ⅰ「環境調整技術」「活動援助技術」				「環境調整技術」では、看護援助における環境のとらえ方の視点を理解する。その理論と方法を学ぶと共に看護専門職者としての態度を養います。
「活動援助技術」では、対象の状態に応じて、車いす移動・移送を実施できることを目標に実習をしています。　　　　　　　①学内のエレベーターやトイレなど車椅子を利用する場合の環境について、実際に患者役割、看護師役割、家族役割を行って体験します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②①の体験から、患者にとっての安全・安楽・自立・効率・個別性への配慮のある移動・移送の留意点について方法を考える。これをレポート課題とし、看護専門職者として環境調整の必要性・重要性の深化に努めています。

												　　　　　　

						佐藤 真由美

						藤田 あけみ

						會津 桂子

						工藤 ひろみ

						土屋 涼子

						太田 一輝

						秋庭 千穂





				環境衛生学		宮崎 航		ヒトを取り巻く環境を理解し、ヒトの健康を脅かすメカニズムを理解します。上記のメカニズム及び考え方にもとづき、 ヒトを含む生物を守るために制定された施策を理解します。

								第1回：環境とはなにか、公害の歴史

								第2回：環境中の物質の動き、環境汚染と環境基本法　

								第3回：環境基準, 大気汚染と環境基準　

								第4回：水汚染と環境基準、土壌環境と環境基準　

								第5回：代表的な汚染物質、騒音・振動　

								第6回：廃棄物、感染症

								第7回：環境を守るための施策、リスクモニタリングとリスクサーベイランス

				身体障害作業療法治療学演習　　「車椅子体験・環境調査」		平川 裕一		車椅子を利用する人を想定しながら、学内を車椅子で移動することを体験し、環境を調査することにより、車椅子を利用する人と環境との関係性を理解し、車椅子駆動・移動介助の方法・技能と環境調整の視点を修得します。

								①学内を車椅子で移動（両手駆動・片手片足駆動・両足駆動・介助）し、扉、エレベーター、身障者用トイレ、自動販売機などの利用を体験します。

								②通路（路面状態、幅、幅を狭める物、広さを感じさせない状況、段差、スロープ）、扉、エレベーター、身障者用トイレ、自動販売機などについて、車椅子駆動の技能・介助の技能との関係性を踏まえて、それらの構造などを調査します。

								③車椅子を利用する人の行動方法・技能、環境に起因した困難事象を想定し、改善点・改善方法を総合的に検討します。

				福祉住環境学		藤田 俊文		障害者や高齢者住環境整備の必要性を理解し、障害者や高齢者等の生活行為別の福祉住環境整備の基礎技術を取得します。

								学内外の施設、公共交通機関、道路、自宅など、普段生活している環境で障害を有した場合（車椅子生活、脳卒中片麻痺など）に不便に感じる生活行為等を調査します。また、生活行為別の住環境整備の基礎知識を理解しその重要性を学習します。その上で、高齢者や障害者などの生活行為が円滑に可能となるような住環境整備を検討し、住環境整備の重要性について理解します。







幼稚園・小・中(社会)

		校種		科目		学年・科目内容

		附属幼稚園				・花や野菜の栽培活動を通して、身近な植物に対する関心を引き出します。

						・季節的な遊びや行事を通して、自然や生活環境の変化に関心を持たせます。

		附属小学校		国語		【6年】

						・環境問題について､自分たちが取り組めることを考え、提案文を書きます。

				生活		【1年】

						・ペットボトルをじょうろとして再利用します。

						・あさがおや野菜栽培を通して、植物に関する関心を高めています。

						【2年】

						・チューリップを栽培し、環境や美化について､自分たちが出来ることを考えます。　

				理科		【3年】

						・植物や昆虫を育てる中で、動植物に対する理解を深め、自然環境について考えます。　

						【5年】

						・流れる水の働きの単元において、川の環境を守ることについて考えます。

						【6年】

						・水や空気を通して、動植物は互いに関わり合っていることを学びます。

						・人と自然がよりよい関係をつくりだすための工夫を考えます。

				社会		【3年】　

						・スーパーマーケットの見学を通してエコ活動に興味を持たせ、実践へ導きます。

						【4年】

						・環境整備センターの見学を通してゴミの分別や処理の仕方について考えることで、環境について考えさせます。

						【5年】

						・身近な森林を保護する活動を調べ、自然を保護することの大切さを考えさせます。

				総合		【3年】

						・りんご栽培と環境との関わりについて調べます。

						【4年】

						・地域を素材にした探究的学習を通して、地域の環境を守ることの大切さを捉えます｡

						【5年】

						・バケツ稲作りを通して、食を支える環境について考えます｡

						・食品ロスと環境の関わりについて調べ、自分たちにできることを考えます｡

						・7月に1泊2日で実施する「宿泊学習」では、学校を離れ日常とは異なる 環境の中で、フィールドワークや野外観察といった自然の中で行われる様々な活動を通じ、集団生活における社会性を育てています。

						【全学年】　　　

						・使用していないプールをビオトープとして活用し、生物や自生する植物の観察を通して、自然環境への関心を高めています。

		附属中学校		社会		【3年】

						○公民

						・エネルギーの種類、エネルギー消費と地球環境、発電の方法、地球環境問題、環境保全運動について考えます。





中(理科)・特別支援(小)

		校種		科目		学年・科目内容

		附属中学校		理科		【1年】

						○1分野：「水溶液」

						・薬品を流しに捨ててはいけないことを学びます。

						○1分野：「物質の性質」

						・物質の性質によってゴミを分別することを学びます。

						○2分野：「地層」

						・石灰岩は生物の遺骸からできていること学びます。

						【2年】

						○1分野：「化学変化と原子・分子」

						・硫酸銅などの試薬は決められた場所にあつめることを学びます。

						○1分野：「電流とそのはたらき」

						・家庭用積算電力量計のしくみや家庭用電気器具の消費電力について学びます。

						○2分野：「植物のからだのつくり」

						・植物の蒸散量から、二酸化炭素の吸収量が推定できることを学びます。

						【3年】

						○1分野：「科学技術と人間」

						・いろいろな発電方法は一長一短があること（環境汚染や資源の枯渇など）を学びます。

						・化石燃料の使用により、地球の二酸化炭素が増加していることを学びます。

						・フロンガスがオゾン層を破壊していることや、ゴミ問題について学びます。

						○1分野：「酸性・アルカリ性の水溶液」

						・酸性の川に石灰を流し、中和していることを学びます。

						・雨の酸性の強さを学びます。

						○2分野：「自然と人間」

						・食物連鎖について（水産資源の乱獲により，海の生態系がくずれること）学びます。

						・外来種が在来の生物をおびやかしていることを学びます。

						・身近な自然を調査してみましょう

						　①川の生物（指標生物）を調べたり、CODやBODを測定します。

						　②マツの葉を顕微鏡で観察し、気孔のふさがり具合から、空気の汚れが調べられる　　　ことを学びます。

						　主要キーワード

						　・絶滅危惧種について・地球温暖化・オゾン層破壊・熱帯雨林の減少

		附属特別支援学校				【小学部】

						○日常生活の指導

						・教室や廊下等の清掃活動。

						・ゴミ捨てや水やり等の係活動。

						○生活単元学習・図画工作

						・清掃活動及び奉仕活動（校内玄関の清掃）を通して、環境美化の意識を育てます。

						・再生紙を使った作品、おもちゃ及び記念品作り。

						・野菜の栽培や収穫物の調理。





特別支援(中・高)

		校種		科目		学年・科目内容

		附属特別支援学校				【中等部】

						○生活単元学習

						・野菜等を育てることで、自然や環境に関心をもちます。

						・周辺地域の清掃活動や奉仕活動をとおして、環境美化に関心をもちます。

						○作業学習

						・材料を無駄のないように使い、ごみをなるべく出さないようにします。

						・栽培実習園の草取り後の雑草を堆肥にし、土作りに役立てます。

						・減農薬で野菜を栽培します。

						○日常生活の指導・環境整備係

						・ワンプ紙を使い、箱やバッグを作り、使用します。

						・清掃、分別、リサイクルを行います。

						・広告チラシを利用して箱を作り、給食時のくず入れなどに使用します。

						【高等部】

						○作業学習

						・本校校舎や教育学部棟の清掃を通して地域の環境美化に努めます。

						・リサイクル封筒を作成し、職員用・校内用として再利用します。

						・裏紙の再利用のため、表面に「処理済み」の印を押します。

						◯日常生活の指導

						・ごみの分別をします。

						◯美術

						・古い粘土を再生し、美術の創作活動に利用します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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環境活動報告(教育)

		部局		取組内容 トリクミナイヨウ

		学部		・昼休みの消灯を行っています。

				・紙節約のため、一部会議ではiPadを利用し、ペーパーレス化しています。

				・廊下やトイレの照明に人感センサーをつけています。

				・近距離での用事には、アシスト付き自転車を活用しています。

		附属幼稚園		・トイレの照明や廊下の照明に人感センサーをつけています。

				・職員会議の記録や保護者へのお便りは、両面印刷としています。

				・裏紙を積極的に利用し、紙の使用量を節約しています。

		附属小学校		・廊下の照明やトイレの照明に人感センサーをつけています。

				・学園町地区と文京地区との移動手段として、アシスト付き自転車を活用しています。

				・WEB掲示板による全体連絡や、裏紙の利用により紙の使用量を節約しています。

				・教材を印刷するときは、コピー機ではなく輪転機を使用しています。



		部局		取組内容 トリクミナイヨウ

		附属中学校		・ペットボトルのキャップを回収しています。

				・廊下の照明やトイレの照明に人感センサーをつけています。

				・WEB掲示板による全体連絡や、裏紙の利用、一部会議のペーパーレス化により、　紙の使用量を節約しています。

				・教材を印刷するときは、コピー機ではなく輪転機を使用しています。

		附属特別支援学校		・天気によっては昼休み以外の時間帯も消灯し、より一層の節電を行っています。

				・教職員の全体連絡等は、コピーの消費電力や紙の使用量を抑えるため、WEB上の校内掲示板を積極的に活用しています。







教養教育

		部局		授業題目名

		教育推進機構教養教育開発実践センター		地域の自然・環境－白神学Ⅰ－

				地球環境・気候－21世紀の地球環境問題①－

				地球環境・気候－21世紀の地球環境問題②－

				地球環境・気候－21世紀の地球環境問題③－

				地球環境・気候－地球温暖化と防災

				地球環境・気候－地球学入門－

				地球環境・気候－エネルギー地球環境学概論－

				持続可能な開発目標SDGs－持続可能な開発目標SDGs17Goals①－

				青森エクスカーション－津軽平野の自然と防災減災－

				地域プロジェクト演習－環境と向き合い実践を学ぶ地域演習－

				環境と生活－総合エネルギー学－

				環境と生活－環境と生活A①－

				環境と生活－環境と生活A②－

				環境と生活－放射線の理解－

				環境と生活－人類とエネルギー

				環境と生活－弘前大学災害対応マネージャーその１　防災科学－

				環境と生活－放射線リスクコミュニケーションの理解－

				化学の世界－実感する化学A－

				生物学の世界－生物多様性とその保全－

		理工学研究科 リコウガクケンキュウカ		持続可能な開発目標SDGs－持続可能な開発目標SDGs17Goals①②

				（担当教員：石田 祐宣・李 永俊・井岡 聖一郎・村下 公一・吉田 美穂・蒔田 純・花田 真一 ・宋 美蘭・山下 梓・岡﨑 雅明・北原 啓司・永長 一茂）

		地域戦略研究所		教養科目前期（担当教員：永長一茂） タントウ キョウイン

				　持続可能な開発目標SDGs－SDGsのつかい方①

				　ー（15回の授業を担当、Goal 1~17）

				　持続可能な開発目標SDGsー持続可能な開発目標SDGs17Goals①

				　ー（1回の授業を担当、Goal 2,3,12）

				教養科目後期（担当教員：永長一茂）

				　持続可能な開発目標SDGs－SDGsのつかい方②

				　ー（15回の授業を担当、Goal 1~17）

				　持続可能な開発目標SDGsー持続可能な開発目標SDGs17Goals②

				　ー（1回の授業を担当、Goal 2,3,12）







専門教育（大学院・学部）

		大学院		科目名		担当教員		科目概要

		地域社会研究科		地表環境動態論		小岩 直人		白神山地を含む西津軽地域における、地形および気候の成り立ちと、そこで行われてきた人間活動の関係を検討します。特に、日本でも有数の隆起速度をもつ白神山地の地形の特徴、約10万年周期で繰り返される氷期─間氷期サイクルの気候変化に伴って形成された海成段丘や河成段丘の発達過程、そこで営まれている人間生活について、現地調査をふまえながら考察します。

		地域共創科学研究科		地形環境学特論		小岩 直人		地形が変化する際に、その場所に人間がいた場合には災害となる可能性が極めて高くなります。最も効果的な防災は、災害が生じる可能性がある場所に、人間が生活の場をもたないことです。しかしながら、日本の現状ではこれは不可能に近いです。本講義は、自然地理学的な観点から、地域の地形が形成される過程や、地形環境や地形環境と人間生活との関わりによる災害リスクの相違について学び、自然との摩擦の少ない生活の仕方について検討するものです。

				環境影響評価特論		長南 幸安		環境影響を評価するための基本的な概念と原理について学習します。例えば地球温暖化問題についてなら、LCA（Life Cycle Assessment）の基本的な定義と、カーボンニュートラル概念に基づくカーボンフットプリントやLCCO2（ライフサイクルCO2排出量）の算出方法などを学び、COP21で採択された気候変動抑制に関する多国間の国際的な協定であるパリ協定の理念と意義などを学びます。また社会的ニーズの分析のため、環境調和とされている製品や産業などについて、過去の事例紹介、世界的な現状、将来への見通しと期待されている概念や技術に関してLCAなどに基づいた評価をおこないます。

				生物多様性保全特論		中村 剛之		防災、減災を行う際、あるいは自然環境の改変を伴う開発を行う際に、生態系への理解は欠かせず、また、そこに生育する生物に配慮することは不可欠であることから、環境と調和した持続可能な社会を形成するために必要な生物多様性の基礎知識とその保全について学びます。

								生物多様性を構成する３段階のレベル（生態系の多様性、種の多様性、遺伝的多様性）について、また、人の活動の影響を受けてどのような変化が起きているか実例を示しながら紹介します。その上で、生物多様性の保全、持続可能な自然の利用について考えます。

				バイオマスエネルギー特論		官 国清		本講義では、バイオマス資源及びバイオマスエネルギーの基礎知識、バイオマスの収集・運搬に関する最新な技術、省エネー乾燥・粉砕など前処理技術、バイオマスの高効率燃焼技術、バイオマス発電原理、バイオマスを利用した熱電併給コジェネレーション、急速熱分解、次世代バイオマスガス化や炭化など熱化学変換技術、バイオディーゼル燃料製造技術、メタン発酵、エタノール発酵、ブタノール発酵など生物化学変換技術、バイオマスエネルギーシステムの設計方法及びバイオマスエネルギーのLCA分析などの最新トピックスについて講述し、バイオマスエネルギーの最先端な変換・利用技術の理解を深めます。



		大学院		科目名		担当教員		科目概要

		地域共創科学研究科		風力エネルギー工学特論		久保田 健		古来から人類が利用してきた風力エネルギーに関連して、利用の歴史、風の特性、風況評価、近代風車の基礎知識と理論に関して学ぶとともに近代の風力発電機について理解を深めます。 また、発電所の企画計画などにかかわる環境影響評価や、維持管理などの発電事業のバリューチェーン全般についても学習し、風力関連ビジネスについても知識を得ます。

								更に、世界的な動向、日本の動向、本学が位置する北東北地域での風況や計画・運転状況など、実際の発電所に関する最新の動向を学習します。

				植物遺伝資源栽培特論		勝川 健三		植物遺伝資源が人類の生存にどのような役割を演じているのか、また人類にどのような関わり合いをもっているのか、育種学・民族植物学の観点から文献講読を行います。

								植物遺伝資源の活用に必須である栽培化について栽培学・園芸科学の観点から文献講読を行います。

								現地に赴いて現場で講義することによって、絶滅の危機に瀕する野生植物（潜在的遺伝資源）の現状を理解、保全と活用、とくに生息域内外保全のあり方について考察します。

		理工学研究科		境界層気象学特論(博士前期課程)		石田 祐宣		大気と地表面間で起こる相互作用についての学習を通して、グローバルな温暖化やローカルな都市温暖化(ヒートアイランド)、植生の気候緩和作用といった環境問題を学びます。

		農学生命科学研究科		山地流域保全学Ⅰ		鄒 青穎		山地の流域環境の保全と砂防について，近年の研究事例と文献資料を用いて講述します。

				山地流域保全学Ⅱ		鄒 青穎		地すべり多発地帯白神山地において，地すべりが作り出す地形環境について事例を活用して解説します。

				作物環境ストレス学I		姜 東鎮		近年、地球規模の気象変動に伴い世界各地で自然災害が発生し、作物供給の安全性が脅かされています。気象変動により生じるストレスに対する耐性は作物種で異なっており、そのメカニズムを理解することが安定した作物生産を考える上で極めて重要です。本講義は、気象変動に伴う自然災害（環境ストレス）の発生メカニズムと、環境ストレスに対する作物種の反応を総論的な観点から学びます。

				作物環境ストレス学Ⅱ		姜 東鎮		近年、地球規模の気象変動に伴い世界各地で自然災害が発生し、作物供給の安全性が脅かされています。気象変動により生じるストレスに対する耐性は作物種で異なっており、そのメカニズムを理解することが安定した作物生産を考える上で極めて重要です。本講義は、各々の環境ストレスに対する作物種の反応を各論的な観点から学びます。



		学部		科目名		担当教員		科目概要

		人文社会科学部 ジンブンシャカイカガクブ		環境地理学Ａ		高橋 未央		世界全体の環境変動や地形の形成過程についての解説を通して、身近な地域の地形がどのように形成されたか、世界スケールからみた地域の地形の成り立ちがどのような位置づけにあるかを理解できるようにします。

				環境地理学Ｂ		高橋 未央		世界全体の環境変動や地形の形成過程についての解説を通して、身近な地域の地形の形成を理解し、さらに身近におきる自然災害について学びます。自然災害の成因を理解した上で防災の意識を高めることも目指します。

				自然地理Ａ		高橋 未央		世界全体の環境変動や地形の形成過程についての解説を通して、身近な地域の地形がどのように形成されたか、世界スケールからみた地域の地形の成り立ちがどのような位置づけにあるかを理解できるようにします。

				自然地理Ｂ		高橋 未央		世界全体の環境変動や地形の形成過程についての解説を通して、身近な地域の地形の形成を理解し、さらに身近におきる自然災害について学びます。自然災害の成因を理解した上で防災の意識を高めることも目指します。

				地誌A		松井 歩		地域地理学（地誌学）は系統地理学（人文地理学・自然地理学）とならんで地理学の重要な部分をなす専門分野です。この授業では地域地理学の基礎的な概念および方法を解説します。加えて、グローバル化や環境変動、高齢化いった多様な視点から地域を捉える方法を検討します。 

				地域地理学Ａ		松井 歩		地域地理学（地誌学）は系統地理学（人文地理学・自然地理学）とならんで地理学の重要な部分をなす専門分野です。この授業では地域地理学の基礎的な概念および方法を解説します。加えて、グローバル化や環境変動、ジェンダーといった多様な視点から地域を捉える方法を検討します。 

		教育学部		環境教育概論		長南 幸安		環境教育を実践するために必要な基礎知識の習得を目的に、さまざまな分野における課題の所在と学校教育での扱いを学習します（ICTを用いた指導法も含みます）。

						大髙 明史

						小岩 直人

						佐藤 崇之

						岩井 草介

						島田 透

						勝川 健三

						廣瀬 孝

						櫻田 安志

						安川 あけみ

				環境教育演習		小岩 直人		秋田県や青森県内の自然環境の観察実習などを通して、地域の自然環境についての理解を深めるとともに、生態系の保全や減災に向けた考察力を養います。

						勝川 健三

						大高 明史

		理工学部 リコウ ガクブ		防災気象学(地球環境防災学科)		石田 祐宣		豪雨による洪水や土砂災害、大雪、強風など突発的な気象災害はもちろんのこと、温暖化などゆっくり進む災害について、仕組みや実際的な面を学び、災害に関係する情報を解釈して防災に役立てられる知識を身に付けます。



		学部		科目名		担当教員		科目概要

		農学生命科学部 カガクブ		山間地環境計画学I		鄒 青穎		山間地における人々の生活は土砂災害と隣り合わせにあります。山間地の減災を考えるためには、自然地理学の観点から地質や地形などの現状を分析し、土砂災害に対応できる山間地環境計画を立てなければなりません。講義では、水文・地質・地形現象について学ぶとともに、山間地環境計画においてこれら土砂災害について、国内外での事例と発生メカニズムを習得し、山間地の持続的な開発利用・環境保全を考えるために必要な防止・軽減対策及び総合的な土砂管理について学びます。

				山間地環境計画学Ⅱ		森 洋
鄒 青穎		山間地の流域保全のための土砂災害対策について解説します。具体的には、山地流域の地形判読と土砂災害危険箇所判定手法、GISによる解析、土砂災害への対策計画について事例を活用して解説します。

				山間地環境計画学実習		鄒 青穎
檜垣 大助		白神山地等を対象に、マスムーブメント現象・地すべり跡地の利用・保全について総合的に学習します。現地調査の後、学生自らが調査結果と事前学習で収集した資料分析を行い、発表します。

				地域環境工学科実験		地域環境工学科教員		地域環境工学に関する分野の基礎実験を行うことによって、関連する講義内容を十分理解するとともに、実験手法や報告書の取りまとめ方法を習得します。
鄒青穎と担任している講義では、地すべり地における地すべり地形判読の解析を行います。また、地すべり現地調査を行います。

				環境基礎構造学		鄒 青穎		地域の環境は、土地・生物・水等が有機的に結びついて成り立っており、地域環境問題の解決への対応には、環境構造の把握と理解が必要であります。本講義では、はじめに、地域の環境を構成する大気・水・土壌・森林などの各要素について、近年の環境問題・調査手法・問題解決に向けた取り組み事例を概説します。次に、環境構造の基盤となる土地(地盤)を対象に、特に山地の地盤構造とその成り立ちについて解説します。最後に、地盤環境を把握するための地形分析手法について述べます。

				海外研修入門		鄒 青穎
矢田谷 健一		本研修は、「持続可能な地域環境づくり」をテーマとして、日本と似た地形的特徴を有する台湾の社会インフラや農山村を対象に、現地研修及び技術者との交流を行うものです。現地研修では、効果的な社会インフラの実装事例として、土砂が堆積しにくい形式の魚道と親水機能を有する砂防施設・流域管理事例を見学します。また、大規模地震後に復興した農山村におけるアグリツーリズムの事例（コーヒー農園）を見学します。学生は、これらの研修を通して、“農”・“環境”・“防災”というキーワードを念頭に、海外の持続可能な地域環境づくりの取り組み事例を学び、ここで得た実体験を今後の修学に活かしてもらいます。また、研修で得た社会インフラに関する知見は、実務に資する情報として、地方公共団体を対象とした報告会にて学生主体で発信します。なお、本研修は複数学科共同で実施することで、幅広い分野を学び、分野横断的なコミュニケーション力などを身につけ、主体的に協働できる力を養成します。

				作物栽培管理学		姜 東鎮		作物の栽培は環境要因に大きく影響されます。気象条件のように人間が制御できない要因にも左右されますが、水管理、雑草、病害虫などのような人間が制御できる阻害要因によっても作物収量が大きく影響されます。この講義では稲を中心に作物生産のための栽培管理方法を説明します。



		学部		科目名		担当教員		科目概要

		農学生命科学部		農場実習（生物・地域）		姜 東鎮
伊藤 大雄
房 家シン
林田 大志		農業生産の過程における各種作業の体験を通じて、農業生産の仕組み・技術の成立要因等の理論と活用、並びに農業生産と耕地生態系・環境との関連について総合的に学習します。金木農場の作物部門の実習ではイネやエネルギー資源作物を取り入れ、青森県におけるイネや資源作物の生産過程を学習します。また、畜産部門では青森県産種畜精液を用いて繁殖した家畜を実習動物に取り入れ、家畜の一般管理作業を体験的に学習します。さらに、青森県特産のリンゴ粕を利用した家畜飼料の調製給与技術や青森ブランド畜産物の創出背景などを実習で学びます。藤崎農場では青森県の特産作物であるリンゴや小松菜などを、積極的に実習材料に取り入れ、その栽培実態や具体的な管理作業を体験的に学習します。

				農場実習（分子・食料）		姜 東鎮
伊藤 大雄
房 家シン
林田 大志		農業生産の過程における各種作業の体験を通じて、農業生産の仕組み・技術の成立要因等の理論と活用、並びに農業生産と耕地生態系・環境との関連について総合的に学習します。金木農場の作物部門の実習ではイネやエネルギー資源作物を取り入れ、青森県におけるイネや資源作物の生産過程を学習します。また、畜産部門では青森県産種畜精液を用いて繁殖した家畜を実習動物に取り入れ、家畜の一般管理作業を体験的に学習します。さらに、青森県特産のリンゴ粕を利用した家畜飼料の調製給与技術や青森ブランド畜産物の創出背景などを実習で学びます。藤崎農場では青森県の特産作物であるリンゴやニンジンなどを、積極的に実習材料に取り入れ、その栽培実態や具体的な管理作業を体験的に学習します。

				農場実習		姜 東鎮
伊藤 大雄
房 家シン
林田 大志		農業生産の過程における各種作業の体験を通じて、農業生産の仕組み・技術の成立要因等の理論と活用、並びに農業生産と耕地生態系・環境との関連について総合的に学習します。金木農場の作物部門の実習ではイネやエネルギー資源作物を取り入れ、青森県におけるイネや資源作物の生産過程を学習します。また、畜産部門では青森県産種畜精液を家畜繁殖と実習に利用し、生まれた家畜は実験・実習動物に取り入れ、家畜の一般管理作業を体験的に学習します。さらに、青森県特産のリンゴ粕を利用した家畜飼料の調製給与技術や青森ブランド畜産物の創出背景などを実習で学びます。藤崎農場では青森県の特産作物であるリンゴやニンジンなどを、積極的に実習材料に取り入れ、その栽培実態や具体的な管理作業を体験的に学習します。

		医学部医学科 ブ イガッカ		被ばく医療学		　　		対象学生：2年生

						オムニバス		1.放射線・放射性物質の基本的性質を理解します。

						方式		2.被ばく医療学は、物理学、化学、生物学などを基礎とし、放射

						鬼島 宏		線被ばくの特徴と、被ばくした患者に対してどのような医療を

						（授業責任		行うべきかの概念基盤を学びます。

						者）		3.放射線・放射能に関する基本的性質を理解し、次いで、医療に

						床次 眞司		必要な放射線による人体への影響のメカニズムについて学びま

						細田 正洋		す。（具体的には、放射線の種類、放射性物質の物理・化学的

						三浦 富智		性質、生物学的影響、被ばくのメカニズムについて医療と結び

						赤田 尚史		つけながら学びます。）

						田副 博文		※授業では，人工放射性核種の主要な放出源と環境影響につい

						大森 康孝		ても取扱います。





		学部		科目名		担当教員		科目概要

		医学部保健学科 イガクブ		看護技術学演習Ⅰ「環境調整技術」「活動援助技術」				「環境調整技術」では、看護援助における環境のとらえ方の視点を理解する。その理論と方法を学ぶと共に看護専門職者としての態度を養います。
「活動援助技術」では、対象の状態に応じて、車いす移動・移送を実施できることを目標に実習をしています。　　　　　　　①学内のエレベーターやトイレなど車椅子を利用する場合の環境について、実際に患者役割、看護師役割、家族役割を行って体験します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②①の体験から、患者にとっての安全・安楽・自立・効率・個別性への配慮のある移動・移送の留意点について方法を考える。これをレポート課題とし、看護専門職者として環境調整の必要性・重要性の深化に努めています。

												　　　　　　

						佐藤 真由美

						藤田 あけみ

						會津 桂子

						工藤 ひろみ

						土屋 涼子

						太田 一輝

						秋庭 千穂





				環境衛生学		宮崎 航		ヒトを取り巻く環境を理解し、ヒトの健康を脅かすメカニズムを理解します。上記のメカニズム及び考え方にもとづき、 ヒトを含む生物を守るために制定された施策を理解します。

								第1回：環境とはなにか、公害の歴史

								第2回：環境中の物質の動き、環境汚染と環境基本法　

								第3回：環境基準, 大気汚染と環境基準　

								第4回：水汚染と環境基準、土壌環境と環境基準　

								第5回：代表的な汚染物質、騒音・振動　

								第6回：廃棄物、感染症

								第7回：環境を守るための施策、リスクモニタリングとリスクサーベイランス

				身体障害作業療法治療学演習　　「車椅子体験・環境調査」		平川 裕一		車椅子を利用する人を想定しながら、学内を車椅子で移動することを体験し、環境を調査することにより、車椅子を利用する人と環境との関係性を理解し、車椅子駆動・移動介助の方法・技能と環境調整の視点を修得します。

								①学内を車椅子で移動（両手駆動・片手片足駆動・両足駆動・介助）し、扉、エレベーター、身障者用トイレ、自動販売機などの利用を体験します。

								②通路（路面状態、幅、幅を狭める物、広さを感じさせない状況、段差、スロープ）、扉、エレベーター、身障者用トイレ、自動販売機などについて、車椅子駆動の技能・介助の技能との関係性を踏まえて、それらの構造などを調査します。

								③車椅子を利用する人の行動方法・技能、環境に起因した困難事象を想定し、改善点・改善方法を総合的に検討します。

				福祉住環境学		藤田 俊文		障害者や高齢者住環境整備の必要性を理解し、障害者や高齢者等の生活行為別の福祉住環境整備の基礎技術を取得します。

								学内外の施設、公共交通機関、道路、自宅など、普段生活している環境で障害を有した場合（車椅子生活、脳卒中片麻痺など）に不便に感じる生活行為等を調査します。また、生活行為別の住環境整備の基礎知識を理解しその重要性を学習します。その上で、高齢者や障害者などの生活行為が円滑に可能となるような住環境整備を検討し、住環境整備の重要性について理解します。







幼稚園・小・中(社会)

		校種		科目		学年・科目内容

		附属幼稚園				・花や野菜の栽培活動を通して、身近な植物に対する関心を引き出します。

						・季節的な遊びや行事を通して、自然や生活環境の変化に関心を持たせます。

		附属小学校		国語		【６年】

						・環境問題について､自分たちが取り組めることを考え、提案文を書きます。

				生活		【１年】

						・ペットボトルをじょうろとして再利用します。

						・あさがおや野菜栽培を通して、植物に関する関心を高めています。

						【２年】

						・チューリップを栽培し、環境や美化について､自分たちが出来ることを考えます。　

				理科		【３年】

						・植物や昆虫を育てる中で、動植物に対する理解を深め、自然環境について考えます。　

						【５年】

						・流れる水の働きの単元において、川の環境を守ることについて考えます。

						【６年】

						・水や空気を通して、動植物は互いに関わり合っていることを学びます。

						・人と自然がよりよい関係をつくりだすための工夫を考えます。

				社会		【３年】　

						・スーパーマーケットの見学を通してエコ活動に興味を持たせ、実践へ導きます。

						【４年】

						・環境整備センターの見学を通してゴミの分別や処理の仕方について考えることで、環境について考えさせます。

						【５年】

						・身近な森林を保護する活動を調べ、自然を保護することの大切さを考えさせます。

				総合		【３年】

						・りんご栽培と環境との関わりについて調べます。

						【４年】

						・地域を素材にした探究的学習を通して、地域の環境を守ることの大切さを捉えます｡

						【５年】

						・バケツ稲作りを通して、食を支える環境について考えます｡

						・食品ロスと環境の関わりについて調べ、自分たちにできることを考えます｡

						・7月に1泊2日で実施する「宿泊学習」では、学校を離れ日常とは異なる 環境の中で、フィールドワークや野外観察といった自然の中で行われる様々な活動を通じ、集団生活における社会性を育てています。

						【全学年】　　　

						・使用していないプールをビオトープとして活用し、生物や自生する植物の観察を通して、自然環境への関心を高めています。

		附属中学校		社会		【３年】

						○公民

						・エネルギーの種類、エネルギー消費と地球環境、発電の方法、地球環境問題、環境保全運動について考えます。





中(理科)・特別支援(小)

		校種		科目		学年・科目内容

		附属中学校		理科		【1年】

						○1分野：「水溶液」

						・薬品を流しに捨ててはいけないことを学びます。

						○1分野：「物質の性質」

						・物質の性質によってゴミを分別することを学びます。

						○2分野：「地層」

						・石灰岩は生物の遺骸からできていること学びます。

						【2年】

						○1分野：「化学変化と原子・分子」

						・硫酸銅などの試薬は決められた場所にあつめることを学びます。

						○1分野：「電流とそのはたらき」

						・家庭用積算電力量計のしくみや家庭用電気器具の消費電力について学びます。

						○2分野：「植物のからだのつくり」

						・植物の蒸散量から、二酸化炭素の吸収量が推定できることを学びます。

						【3年】

						○1分野：「科学技術と人間」

						・いろいろな発電方法は一長一短があること（環境汚染や資源の枯渇など）を学びます。

						・化石燃料の使用により、地球の二酸化炭素が増加していることを学びます。

						・フロンガスがオゾン層を破壊していることや、ゴミ問題について学びます。

						○1分野：「酸性・アルカリ性の水溶液」

						・酸性の川に石灰を流し、中和していることを学びます。

						・雨の酸性の強さを学びます。

						○2分野：「自然と人間」

						・食物連鎖について（水産資源の乱獲により，海の生態系がくずれること）学びます。

						・外来種が在来の生物をおびやかしていることを学びます。

						・身近な自然を調査してみましょう

						　①川の生物（指標生物）を調べたり、CODやBODを測定します。

						　②マツの葉を顕微鏡で観察し、気孔のふさがり具合から、空気の汚れが調べられる　　　ことを学びます。

						　主要キーワード

						　・絶滅危惧種について・地球温暖化・オゾン層破壊・熱帯雨林の減少

		附属特別支援学校				【小学部】

						○日常生活の指導

						・教室や廊下等の清掃活動。

						・ゴミ捨てや水やり等の係活動。

						○生活単元学習・図画工作

						・清掃活動及び奉仕活動（校内玄関の清掃）を通して、環境美化の意識を育てます。

						・再生紙を使った作品、おもちゃ及び記念品作り。

						・野菜の栽培や収穫物の調理。





特別支援(中・高)

		校種		科目		学年・科目内容

		附属特別支援学校				【中等部】

						○生活単元学習

						・野菜等を育てることで、自然や環境に関心をもちます。

						・周辺地域の清掃活動や奉仕活動をとおして、環境美化に関心をもちます。

						○作業学習

						・材料を無駄のないように使い、ごみをなるべく出さないようにします。

						・栽培実習園の草取り後の雑草を堆肥にし、土作りに役立てます。

						・減農薬で野菜を栽培します。

						○日常生活の指導・環境整備係

						・ワンプ紙を使い、箱やバッグを作り、使用します。

						・清掃、分別、リサイクルを行います。

						・広告チラシを利用して箱を作り、給食時のくず入れなどに使用します。

						【高等部】

						○作業学習

						・本校校舎や教育学部棟の清掃を通して地域の環境美化に努めます。

						・リサイクル封筒を作成し、職員用・校内用として再利用します。

						・裏紙の再利用のため、表面に「処理済み」の印を押します。

						◯日常生活の指導

						・ごみの分別をします。

						◯美術

						・古い粘土を再生し、美術の創作活動に利用します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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環境活動報告(教育)

		部局		取組内容 トリクミナイヨウ

		学部		・昼休みの消灯を行っています。

				・紙節約のため、一部会議ではiPadを利用し、ペーパーレス化しています。

				・廊下やトイレの照明に人感センサーをつけています。

				・近距離での用事には、アシスト付き自転車を活用しています。

		附属幼稚園		・トイレの照明や廊下の照明に人感センサーをつけています。

				・職員会議の記録や保護者へのお便りは、両面印刷としています。

				・裏紙を積極的に利用し、紙の使用量を節約しています。

		附属小学校		・廊下の照明やトイレの照明に人感センサーをつけています。

				・学園町地区と文京地区との移動手段として、アシスト付き自転車を活用しています。

				・WEB掲示板による全体連絡や、裏紙の利用により紙の使用量を節約しています。

				・教材を印刷するときは、コピー機ではなく輪転機を使用しています。



		部局		取組内容 トリクミナイヨウ

		附属中学校		・ペットボトルのキャップを回収しています。

				・廊下の照明やトイレの照明に人感センサーをつけています。

				・WEB掲示板による全体連絡や、裏紙の利用、一部会議のペーパーレス化により、　紙の使用量を節約しています。

				・教材を印刷するときは、コピー機ではなく輪転機を使用しています。

		附属特別支援学校		・天気によっては昼休み以外の時間帯も消灯し、より一層の節電を行っています。

				・教職員の全体連絡等は、コピーの消費電力や紙の使用量を抑えるため、WEB上の校内掲示板を積極的に活用しています。







教養教育

		部局		授業題目名

		教育推進機構教養教育開発実践センター		地域の自然・環境－白神学Ⅰ－

				地球環境・気候－21世紀の地球環境問題①－

				地球環境・気候－21世紀の地球環境問題②－

				地球環境・気候－21世紀の地球環境問題③－

				地球環境・気候－地球温暖化と防災

				地球環境・気候－地球学入門－

				地球環境・気候－エネルギー地球環境学概論－

				持続可能な開発目標SDGs－持続可能な開発目標SDGs17Goals①－

				青森エクスカーション－津軽平野の自然と防災減災－

				地域プロジェクト演習－環境と向き合い実践を学ぶ地域演習－

				環境と生活－総合エネルギー学－

				環境と生活－環境と生活A①－

				環境と生活－環境と生活A②－

				環境と生活－放射線の理解－

				環境と生活－人類とエネルギー

				環境と生活－弘前大学災害対応マネージャーその１　防災科学－

				環境と生活－放射線リスクコミュニケーションの理解－

				化学の世界－実感する化学A－

				生物学の世界－生物多様性とその保全－

		理工学研究科 リコウガクケンキュウカ		持続可能な開発目標SDGs－持続可能な開発目標SDGs17Goals①②

				（担当教員：石田 祐宣・李 永俊・井岡 聖一郎・村下 公一・吉田 美穂・蒔田 純・花田 真一 ・宋 美蘭・山下 梓・岡﨑 雅明・北原 啓司・永長 一茂）

		地域戦略研究所		教養科目前期（担当教員：永長一茂） タントウ キョウイン

				　持続可能な開発目標SDGs－SDGsのつかい方①

				　ー（15回の授業を担当、Goal 1~17）

				　持続可能な開発目標SDGsー持続可能な開発目標SDGs17Goals①

				　ー（1回の授業を担当、Goal 2,3,12）

				教養科目後期（担当教員：永長一茂）

				　持続可能な開発目標SDGs－SDGsのつかい方②

				　ー（15回の授業を担当、Goal 1~17）

				　持続可能な開発目標SDGsー持続可能な開発目標SDGs17Goals②

				　ー（1回の授業を担当、Goal 2,3,12）







専門教育（大学院・学部）

		大学院		科目名		担当教員		科目概要

		地域社会研究科		地表環境動態論		小岩 直人		白神山地を含む西津軽地域における、地形および気候の成り立ちと、そこで行われてきた人間活動の関係を検討します。特に、日本でも有数の隆起速度をもつ白神山地の地形の特徴、約10万年周期で繰り返される氷期─間氷期サイクルの気候変化に伴って形成された海成段丘や河成段丘の発達過程、そこで営まれている人間生活について、現地調査をふまえながら考察します。

		地域共創科学研究科		地形環境学特論		小岩 直人		地形が変化する際に、その場所に人間がいた場合には災害となる可能性が極めて高くなります。最も効果的な防災は、災害が生じる可能性がある場所に、人間が生活の場をもたないことです。しかしながら、日本の現状ではこれは不可能に近いです。本講義は、自然地理学的な観点から、地域の地形が形成される過程や、地形環境や地形環境と人間生活との関わりによる災害リスクの相違について学び、自然との摩擦の少ない生活の仕方について検討するものです。

				環境影響評価特論		長南 幸安		環境影響を評価するための基本的な概念と原理について学習します。例えば地球温暖化問題についてなら、LCA（Life Cycle Assessment）の基本的な定義と、カーボンニュートラル概念に基づくカーボンフットプリントやLCCO2（ライフサイクルCO2排出量）の算出方法などを学び、COP21で採択された気候変動抑制に関する多国間の国際的な協定であるパリ協定の理念と意義などを学びます。また社会的ニーズの分析のため、環境調和とされている製品や産業などについて、過去の事例紹介、世界的な現状、将来への見通しと期待されている概念や技術に関してLCAなどに基づいた評価をおこないます。

				生物多様性保全特論		中村 剛之		防災、減災を行う際、あるいは自然環境の改変を伴う開発を行う際に、生態系への理解は欠かせず、また、そこに生育する生物に配慮することは不可欠であることから、環境と調和した持続可能な社会を形成するために必要な生物多様性の基礎知識とその保全について学びます。

								生物多様性を構成する3段階のレベル（生態系の多様性、種の多様性、遺伝的多様性）について、また、人の活動の影響を受けてどのような変化が起きているか実例を示しながら紹介します。その上で、生物多様性の保全、持続可能な自然の利用について考えます。

				バイオマスエネルギー特論		官 国清		本講義では、バイオマス資源及びバイオマスエネルギーの基礎知識、バイオマスの収集・運搬に関する最新な技術、省エネー乾燥・粉砕など前処理技術、バイオマスの高効率燃焼技術、バイオマス発電原理、バイオマスを利用した熱電併給コジェネレーション、急速熱分解、次世代バイオマスガス化や炭化など熱化学変換技術、バイオディーゼル燃料製造技術、メタン発酵、エタノール発酵、ブタノール発酵など生物化学変換技術、バイオマスエネルギーシステムの設計方法及びバイオマスエネルギーのLCA分析などの最新トピックスについて講述し、バイオマスエネルギーの最先端な変換・利用技術の理解を深めます。



		大学院		科目名		担当教員		科目概要

		地域共創科学研究科		風力エネルギー工学特論		久保田 健		古来から人類が利用してきた風力エネルギーに関連して、利用の歴史、風の特性、風況評価、近代風車の基礎知識と理論に関して学ぶとともに近代の風力発電機について理解を深めます。 また、発電所の企画計画などにかかわる環境影響評価や、維持管理などの発電事業のバリューチェーン全般についても学習し、風力関連ビジネスについても知識を得ます。

								更に、世界的な動向、日本の動向、本学が位置する北東北地域での風況や計画・運転状況など、実際の発電所に関する最新の動向を学習します。

				植物遺伝資源栽培特論		勝川 健三		植物遺伝資源が人類の生存にどのような役割を演じているのか、また人類にどのような関わり合いをもっているのか、育種学・民族植物学の観点から文献講読を行います。

								植物遺伝資源の活用に必須である栽培化について栽培学・園芸科学の観点から文献講読を行います。

								現地に赴いて現場で講義することによって、絶滅の危機に瀕する野生植物（潜在的遺伝資源）の現状を理解、保全と活用、とくに生息域内外保全のあり方について考察します。

		理工学研究科		境界層気象学特論(博士前期課程)		石田 祐宣		大気と地表面間で起こる相互作用についての学習を通して、グローバルな温暖化やローカルな都市温暖化(ヒートアイランド)、植生の気候緩和作用といった環境問題を学びます。

		農学生命科学研究科		山地流域保全学Ⅰ		鄒 青穎		山地の流域環境の保全と砂防について，近年の研究事例と文献資料を用いて講述します。

				山地流域保全学Ⅱ		鄒 青穎		地すべり多発地帯白神山地において，地すべりが作り出す地形環境について事例を活用して解説します。

				作物環境ストレス学I		姜 東鎮		近年、地球規模の気象変動に伴い世界各地で自然災害が発生し、作物供給の安全性が脅かされています。気象変動により生じるストレスに対する耐性は作物種で異なっており、そのメカニズムを理解することが安定した作物生産を考える上で極めて重要です。本講義は、気象変動に伴う自然災害（環境ストレス）の発生メカニズムと、環境ストレスに対する作物種の反応を総論的な観点から学びます。

				作物環境ストレス学Ⅱ		姜 東鎮		近年、地球規模の気象変動に伴い世界各地で自然災害が発生し、作物供給の安全性が脅かされています。気象変動により生じるストレスに対する耐性は作物種で異なっており、そのメカニズムを理解することが安定した作物生産を考える上で極めて重要です。本講義は、各々の環境ストレスに対する作物種の反応を各論的な観点から学びます。



		学部		科目名		担当教員		科目概要

		人文社会科学部 ジンブンシャカイカガクブ		環境地理学Ａ		高橋 未央		世界全体の環境変動や地形の形成過程についての解説を通して、身近な地域の地形がどのように形成されたか、世界スケールからみた地域の地形の成り立ちがどのような位置づけにあるかを理解できるようにします。

				環境地理学Ｂ		高橋 未央		世界全体の環境変動や地形の形成過程についての解説を通して、身近な地域の地形の形成を理解し、さらに身近におきる自然災害について学びます。自然災害の成因を理解した上で防災の意識を高めることも目指します。

				自然地理Ａ		高橋 未央		世界全体の環境変動や地形の形成過程についての解説を通して、身近な地域の地形がどのように形成されたか、世界スケールからみた地域の地形の成り立ちがどのような位置づけにあるかを理解できるようにします。

				自然地理Ｂ		高橋 未央		世界全体の環境変動や地形の形成過程についての解説を通して、身近な地域の地形の形成を理解し、さらに身近におきる自然災害について学びます。自然災害の成因を理解した上で防災の意識を高めることも目指します。

				地誌A		松井 歩		地域地理学（地誌学）は系統地理学（人文地理学・自然地理学）とならんで地理学の重要な部分をなす専門分野です。この授業では地域地理学の基礎的な概念および方法を解説します。加えて、グローバル化や環境変動、高齢化いった多様な視点から地域を捉える方法を検討します。 

				地域地理学Ａ		松井 歩		地域地理学（地誌学）は系統地理学（人文地理学・自然地理学）とならんで地理学の重要な部分をなす専門分野です。この授業では地域地理学の基礎的な概念および方法を解説します。加えて、グローバル化や環境変動、ジェンダーといった多様な視点から地域を捉える方法を検討します。 

		教育学部		環境教育概論		長南 幸安		環境教育を実践するために必要な基礎知識の習得を目的に、さまざまな分野における課題の所在と学校教育での扱いを学習します（ICTを用いた指導法も含みます）。

						大髙 明史

						小岩 直人

						佐藤 崇之

						岩井 草介

						島田 透

						勝川 健三

						廣瀬 孝

						櫻田 安志

						安川 あけみ

				環境教育演習		小岩 直人		秋田県や青森県内の自然環境の観察実習などを通して、地域の自然環境についての理解を深めるとともに、生態系の保全や減災に向けた考察力を養います。

						勝川 健三

						大高 明史

		理工学部 リコウ ガクブ		防災気象学(地球環境防災学科)		石田 祐宣		豪雨による洪水や土砂災害、大雪、強風など突発的な気象災害はもちろんのこと、温暖化などゆっくり進む災害について、仕組みや実際的な面を学び、災害に関係する情報を解釈して防災に役立てられる知識を身に付けます。



		学部		科目名		担当教員		科目概要

		農学生命科学部 カガクブ		山間地環境計画学I		鄒 青穎		山間地における人々の生活は土砂災害と隣り合わせにあります。山間地の減災を考えるためには、自然地理学の観点から地質や地形などの現状を分析し、土砂災害に対応できる山間地環境計画を立てなければなりません。講義では、水文・地質・地形現象について学ぶとともに、山間地環境計画においてこれら土砂災害について、国内外での事例と発生メカニズムを習得し、山間地の持続的な開発利用・環境保全を考えるために必要な防止・軽減対策及び総合的な土砂管理について学びます。

				山間地環境計画学Ⅱ		森 洋
鄒 青穎		山間地の流域保全のための土砂災害対策について解説します。具体的には、山地流域の地形判読と土砂災害危険箇所判定手法、GISによる解析、土砂災害への対策計画について事例を活用して解説します。

				山間地環境計画学実習		鄒 青穎
檜垣 大助		白神山地等を対象に、マスムーブメント現象・地すべり跡地の利用・保全について総合的に学習します。現地調査の後、学生自らが調査結果と事前学習で収集した資料分析を行い、発表します。

				地域環境工学科実験		地域環境工学科教員		地域環境工学に関する分野の基礎実験を行うことによって、関連する講義内容を十分理解するとともに、実験手法や報告書の取りまとめ方法を習得します。
鄒青穎と担任している講義では、地すべり地における地すべり地形判読の解析を行います。また、地すべり現地調査を行います。

				環境基礎構造学		鄒 青穎		地域の環境は、土地・生物・水等が有機的に結びついて成り立っており、地域環境問題の解決への対応には、環境構造の把握と理解が必要であります。本講義では、はじめに、地域の環境を構成する大気・水・土壌・森林などの各要素について、近年の環境問題・調査手法・問題解決に向けた取り組み事例を概説します。次に、環境構造の基盤となる土地(地盤)を対象に、特に山地の地盤構造とその成り立ちについて解説します。最後に、地盤環境を把握するための地形分析手法について述べます。

				海外研修入門		鄒 青穎
矢田谷 健一		本研修は、「持続可能な地域環境づくり」をテーマとして、日本と似た地形的特徴を有する台湾の社会インフラや農山村を対象に、現地研修及び技術者との交流を行うものです。現地研修では、効果的な社会インフラの実装事例として、土砂が堆積しにくい形式の魚道と親水機能を有する砂防施設・流域管理事例を見学します。また、大規模地震後に復興した農山村におけるアグリツーリズムの事例（コーヒー農園）を見学します。学生は、これらの研修を通して、“農”・“環境”・“防災”というキーワードを念頭に、海外の持続可能な地域環境づくりの取り組み事例を学び、ここで得た実体験を今後の修学に活かしてもらいます。また、研修で得た社会インフラに関する知見は、実務に資する情報として、地方公共団体を対象とした報告会にて学生主体で発信します。なお、本研修は複数学科共同で実施することで、幅広い分野を学び、分野横断的なコミュニケーション力などを身につけ、主体的に協働できる力を養成します。

				作物栽培管理学		姜 東鎮		作物の栽培は環境要因に大きく影響されます。気象条件のように人間が制御できない要因にも左右されますが、水管理、雑草、病害虫などのような人間が制御できる阻害要因によっても作物収量が大きく影響されます。この講義では稲を中心に作物生産のための栽培管理方法を説明します。



		学部		科目名		担当教員		科目概要

		農学生命科学部		農場実習（生物・地域）		姜 東鎮
伊藤 大雄
房 家シン
林田 大志		農業生産の過程における各種作業の体験を通じて、農業生産の仕組み・技術の成立要因等の理論と活用、並びに農業生産と耕地生態系・環境との関連について総合的に学習します。金木農場の作物部門の実習ではイネやエネルギー資源作物を取り入れ、青森県におけるイネや資源作物の生産過程を学習します。また、畜産部門では青森県産種畜精液を用いて繁殖した家畜を実習動物に取り入れ、家畜の一般管理作業を体験的に学習します。さらに、青森県特産のリンゴ粕を利用した家畜飼料の調製給与技術や青森ブランド畜産物の創出背景などを実習で学びます。藤崎農場では青森県の特産作物であるリンゴや小松菜などを、積極的に実習材料に取り入れ、その栽培実態や具体的な管理作業を体験的に学習します。

				農場実習（分子・食料）		姜 東鎮
伊藤 大雄
房 家シン
林田 大志		農業生産の過程における各種作業の体験を通じて、農業生産の仕組み・技術の成立要因等の理論と活用、並びに農業生産と耕地生態系・環境との関連について総合的に学習します。金木農場の作物部門の実習ではイネやエネルギー資源作物を取り入れ、青森県におけるイネや資源作物の生産過程を学習します。また、畜産部門では青森県産種畜精液を用いて繁殖した家畜を実習動物に取り入れ、家畜の一般管理作業を体験的に学習します。さらに、青森県特産のリンゴ粕を利用した家畜飼料の調製給与技術や青森ブランド畜産物の創出背景などを実習で学びます。藤崎農場では青森県の特産作物であるリンゴやニンジンなどを、積極的に実習材料に取り入れ、その栽培実態や具体的な管理作業を体験的に学習します。

				農場実習		姜 東鎮
伊藤 大雄
房 家シン
林田 大志		農業生産の過程における各種作業の体験を通じて、農業生産の仕組み・技術の成立要因等の理論と活用、並びに農業生産と耕地生態系・環境との関連について総合的に学習します。金木農場の作物部門の実習ではイネやエネルギー資源作物を取り入れ、青森県におけるイネや資源作物の生産過程を学習します。また、畜産部門では青森県産種畜精液を家畜繁殖と実習に利用し、生まれた家畜は実験・実習動物に取り入れ、家畜の一般管理作業を体験的に学習します。さらに、青森県特産のリンゴ粕を利用した家畜飼料の調製給与技術や青森ブランド畜産物の創出背景などを実習で学びます。藤崎農場では青森県の特産作物であるリンゴやニンジンなどを、積極的に実習材料に取り入れ、その栽培実態や具体的な管理作業を体験的に学習します。

		医学部医学科 ブ イガッカ		被ばく医療学		　　		対象学生：2年生

						オムニバス		1.放射線・放射性物質の基本的性質を理解します。

						方式		2.被ばく医療学は、物理学、化学、生物学などを基礎とし、放射

						鬼島 宏		線被ばくの特徴と、被ばくした患者に対してどのような医療を

						（授業責任		行うべきかの概念基盤を学びます。

						者）		3.放射線・放射能に関する基本的性質を理解し、次いで、医療に

						床次 眞司		必要な放射線による人体への影響のメカニズムについて学びま

						細田 正洋		す。（具体的には、放射線の種類、放射性物質の物理・化学的

						三浦 富智		性質、生物学的影響、被ばくのメカニズムについて医療と結び

						赤田 尚史		つけながら学びます。）

						田副 博文		※授業では，人工放射性核種の主要な放出源と環境影響につい

						大森 康孝		ても取扱います。





		学部		科目名		担当教員		科目概要

		医学部保健学科 イガクブ		看護技術学演習Ⅰ「環境調整技術」「活動援助技術」				「環境調整技術」では、看護援助における環境のとらえ方の視点を理解する。その理論と方法を学ぶと共に看護専門職者としての態度を養います。
「活動援助技術」では、対象の状態に応じて、車いす移動・移送を実施できることを目標に実習をしています。　　　　　　　①学内のエレベーターやトイレなど車椅子を利用する場合の環境について、実際に患者役割、看護師役割、家族役割を行って体験します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②①の体験から、患者にとっての安全・安楽・自立・効率・個別性への配慮のある移動・移送の留意点について方法を考える。これをレポート課題とし、看護専門職者として環境調整の必要性・重要性の深化に努めています。

												　　　　　　

						佐藤 真由美

						藤田 あけみ

						會津 桂子

						工藤 ひろみ

						土屋 涼子

						太田 一輝

						秋庭 千穂





				環境衛生学		宮崎 航		ヒトを取り巻く環境を理解し、ヒトの健康を脅かすメカニズムを理解します。上記のメカニズム及び考え方にもとづき、 ヒトを含む生物を守るために制定された施策を理解します。

								第1回：環境とはなにか、公害の歴史

								第2回：環境中の物質の動き、環境汚染と環境基本法　

								第3回：環境基準, 大気汚染と環境基準　

								第4回：水汚染と環境基準、土壌環境と環境基準　

								第5回：代表的な汚染物質、騒音・振動　

								第6回：廃棄物、感染症

								第7回：環境を守るための施策、リスクモニタリングとリスクサーベイランス

				身体障害作業療法治療学演習　　「車椅子体験・環境調査」		平川 裕一		車椅子を利用する人を想定しながら、学内を車椅子で移動することを体験し、環境を調査することにより、車椅子を利用する人と環境との関係性を理解し、車椅子駆動・移動介助の方法・技能と環境調整の視点を修得します。

								①学内を車椅子で移動（両手駆動・片手片足駆動・両足駆動・介助）し、扉、エレベーター、身障者用トイレ、自動販売機などの利用を体験します。

								②通路（路面状態、幅、幅を狭める物、広さを感じさせない状況、段差、スロープ）、扉、エレベーター、身障者用トイレ、自動販売機などについて、車椅子駆動の技能・介助の技能との関係性を踏まえて、それらの構造などを調査します。

								③車椅子を利用する人の行動方法・技能、環境に起因した困難事象を想定し、改善点・改善方法を総合的に検討します。

				福祉住環境学		藤田 俊文		障害者や高齢者住環境整備の必要性を理解し、障害者や高齢者等の生活行為別の福祉住環境整備の基礎技術を取得します。

								学内外の施設、公共交通機関、道路、自宅など、普段生活している環境で障害を有した場合（車椅子生活、脳卒中片麻痺など）に不便に感じる生活行為等を調査します。また、生活行為別の住環境整備の基礎知識を理解しその重要性を学習します。その上で、高齢者や障害者などの生活行為が円滑に可能となるような住環境整備を検討し、住環境整備の重要性について理解します。







幼稚園・小・中(社会)

		校種		科目		学年・科目内容

		附属幼稚園				・花や野菜の栽培活動を通して、身近な植物に対する関心を引き出します。

						・季節的な遊びや行事を通して、自然や生活環境の変化に関心を持たせます。

		附属小学校		国語		【６年】

						・環境問題について､自分たちが取り組めることを考え、提案文を書きます。

				生活		【１年】

						・ペットボトルをじょうろとして再利用します。

						・あさがおや野菜栽培を通して、植物に関する関心を高めています。

						【２年】

						・チューリップを栽培し、環境や美化について､自分たちが出来ることを考えます。　

				理科		【３年】

						・植物や昆虫を育てる中で、動植物に対する理解を深め、自然環境について考えます。　

						【５年】

						・流れる水の働きの単元において、川の環境を守ることについて考えます。

						【６年】

						・水や空気を通して、動植物は互いに関わり合っていることを学びます。

						・人と自然がよりよい関係をつくりだすための工夫を考えます。

				社会		【３年】　

						・スーパーマーケットの見学を通してエコ活動に興味を持たせ、実践へ導きます。

						【４年】

						・環境整備センターの見学を通してゴミの分別や処理の仕方について考えることで、環境について考えさせます。

						【５年】

						・身近な森林を保護する活動を調べ、自然を保護することの大切さを考えさせます。

				総合		【３年】

						・りんご栽培と環境との関わりについて調べます。

						【４年】

						・地域を素材にした探究的学習を通して、地域の環境を守ることの大切さを捉えます｡

						【５年】

						・バケツ稲作りを通して、食を支える環境について考えます｡

						・食品ロスと環境の関わりについて調べ、自分たちにできることを考えます｡

						・7月に1泊2日で実施する「宿泊学習」では、学校を離れ日常とは異なる 環境の中で、フィールドワークや野外観察といった自然の中で行われる様々な活動を通じ、集団生活における社会性を育てています。

						【全学年】　　　

						・使用していないプールをビオトープとして活用し、生物や自生する植物の観察を通して、自然環境への関心を高めています。

		附属中学校		社会		【３年】

						○公民

						・エネルギーの種類、エネルギー消費と地球環境、発電の方法、地球環境問題、環境保全運動について考えます。





中(理科)・特別支援(小)

		校種		科目		学年・科目内容

		附属中学校		理科		【1年】

						○1分野：「水溶液」

						・薬品を流しに捨ててはいけないことを学びます。

						○1分野：「物質の性質」

						・物質の性質によってゴミを分別することを学びます。

						○2分野：「地層」

						・石灰岩は生物の遺骸からできていること学びます。

						【2年】

						○1分野：「化学変化と原子・分子」

						・硫酸銅などの試薬は決められた場所にあつめることを学びます。

						○1分野：「電流とそのはたらき」

						・家庭用積算電力量計のしくみや家庭用電気器具の消費電力について学びます。

						○2分野：「植物のからだのつくり」

						・植物の蒸散量から、二酸化炭素の吸収量が推定できることを学びます。

						【3年】

						○1分野：「科学技術と人間」

						・いろいろな発電方法は一長一短があること（環境汚染や資源の枯渇など）を学びます。

						・化石燃料の使用により、地球の二酸化炭素が増加していることを学びます。

						・フロンガスがオゾン層を破壊していることや、ゴミ問題について学びます。

						○1分野：「酸性・アルカリ性の水溶液」

						・酸性の川に石灰を流し、中和していることを学びます。

						・雨の酸性の強さを学びます。

						○2分野：「自然と人間」

						・食物連鎖について（水産資源の乱獲により，海の生態系がくずれること）学びます。

						・外来種が在来の生物をおびやかしていることを学びます。

						・身近な自然を調査してみましょう

						　①川の生物（指標生物）を調べたり、CODやBODを測定します。

						　②マツの葉を顕微鏡で観察し、気孔のふさがり具合から、空気の汚れが調べられる　　　ことを学びます。

						　主要キーワード

						　・絶滅危惧種について・地球温暖化・オゾン層破壊・熱帯雨林の減少

		附属特別支援学校				【小学部】

						○日常生活の指導

						・教室や廊下等の清掃活動。

						・ゴミ捨てや水やり等の係活動。

						○生活単元学習・図画工作

						・清掃活動及び奉仕活動（校内玄関の清掃）を通して、環境美化の意識を育てます。

						・再生紙を使った作品、おもちゃ及び記念品作り。

						・野菜の栽培や収穫物の調理。





特別支援(中・高)

		校種		科目		学年・科目内容

		附属特別支援学校				【中等部】

						○生活単元学習

						・野菜等を育てることで、自然や環境に関心をもちます。

						・周辺地域の清掃活動や奉仕活動をとおして、環境美化に関心をもちます。

						○作業学習

						・材料を無駄のないように使い、ごみをなるべく出さないようにします。

						・栽培実習園の草取り後の雑草を堆肥にし、土作りに役立てます。

						・減農薬で野菜を栽培します。

						○日常生活の指導・環境整備係

						・ワンプ紙を使い、箱やバッグを作り、使用します。

						・清掃、分別、リサイクルを行います。

						・広告チラシを利用して箱を作り、給食時のくず入れなどに使用します。

						【高等部】

						○作業学習

						・本校校舎や教育学部棟の清掃を通して地域の環境美化に努めます。

						・リサイクル封筒を作成し、職員用・校内用として再利用します。

						・裏紙の再利用のため、表面に「処理済み」の印を押します。

						◯日常生活の指導

						・ごみの分別をします。

						◯美術

						・古い粘土を再生し、美術の創作活動に利用します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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環境活動報告(教育)

		部局		取組内容 トリクミナイヨウ

		学部		・昼休みの消灯を行っています。

				・紙節約のため、一部会議ではiPadを利用し、ペーパーレス化しています。

				・廊下やトイレの照明に人感センサーをつけています。

				・近距離での用事には、アシスト付き自転車を活用しています。

		附属幼稚園		・トイレの照明や廊下の照明に人感センサーをつけています。

				・職員会議の記録や保護者へのお便りは、両面印刷としています。

				・裏紙を積極的に利用し、紙の使用量を節約しています。

		附属小学校		・廊下の照明やトイレの照明に人感センサーをつけています。

				・学園町地区と文京地区との移動手段として、アシスト付き自転車を活用しています。

				・WEB掲示板による全体連絡や、裏紙の利用により紙の使用量を節約しています。

				・教材を印刷するときは、コピー機ではなく輪転機を使用しています。



		部局		取組内容 トリクミナイヨウ

		附属中学校		・ペットボトルのキャップを回収しています。

				・廊下の照明やトイレの照明に人感センサーをつけています。

				・WEB掲示板による全体連絡や、裏紙の利用、一部会議のペーパーレス化により、　紙の使用量を節約しています。

				・教材を印刷するときは、コピー機ではなく輪転機を使用しています。

		附属特別支援学校		・天気によっては昼休み以外の時間帯も消灯し、より一層の節電を行っています。

				・教職員の全体連絡等は、コピーの消費電力や紙の使用量を抑えるため、WEB上の校内掲示板を積極的に活用しています。







教養教育

		部局		授業題目名

		教育推進機構教養教育開発実践センター		地域の自然・環境－白神学Ⅰ－

				地球環境・気候－21世紀の地球環境問題①－

				地球環境・気候－21世紀の地球環境問題②－

				地球環境・気候－21世紀の地球環境問題③－

				地球環境・気候－地球温暖化と防災

				地球環境・気候－地球学入門－

				地球環境・気候－エネルギー地球環境学概論－

				持続可能な開発目標SDGs－持続可能な開発目標SDGs17Goals①－

				青森エクスカーション－津軽平野の自然と防災減災－

				地域プロジェクト演習－環境と向き合い実践を学ぶ地域演習－

				環境と生活－総合エネルギー学－

				環境と生活－環境と生活A①－

				環境と生活－環境と生活A②－

				環境と生活－放射線の理解－

				環境と生活－人類とエネルギー

				環境と生活－弘前大学災害対応マネージャーその１　防災科学－

				環境と生活－放射線リスクコミュニケーションの理解－

				化学の世界－実感する化学A－

				生物学の世界－生物多様性とその保全－

		理工学研究科 リコウガクケンキュウカ		持続可能な開発目標SDGs－持続可能な開発目標SDGs17Goals①②

				（担当教員：石田 祐宣・李 永俊・井岡 聖一郎・村下 公一・吉田 美穂・蒔田 純・花田 真一 ・宋 美蘭・山下 梓・岡﨑 雅明・北原 啓司・永長 一茂）

		地域戦略研究所		教養科目前期（担当教員：永長一茂） タントウ キョウイン

				　持続可能な開発目標SDGs－SDGsのつかい方①

				　ー（15回の授業を担当、Goal 1~17）

				　持続可能な開発目標SDGsー持続可能な開発目標SDGs17Goals①

				　ー（1回の授業を担当、Goal 2,3,12）

				教養科目後期（担当教員：永長一茂）

				　持続可能な開発目標SDGs－SDGsのつかい方②

				　ー（15回の授業を担当、Goal 1~17）

				　持続可能な開発目標SDGsー持続可能な開発目標SDGs17Goals②

				　ー（1回の授業を担当、Goal 2,3,12）







専門教育（大学院・学部）

		大学院		科目名		担当教員		科目概要

		地域社会研究科		地表環境動態論		小岩 直人		白神山地を含む西津軽地域における、地形および気候の成り立ちと、そこで行われてきた人間活動の関係を検討します。特に、日本でも有数の隆起速度をもつ白神山地の地形の特徴、約10万年周期で繰り返される氷期─間氷期サイクルの気候変化に伴って形成された海成段丘や河成段丘の発達過程、そこで営まれている人間生活について、現地調査をふまえながら考察します。

		地域共創科学研究科		地形環境学特論		小岩 直人		地形が変化する際に、その場所に人間がいた場合には災害となる可能性が極めて高くなります。最も効果的な防災は、災害が生じる可能性がある場所に、人間が生活の場をもたないことです。しかしながら、日本の現状ではこれは不可能に近いです。本講義は、自然地理学的な観点から、地域の地形が形成される過程や、地形環境や地形環境と人間生活との関わりによる災害リスクの相違について学び、自然との摩擦の少ない生活の仕方について検討するものです。

				環境影響評価特論		長南 幸安		環境影響を評価するための基本的な概念と原理について学習します。例えば地球温暖化問題についてなら、LCA（Life Cycle Assessment）の基本的な定義と、カーボンニュートラル概念に基づくカーボンフットプリントやLCCO2（ライフサイクルCO2排出量）の算出方法などを学び、COP21で採択された気候変動抑制に関する多国間の国際的な協定であるパリ協定の理念と意義などを学びます。また社会的ニーズの分析のため、環境調和とされている製品や産業などについて、過去の事例紹介、世界的な現状、将来への見通しと期待されている概念や技術に関してLCAなどに基づいた評価をおこないます。

				生物多様性保全特論		中村 剛之		防災、減災を行う際、あるいは自然環境の改変を伴う開発を行う際に、生態系への理解は欠かせず、また、そこに生育する生物に配慮することは不可欠であることから、環境と調和した持続可能な社会を形成するために必要な生物多様性の基礎知識とその保全について学びます。

								生物多様性を構成する３段階のレベル（生態系の多様性、種の多様性、遺伝的多様性）について、また、人の活動の影響を受けてどのような変化が起きているか実例を示しながら紹介します。その上で、生物多様性の保全、持続可能な自然の利用について考えます。

				バイオマスエネルギー特論		官 国清		本講義では、バイオマス資源及びバイオマスエネルギーの基礎知識、バイオマスの収集・運搬に関する最新な技術、省エネー乾燥・粉砕など前処理技術、バイオマスの高効率燃焼技術、バイオマス発電原理、バイオマスを利用した熱電併給コジェネレーション、急速熱分解、次世代バイオマスガス化や炭化など熱化学変換技術、バイオディーゼル燃料製造技術、メタン発酵、エタノール発酵、ブタノール発酵など生物化学変換技術、バイオマスエネルギーシステムの設計方法及びバイオマスエネルギーのLCA分析などの最新トピックスについて講述し、バイオマスエネルギーの最先端な変換・利用技術の理解を深めます。



		大学院		科目名		担当教員		科目概要

		地域共創科学研究科		風力エネルギー工学特論		久保田 健		古来から人類が利用してきた風力エネルギーに関連して、利用の歴史、風の特性、風況評価、近代風車の基礎知識と理論に関して学ぶとともに近代の風力発電機について理解を深めます。 また、発電所の企画計画などにかかわる環境影響評価や、維持管理などの発電事業のバリューチェーン全般についても学習し、風力関連ビジネスについても知識を得ます。

								更に、世界的な動向、日本の動向、本学が位置する北東北地域での風況や計画・運転状況など、実際の発電所に関する最新の動向を学習します。

				植物遺伝資源栽培特論		勝川 健三		植物遺伝資源が人類の生存にどのような役割を演じているのか、また人類にどのような関わり合いをもっているのか、育種学・民族植物学の観点から文献講読を行います。

								植物遺伝資源の活用に必須である栽培化について栽培学・園芸科学の観点から文献講読を行います。

								現地に赴いて現場で講義することによって、絶滅の危機に瀕する野生植物（潜在的遺伝資源）の現状を理解、保全と活用、とくに生息域内外保全のあり方について考察します。

		理工学研究科		境界層気象学特論(博士前期課程)		石田 祐宣		大気と地表面間で起こる相互作用についての学習を通して、グローバルな温暖化やローカルな都市温暖化(ヒートアイランド)、植生の気候緩和作用といった環境問題を学びます。

		農学生命科学研究科		山地流域保全学Ⅰ		鄒 青穎		山地の流域環境の保全と砂防について，近年の研究事例と文献資料を用いて講述します。

				山地流域保全学Ⅱ		鄒 青穎		地すべり多発地帯白神山地において，地すべりが作り出す地形環境について事例を活用して解説します。

				作物環境ストレス学I		姜 東鎮		近年、地球規模の気象変動に伴い世界各地で自然災害が発生し、作物供給の安全性が脅かされています。気象変動により生じるストレスに対する耐性は作物種で異なっており、そのメカニズムを理解することが安定した作物生産を考える上で極めて重要です。本講義は、気象変動に伴う自然災害（環境ストレス）の発生メカニズムと、環境ストレスに対する作物種の反応を総論的な観点から学びます。

				作物環境ストレス学Ⅱ		姜 東鎮		近年、地球規模の気象変動に伴い世界各地で自然災害が発生し、作物供給の安全性が脅かされています。気象変動により生じるストレスに対する耐性は作物種で異なっており、そのメカニズムを理解することが安定した作物生産を考える上で極めて重要です。本講義は、各々の環境ストレスに対する作物種の反応を各論的な観点から学びます。



		学部		科目名		担当教員		科目概要

		人文社会科学部 ジンブンシャカイカガクブ		環境地理学Ａ		高橋 未央		世界全体の環境変動や地形の形成過程についての解説を通して、身近な地域の地形がどのように形成されたか、世界スケールからみた地域の地形の成り立ちがどのような位置づけにあるかを理解できるようにします。

				環境地理学Ｂ		高橋 未央		世界全体の環境変動や地形の形成過程についての解説を通して、身近な地域の地形の形成を理解し、さらに身近におきる自然災害について学びます。自然災害の成因を理解した上で防災の意識を高めることも目指します。

				自然地理Ａ		高橋 未央		世界全体の環境変動や地形の形成過程についての解説を通して、身近な地域の地形がどのように形成されたか、世界スケールからみた地域の地形の成り立ちがどのような位置づけにあるかを理解できるようにします。

				自然地理Ｂ		高橋 未央		世界全体の環境変動や地形の形成過程についての解説を通して、身近な地域の地形の形成を理解し、さらに身近におきる自然災害について学びます。自然災害の成因を理解した上で防災の意識を高めることも目指します。

				地誌A		松井 歩		地域地理学（地誌学）は系統地理学（人文地理学・自然地理学）とならんで地理学の重要な部分をなす専門分野です。この授業では地域地理学の基礎的な概念および方法を解説します。加えて、グローバル化や環境変動、高齢化いった多様な視点から地域を捉える方法を検討します。 

				地域地理学Ａ		松井 歩		地域地理学（地誌学）は系統地理学（人文地理学・自然地理学）とならんで地理学の重要な部分をなす専門分野です。この授業では地域地理学の基礎的な概念および方法を解説します。加えて、グローバル化や環境変動、ジェンダーといった多様な視点から地域を捉える方法を検討します。 

		教育学部		環境教育概論		長南 幸安		環境教育を実践するために必要な基礎知識の習得を目的に、さまざまな分野における課題の所在と学校教育での扱いを学習します（ICTを用いた指導法も含みます）。

						大髙 明史

						小岩 直人

						佐藤 崇之

						岩井 草介

						島田 透

						勝川 健三

						廣瀬 孝

						櫻田 安志

						安川 あけみ

				環境教育演習		小岩 直人		秋田県や青森県内の自然環境の観察実習などを通して、地域の自然環境についての理解を深めるとともに、生態系の保全や減災に向けた考察力を養います。

						勝川 健三

						大高 明史

		理工学部 リコウ ガクブ		防災気象学(地球環境防災学科)		石田 祐宣		豪雨による洪水や土砂災害、大雪、強風など突発的な気象災害はもちろんのこと、温暖化などゆっくり進む災害について、仕組みや実際的な面を学び、災害に関係する情報を解釈して防災に役立てられる知識を身に付けます。



		学部		科目名		担当教員		科目概要

		農学生命科学部 カガクブ		山間地環境計画学I		鄒 青穎		山間地における人々の生活は土砂災害と隣り合わせにあります。山間地の減災を考えるためには、自然地理学の観点から地質や地形などの現状を分析し、土砂災害に対応できる山間地環境計画を立てなければなりません。講義では、水文・地質・地形現象について学ぶとともに、山間地環境計画においてこれら土砂災害について、国内外での事例と発生メカニズムを習得し、山間地の持続的な開発利用・環境保全を考えるために必要な防止・軽減対策及び総合的な土砂管理について学びます。

				山間地環境計画学Ⅱ		森 洋
鄒 青穎		山間地の流域保全のための土砂災害対策について解説します。具体的には、山地流域の地形判読と土砂災害危険箇所判定手法、GISによる解析、土砂災害への対策計画について事例を活用して解説します。

				山間地環境計画学実習		鄒 青穎
檜垣 大助		白神山地等を対象に、マスムーブメント現象・地すべり跡地の利用・保全について総合的に学習します。現地調査の後、学生自らが調査結果と事前学習で収集した資料分析を行い、発表します。

				地域環境工学科実験		地域環境工学科教員		地域環境工学に関する分野の基礎実験を行うことによって、関連する講義内容を十分理解するとともに、実験手法や報告書の取りまとめ方法を習得します。
鄒青穎と担任している講義では、地すべり地における地すべり地形判読の解析を行います。また、地すべり現地調査を行います。

				環境基礎構造学		鄒 青穎		地域の環境は、土地・生物・水等が有機的に結びついて成り立っており、地域環境問題の解決への対応には、環境構造の把握と理解が必要であります。本講義では、はじめに、地域の環境を構成する大気・水・土壌・森林などの各要素について、近年の環境問題・調査手法・問題解決に向けた取り組み事例を概説します。次に、環境構造の基盤となる土地(地盤)を対象に、特に山地の地盤構造とその成り立ちについて解説します。最後に、地盤環境を把握するための地形分析手法について述べます。

				海外研修入門		鄒 青穎
矢田谷 健一		本研修は、「持続可能な地域環境づくり」をテーマとして、日本と似た地形的特徴を有する台湾の社会インフラや農山村を対象に、現地研修及び技術者との交流を行うものです。現地研修では、効果的な社会インフラの実装事例として、土砂が堆積しにくい形式の魚道と親水機能を有する砂防施設・流域管理事例を見学します。また、大規模地震後に復興した農山村におけるアグリツーリズムの事例（コーヒー農園）を見学します。学生は、これらの研修を通して、“農”・“環境”・“防災”というキーワードを念頭に、海外の持続可能な地域環境づくりの取り組み事例を学び、ここで得た実体験を今後の修学に活かしてもらいます。また、研修で得た社会インフラに関する知見は、実務に資する情報として、地方公共団体を対象とした報告会にて学生主体で発信します。なお、本研修は複数学科共同で実施することで、幅広い分野を学び、分野横断的なコミュニケーション力などを身につけ、主体的に協働できる力を養成します。

				作物栽培管理学		姜 東鎮		作物の栽培は環境要因に大きく影響されます。気象条件のように人間が制御できない要因にも左右されますが、水管理、雑草、病害虫などのような人間が制御できる阻害要因によっても作物収量が大きく影響されます。この講義では稲を中心に作物生産のための栽培管理方法を説明します。



		学部		科目名		担当教員		科目概要

		農学生命科学部		農場実習（生物・地域）		姜 東鎮
伊藤 大雄
房 家シン
林田 大志		農業生産の過程における各種作業の体験を通じて、農業生産の仕組み・技術の成立要因等の理論と活用、並びに農業生産と耕地生態系・環境との関連について総合的に学習します。金木農場の作物部門の実習ではイネやエネルギー資源作物を取り入れ、青森県におけるイネや資源作物の生産過程を学習します。また、畜産部門では青森県産種畜精液を用いて繁殖した家畜を実習動物に取り入れ、家畜の一般管理作業を体験的に学習します。さらに、青森県特産のリンゴ粕を利用した家畜飼料の調製給与技術や青森ブランド畜産物の創出背景などを実習で学びます。藤崎農場では青森県の特産作物であるリンゴや小松菜などを、積極的に実習材料に取り入れ、その栽培実態や具体的な管理作業を体験的に学習します。

				農場実習（分子・食料）		姜 東鎮
伊藤 大雄
房 家シン
林田 大志		農業生産の過程における各種作業の体験を通じて、農業生産の仕組み・技術の成立要因等の理論と活用、並びに農業生産と耕地生態系・環境との関連について総合的に学習します。金木農場の作物部門の実習ではイネやエネルギー資源作物を取り入れ、青森県におけるイネや資源作物の生産過程を学習します。また、畜産部門では青森県産種畜精液を用いて繁殖した家畜を実習動物に取り入れ、家畜の一般管理作業を体験的に学習します。さらに、青森県特産のリンゴ粕を利用した家畜飼料の調製給与技術や青森ブランド畜産物の創出背景などを実習で学びます。藤崎農場では青森県の特産作物であるリンゴやニンジンなどを、積極的に実習材料に取り入れ、その栽培実態や具体的な管理作業を体験的に学習します。

				農場実習		姜 東鎮
伊藤 大雄
房 家シン
林田 大志		農業生産の過程における各種作業の体験を通じて、農業生産の仕組み・技術の成立要因等の理論と活用、並びに農業生産と耕地生態系・環境との関連について総合的に学習します。金木農場の作物部門の実習ではイネやエネルギー資源作物を取り入れ、青森県におけるイネや資源作物の生産過程を学習します。また、畜産部門では青森県産種畜精液を家畜繁殖と実習に利用し、生まれた家畜は実験・実習動物に取り入れ、家畜の一般管理作業を体験的に学習します。さらに、青森県特産のリンゴ粕を利用した家畜飼料の調製給与技術や青森ブランド畜産物の創出背景などを実習で学びます。藤崎農場では青森県の特産作物であるリンゴやニンジンなどを、積極的に実習材料に取り入れ、その栽培実態や具体的な管理作業を体験的に学習します。

		医学部医学科 ブ イガッカ		被ばく医療学		　　		対象学生：2年生

						オムニバス		1.放射線・放射性物質の基本的性質を理解します。

						方式		2.被ばく医療学は、物理学、化学、生物学などを基礎とし、放射

						鬼島 宏		線被ばくの特徴と、被ばくした患者に対してどのような医療を

						（授業責任		行うべきかの概念基盤を学びます。

						者）		3.放射線・放射能に関する基本的性質を理解し、次いで、医療に

						床次 眞司		必要な放射線による人体への影響のメカニズムについて学びま

						細田 正洋		す。（具体的には、放射線の種類、放射性物質の物理・化学的

						三浦 富智		性質、生物学的影響、被ばくのメカニズムについて医療と結び

						赤田 尚史		つけながら学びます。）

						田副 博文		※授業では，人工放射性核種の主要な放出源と環境影響につい

						大森 康孝		ても取扱います。





		学部		科目名		担当教員		科目概要

		医学部保健学科 イガクブ		看護技術学演習Ⅰ「環境調整技術」「活動援助技術」				「環境調整技術」では、看護援助における環境のとらえ方の視点を理解する。その理論と方法を学ぶと共に看護専門職者としての態度を養います。
「活動援助技術」では、対象の状態に応じて、車いす移動・移送を実施できることを目標に実習をしています。　　　　　　　①学内のエレベーターやトイレなど車椅子を利用する場合の環境について、実際に患者役割、看護師役割、家族役割を行って体験します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②①の体験から、患者にとっての安全・安楽・自立・効率・個別性への配慮のある移動・移送の留意点について方法を考える。これをレポート課題とし、看護専門職者として環境調整の必要性・重要性の深化に努めています。

												　　　　　　

						佐藤 真由美

						藤田 あけみ

						會津 桂子

						工藤 ひろみ

						土屋 涼子

						太田 一輝

						秋庭 千穂





				環境衛生学		宮崎 航		ヒトを取り巻く環境を理解し、ヒトの健康を脅かすメカニズムを理解します。上記のメカニズム及び考え方にもとづき、 ヒトを含む生物を守るために制定された施策を理解します。

								第1回：環境とはなにか、公害の歴史

								第2回：環境中の物質の動き、環境汚染と環境基本法　

								第3回：環境基準, 大気汚染と環境基準　

								第4回：水汚染と環境基準、土壌環境と環境基準　

								第5回：代表的な汚染物質、騒音・振動　

								第6回：廃棄物、感染症

								第7回：環境を守るための施策、リスクモニタリングとリスクサーベイランス

				身体障害作業療法治療学演習　　「車椅子体験・環境調査」		平川 裕一		車椅子を利用する人を想定しながら、学内を車椅子で移動することを体験し、環境を調査することにより、車椅子を利用する人と環境との関係性を理解し、車椅子駆動・移動介助の方法・技能と環境調整の視点を修得します。

								①学内を車椅子で移動（両手駆動・片手片足駆動・両足駆動・介助）し、扉、エレベーター、身障者用トイレ、自動販売機などの利用を体験します。

								②通路（路面状態、幅、幅を狭める物、広さを感じさせない状況、段差、スロープ）、扉、エレベーター、身障者用トイレ、自動販売機などについて、車椅子駆動の技能・介助の技能との関係性を踏まえて、それらの構造などを調査します。

								③車椅子を利用する人の行動方法・技能、環境に起因した困難事象を想定し、改善点・改善方法を総合的に検討します。

				福祉住環境学		藤田 俊文		障害者や高齢者住環境整備の必要性を理解し、障害者や高齢者等の生活行為別の福祉住環境整備の基礎技術を取得します。

								学内外の施設、公共交通機関、道路、自宅など、普段生活している環境で障害を有した場合（車椅子生活、脳卒中片麻痺など）に不便に感じる生活行為等を調査します。また、生活行為別の住環境整備の基礎知識を理解しその重要性を学習します。その上で、高齢者や障害者などの生活行為が円滑に可能となるような住環境整備を検討し、住環境整備の重要性について理解します。







幼稚園・小・中(社会)

		校種		科目		学年・科目内容

		附属幼稚園				・花や野菜の栽培活動を通して、身近な植物に対する関心を引き出します。

						・季節的な遊びや行事を通して、自然や生活環境の変化に関心を持たせます。

		附属小学校		国語		【６年】

						・環境問題について､自分たちが取り組めることを考え、提案文を書きます。

				生活		【１年】

						・ペットボトルをじょうろとして再利用します。

						・あさがおや野菜栽培を通して、植物に関する関心を高めています。

						【２年】

						・チューリップを栽培し、環境や美化について､自分たちが出来ることを考えます。　

				理科		【３年】

						・植物や昆虫を育てる中で、動植物に対する理解を深め、自然環境について考えます。　

						【５年】

						・流れる水の働きの単元において、川の環境を守ることについて考えます。

						【６年】

						・水や空気を通して、動植物は互いに関わり合っていることを学びます。

						・人と自然がよりよい関係をつくりだすための工夫を考えます。

				社会		【３年】　

						・スーパーマーケットの見学を通してエコ活動に興味を持たせ、実践へ導きます。

						【４年】

						・環境整備センターの見学を通してゴミの分別や処理の仕方について考えることで、環境について考えさせます。

						【５年】

						・身近な森林を保護する活動を調べ、自然を保護することの大切さを考えさせます。

				総合		【３年】

						・りんご栽培と環境との関わりについて調べます。

						【４年】

						・地域を素材にした探究的学習を通して、地域の環境を守ることの大切さを捉えます｡

						【５年】

						・バケツ稲作りを通して、食を支える環境について考えます｡

						・食品ロスと環境の関わりについて調べ、自分たちにできることを考えます｡

						・7月に1泊2日で実施する「宿泊学習」では、学校を離れ日常とは異なる 環境の中で、フィールドワークや野外観察といった自然の中で行われる様々な活動を通じ、集団生活における社会性を育てています。

						【全学年】　　　

						・使用していないプールをビオトープとして活用し、生物や自生する植物の観察を通して、自然環境への関心を高めています。

		附属中学校		社会		【３年】

						○公民

						・エネルギーの種類、エネルギー消費と地球環境、発電の方法、地球環境問題、環境保全運動について考えます。





中(理科)・特別支援(小)

		校種		科目		学年・科目内容

		附属中学校		理科		【1年】

						○1分野：「水溶液」

						・薬品を流しに捨ててはいけないことを学びます。

						○1分野：「物質の性質」

						・物質の性質によってゴミを分別することを学びます。

						○2分野：「地層」

						・石灰岩は生物の遺骸からできていること学びます。

						【2年】

						○1分野：「化学変化と原子・分子」

						・硫酸銅などの試薬は決められた場所にあつめることを学びます。

						○1分野：「電流とそのはたらき」

						・家庭用積算電力量計のしくみや家庭用電気器具の消費電力について学びます。

						○2分野：「植物のからだのつくり」

						・植物の蒸散量から、二酸化炭素の吸収量が推定できることを学びます。

						【3年】

						○1分野：「科学技術と人間」

						・いろいろな発電方法は一長一短があること（環境汚染や資源の枯渇など）を学びます。

						・化石燃料の使用により、地球の二酸化炭素が増加していることを学びます。

						・フロンガスがオゾン層を破壊していることや、ゴミ問題について学びます。

						○1分野：「酸性・アルカリ性の水溶液」

						・酸性の川に石灰を流し、中和していることを学びます。

						・雨の酸性の強さを学びます。

						○2分野：「自然と人間」

						・食物連鎖について（水産資源の乱獲により，海の生態系がくずれること）学びます。

						・外来種が在来の生物をおびやかしていることを学びます。

						・身近な自然を調査してみましょう

						　①川の生物（指標生物）を調べたり、CODやBODを測定します。

						　②マツの葉を顕微鏡で観察し、気孔のふさがり具合から、空気の汚れが調べられる　　　ことを学びます。

						　主要キーワード

						　・絶滅危惧種について・地球温暖化・オゾン層破壊・熱帯雨林の減少

		附属特別支援学校				【小学部】

						○日常生活の指導

						・教室や廊下等の清掃活動。

						・ゴミ捨てや水やり等の係活動。

						○生活単元学習・図画工作

						・清掃活動及び奉仕活動（校内玄関の清掃）を通して、環境美化の意識を育てます。

						・再生紙を使った作品、おもちゃ及び記念品作り。

						・野菜の栽培や収穫物の調理。





特別支援(中・高)

		校種		科目		学年・科目内容

		附属特別支援学校				【中等部】

						○生活単元学習

						・野菜等を育てることで、自然や環境に関心をもちます。

						・周辺地域の清掃活動や奉仕活動をとおして、環境美化に関心をもちます。

						○作業学習

						・材料を無駄のないように使い、ごみをなるべく出さないようにします。

						・栽培実習園の草取り後の雑草を堆肥にし、土作りに役立てます。

						・減農薬で野菜を栽培します。

						○日常生活の指導・環境整備係

						・ワンプ紙を使い、箱やバッグを作り、使用します。

						・清掃、分別、リサイクルを行います。

						・広告チラシを利用して箱を作り、給食時のくず入れなどに使用します。

						【高等部】

						○作業学習

						・本校校舎や教育学部棟の清掃を通して地域の環境美化に努めます。

						・リサイクル封筒を作成し、職員用・校内用として再利用します。

						・裏紙の再利用のため、表面に「処理済み」の印を押します。

						◯日常生活の指導

						・ごみの分別をします。

						◯美術

						・古い粘土を再生し、美術の創作活動に利用します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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環境活動報告(教育)

		部局		取組内容 トリクミナイヨウ

		学部		・昼休みの消灯を行っています。

				・紙節約のため、一部会議ではiPadを利用し、ペーパーレス化しています。

				・廊下やトイレの照明に人感センサーをつけています。

				・近距離での用事には、アシスト付き自転車を活用しています。

		附属幼稚園		・トイレの照明や廊下の照明に人感センサーをつけています。

				・職員会議の記録や保護者へのお便りは、両面印刷としています。

				・裏紙を積極的に利用し、紙の使用量を節約しています。

		附属小学校		・廊下の照明やトイレの照明に人感センサーをつけています。

				・学園町地区と文京地区との移動手段として、アシスト付き自転車を活用しています。

				・WEB掲示板による全体連絡や、裏紙の利用により紙の使用量を節約しています。

				・教材を印刷するときは、コピー機ではなく輪転機を使用しています。



		部局		取組内容 トリクミナイヨウ

		附属中学校		・ペットボトルのキャップを回収しています。

				・廊下の照明やトイレの照明に人感センサーをつけています。

				・WEB掲示板による全体連絡や、裏紙の利用、一部会議のペーパーレス化により、　紙の使用量を節約しています。

				・教材を印刷するときは、コピー機ではなく輪転機を使用しています。

		附属特別支援学校		・天気によっては昼休み以外の時間帯も消灯し、より一層の節電を行っています。

				・教職員の全体連絡等は、コピーの消費電力や紙の使用量を抑えるため、WEB上の校内掲示板を積極的に活用しています。







教養教育

		部局		授業題目名

		教育推進機構教養教育開発実践センター		地域の自然・環境－白神学Ⅰ－

				地球環境・気候－21世紀の地球環境問題①－

				地球環境・気候－21世紀の地球環境問題②－

				地球環境・気候－21世紀の地球環境問題③－

				地球環境・気候－地球温暖化と防災

				地球環境・気候－地球学入門－

				地球環境・気候－エネルギー地球環境学概論－

				持続可能な開発目標SDGs－持続可能な開発目標SDGs17Goals①－

				青森エクスカーション－津軽平野の自然と防災減災－

				地域プロジェクト演習－環境と向き合い実践を学ぶ地域演習－

				環境と生活－総合エネルギー学－

				環境と生活－環境と生活A①－

				環境と生活－環境と生活A②－

				環境と生活－放射線の理解－

				環境と生活－人類とエネルギー

				環境と生活－弘前大学災害対応マネージャーその１　防災科学－

				環境と生活－放射線リスクコミュニケーションの理解－

				化学の世界－実感する化学A－

				生物学の世界－生物多様性とその保全－

		理工学研究科 リコウガクケンキュウカ		持続可能な開発目標SDGs－持続可能な開発目標SDGs17Goals①②

				（担当教員：石田 祐宣・李 永俊・井岡 聖一郎・村下 公一・吉田 美穂・蒔田 純・花田 真一 ・宋 美蘭・山下 梓・岡﨑 雅明・北原 啓司・永長 一茂）

		地域戦略研究所		教養科目前期（担当教員：永長一茂） タントウ キョウイン

				　持続可能な開発目標SDGs－SDGsのつかい方①

				　ー（15回の授業を担当、Goal 1~17）

				　持続可能な開発目標SDGsー持続可能な開発目標SDGs17Goals①

				　ー（1回の授業を担当、Goal 2,3,12）

				教養科目後期（担当教員：永長一茂）

				　持続可能な開発目標SDGs－SDGsのつかい方②

				　ー（15回の授業を担当、Goal 1~17）

				　持続可能な開発目標SDGsー持続可能な開発目標SDGs17Goals②

				　ー（1回の授業を担当、Goal 2,3,12）







専門教育（大学院・学部）

		大学院		科目名		担当教員		科目概要

		地域社会研究科		地表環境動態論		小岩 直人		白神山地を含む西津軽地域における、地形および気候の成り立ちと、そこで行われてきた人間活動の関係を検討します。特に、日本でも有数の隆起速度をもつ白神山地の地形の特徴、約10万年周期で繰り返される氷期─間氷期サイクルの気候変化に伴って形成された海成段丘や河成段丘の発達過程、そこで営まれている人間生活について、現地調査をふまえながら考察します。

		地域共創科学研究科		地形環境学特論		小岩 直人		地形が変化する際に、その場所に人間がいた場合には災害となる可能性が極めて高くなります。最も効果的な防災は、災害が生じる可能性がある場所に、人間が生活の場をもたないことです。しかしながら、日本の現状ではこれは不可能に近いです。本講義は、自然地理学的な観点から、地域の地形が形成される過程や、地形環境や地形環境と人間生活との関わりによる災害リスクの相違について学び、自然との摩擦の少ない生活の仕方について検討するものです。

				環境影響評価特論		長南 幸安		環境影響を評価するための基本的な概念と原理について学習します。例えば地球温暖化問題についてなら、LCA（Life Cycle Assessment）の基本的な定義と、カーボンニュートラル概念に基づくカーボンフットプリントやLCCO2（ライフサイクルCO2排出量）の算出方法などを学び、COP21で採択された気候変動抑制に関する多国間の国際的な協定であるパリ協定の理念と意義などを学びます。また社会的ニーズの分析のため、環境調和とされている製品や産業などについて、過去の事例紹介、世界的な現状、将来への見通しと期待されている概念や技術に関してLCAなどに基づいた評価をおこないます。

				生物多様性保全特論		中村 剛之		防災、減災を行う際、あるいは自然環境の改変を伴う開発を行う際に、生態系への理解は欠かせず、また、そこに生育する生物に配慮することは不可欠であることから、環境と調和した持続可能な社会を形成するために必要な生物多様性の基礎知識とその保全について学びます。

								生物多様性を構成する３段階のレベル（生態系の多様性、種の多様性、遺伝的多様性）について、また、人の活動の影響を受けてどのような変化が起きているか実例を示しながら紹介します。その上で、生物多様性の保全、持続可能な自然の利用について考えます。

				バイオマスエネルギー特論		官 国清		本講義では、バイオマス資源及びバイオマスエネルギーの基礎知識、バイオマスの収集・運搬に関する最新な技術、省エネー乾燥・粉砕など前処理技術、バイオマスの高効率燃焼技術、バイオマス発電原理、バイオマスを利用した熱電併給コジェネレーション、急速熱分解、次世代バイオマスガス化や炭化など熱化学変換技術、バイオディーゼル燃料製造技術、メタン発酵、エタノール発酵、ブタノール発酵など生物化学変換技術、バイオマスエネルギーシステムの設計方法及びバイオマスエネルギーのLCA分析などの最新トピックスについて講述し、バイオマスエネルギーの最先端な変換・利用技術の理解を深めます。



		大学院		科目名		担当教員		科目概要

		地域共創科学研究科		風力エネルギー工学特論		久保田 健		古来から人類が利用してきた風力エネルギーに関連して、利用の歴史、風の特性、風況評価、近代風車の基礎知識と理論に関して学ぶとともに近代の風力発電機について理解を深めます。 また、発電所の企画計画などにかかわる環境影響評価や、維持管理などの発電事業のバリューチェーン全般についても学習し、風力関連ビジネスについても知識を得ます。

								更に、世界的な動向、日本の動向、本学が位置する北東北地域での風況や計画・運転状況など、実際の発電所に関する最新の動向を学習します。

				植物遺伝資源栽培特論		勝川 健三		植物遺伝資源が人類の生存にどのような役割を演じているのか、また人類にどのような関わり合いをもっているのか、育種学・民族植物学の観点から文献講読を行います。

								植物遺伝資源の活用に必須である栽培化について栽培学・園芸科学の観点から文献講読を行います。

								現地に赴いて現場で講義することによって、絶滅の危機に瀕する野生植物（潜在的遺伝資源）の現状を理解、保全と活用、とくに生息域内外保全のあり方について考察します。

		理工学研究科		境界層気象学特論(博士前期課程)		石田 祐宣		大気と地表面間で起こる相互作用についての学習を通して、グローバルな温暖化やローカルな都市温暖化(ヒートアイランド)、植生の気候緩和作用といった環境問題を学びます。

		農学生命科学研究科		山地流域保全学Ⅰ		鄒 青穎		山地の流域環境の保全と砂防について，近年の研究事例と文献資料を用いて講述します。

				山地流域保全学Ⅱ		鄒 青穎		地すべり多発地帯白神山地において，地すべりが作り出す地形環境について事例を活用して解説します。

				作物環境ストレス学I		姜 東鎮		近年、地球規模の気象変動に伴い世界各地で自然災害が発生し、作物供給の安全性が脅かされています。気象変動により生じるストレスに対する耐性は作物種で異なっており、そのメカニズムを理解することが安定した作物生産を考える上で極めて重要です。本講義は、気象変動に伴う自然災害（環境ストレス）の発生メカニズムと、環境ストレスに対する作物種の反応を総論的な観点から学びます。

				作物環境ストレス学Ⅱ		姜 東鎮		近年、地球規模の気象変動に伴い世界各地で自然災害が発生し、作物供給の安全性が脅かされています。気象変動により生じるストレスに対する耐性は作物種で異なっており、そのメカニズムを理解することが安定した作物生産を考える上で極めて重要です。本講義は、各々の環境ストレスに対する作物種の反応を各論的な観点から学びます。



		学部		科目名		担当教員		科目概要

		人文社会科学部 ジンブンシャカイカガクブ		環境地理学Ａ		高橋 未央		世界全体の環境変動や地形の形成過程についての解説を通して、身近な地域の地形がどのように形成されたか、世界スケールからみた地域の地形の成り立ちがどのような位置づけにあるかを理解できるようにします。

				環境地理学Ｂ		高橋 未央		世界全体の環境変動や地形の形成過程についての解説を通して、身近な地域の地形の形成を理解し、さらに身近におきる自然災害について学びます。自然災害の成因を理解した上で防災の意識を高めることも目指します。

				自然地理Ａ		高橋 未央		世界全体の環境変動や地形の形成過程についての解説を通して、身近な地域の地形がどのように形成されたか、世界スケールからみた地域の地形の成り立ちがどのような位置づけにあるかを理解できるようにします。

				自然地理Ｂ		高橋 未央		世界全体の環境変動や地形の形成過程についての解説を通して、身近な地域の地形の形成を理解し、さらに身近におきる自然災害について学びます。自然災害の成因を理解した上で防災の意識を高めることも目指します。

				地誌A		松井 歩		地域地理学（地誌学）は系統地理学（人文地理学・自然地理学）とならんで地理学の重要な部分をなす専門分野です。この授業では地域地理学の基礎的な概念および方法を解説します。加えて、グローバル化や環境変動、高齢化いった多様な視点から地域を捉える方法を検討します。 

				地域地理学Ａ		松井 歩		地域地理学（地誌学）は系統地理学（人文地理学・自然地理学）とならんで地理学の重要な部分をなす専門分野です。この授業では地域地理学の基礎的な概念および方法を解説します。加えて、グローバル化や環境変動、ジェンダーといった多様な視点から地域を捉える方法を検討します。 

		教育学部		環境教育概論		長南 幸安		環境教育を実践するために必要な基礎知識の習得を目的に、さまざまな分野における課題の所在と学校教育での扱いを学習します（ICTを用いた指導法も含みます）。

						大髙 明史

						小岩 直人

						佐藤 崇之

						岩井 草介

						島田 透

						勝川 健三

						廣瀬 孝

						櫻田 安志

						安川 あけみ

				環境教育演習		小岩 直人		秋田県や青森県内の自然環境の観察実習などを通して、地域の自然環境についての理解を深めるとともに、生態系の保全や減災に向けた考察力を養います。

						勝川 健三

						大高 明史

		理工学部 リコウ ガクブ		防災気象学(地球環境防災学科)		石田 祐宣		豪雨による洪水や土砂災害、大雪、強風など突発的な気象災害はもちろんのこと、温暖化などゆっくり進む災害について、仕組みや実際的な面を学び、災害に関係する情報を解釈して防災に役立てられる知識を身に付けます。



		学部		科目名		担当教員		科目概要

		農学生命科学部 カガクブ		山間地環境計画学I		鄒 青穎		山間地における人々の生活は土砂災害と隣り合わせにあります。山間地の減災を考えるためには、自然地理学の観点から地質や地形などの現状を分析し、土砂災害に対応できる山間地環境計画を立てなければなりません。講義では、水文・地質・地形現象について学ぶとともに、山間地環境計画においてこれら土砂災害について、国内外での事例と発生メカニズムを習得し、山間地の持続的な開発利用・環境保全を考えるために必要な防止・軽減対策及び総合的な土砂管理について学びます。

				山間地環境計画学Ⅱ		森 洋
鄒 青穎		山間地の流域保全のための土砂災害対策について解説します。具体的には、山地流域の地形判読と土砂災害危険箇所判定手法、GISによる解析、土砂災害への対策計画について事例を活用して解説します。

				山間地環境計画学実習		鄒 青穎
檜垣 大助		白神山地等を対象に、マスムーブメント現象・地すべり跡地の利用・保全について総合的に学習します。現地調査の後、学生自らが調査結果と事前学習で収集した資料分析を行い、発表します。

				地域環境工学科実験		地域環境工学科教員		地域環境工学に関する分野の基礎実験を行うことによって、関連する講義内容を十分理解するとともに、実験手法や報告書の取りまとめ方法を習得します。
鄒青穎と担任している講義では、地すべり地における地すべり地形判読の解析を行います。また、地すべり現地調査を行います。

				環境基礎構造学		鄒 青穎		地域の環境は、土地・生物・水等が有機的に結びついて成り立っており、地域環境問題の解決への対応には、環境構造の把握と理解が必要であります。本講義では、はじめに、地域の環境を構成する大気・水・土壌・森林などの各要素について、近年の環境問題・調査手法・問題解決に向けた取り組み事例を概説します。次に、環境構造の基盤となる土地(地盤)を対象に、特に山地の地盤構造とその成り立ちについて解説します。最後に、地盤環境を把握するための地形分析手法について述べます。

				海外研修入門		鄒 青穎
矢田谷 健一		本研修は、「持続可能な地域環境づくり」をテーマとして、日本と似た地形的特徴を有する台湾の社会インフラや農山村を対象に、現地研修及び技術者との交流を行うものです。現地研修では、効果的な社会インフラの実装事例として、土砂が堆積しにくい形式の魚道と親水機能を有する砂防施設・流域管理事例を見学します。また、大規模地震後に復興した農山村におけるアグリツーリズムの事例（コーヒー農園）を見学します。学生は、これらの研修を通して、“農”・“環境”・“防災”というキーワードを念頭に、海外の持続可能な地域環境づくりの取り組み事例を学び、ここで得た実体験を今後の修学に活かしてもらいます。また、研修で得た社会インフラに関する知見は、実務に資する情報として、地方公共団体を対象とした報告会にて学生主体で発信します。なお、本研修は複数学科共同で実施することで、幅広い分野を学び、分野横断的なコミュニケーション力などを身につけ、主体的に協働できる力を養成します。

				作物栽培管理学		姜 東鎮		作物の栽培は環境要因に大きく影響されます。気象条件のように人間が制御できない要因にも左右されますが、水管理、雑草、病害虫などのような人間が制御できる阻害要因によっても作物収量が大きく影響されます。この講義では稲を中心に作物生産のための栽培管理方法を説明します。



		学部		科目名		担当教員		科目概要

		農学生命科学部		農場実習（生物・地域）		姜 東鎮
伊藤 大雄
房 家シン
林田 大志		農業生産の過程における各種作業の体験を通じて、農業生産の仕組み・技術の成立要因等の理論と活用、並びに農業生産と耕地生態系・環境との関連について総合的に学習します。金木農場の作物部門の実習ではイネやエネルギー資源作物を取り入れ、青森県におけるイネや資源作物の生産過程を学習します。また、畜産部門では青森県産種畜精液を用いて繁殖した家畜を実習動物に取り入れ、家畜の一般管理作業を体験的に学習します。さらに、青森県特産のリンゴ粕を利用した家畜飼料の調製給与技術や青森ブランド畜産物の創出背景などを実習で学びます。藤崎農場では青森県の特産作物であるリンゴや小松菜などを、積極的に実習材料に取り入れ、その栽培実態や具体的な管理作業を体験的に学習します。

				農場実習（分子・食料）		姜 東鎮
伊藤 大雄
房 家シン
林田 大志		農業生産の過程における各種作業の体験を通じて、農業生産の仕組み・技術の成立要因等の理論と活用、並びに農業生産と耕地生態系・環境との関連について総合的に学習します。金木農場の作物部門の実習ではイネやエネルギー資源作物を取り入れ、青森県におけるイネや資源作物の生産過程を学習します。また、畜産部門では青森県産種畜精液を用いて繁殖した家畜を実習動物に取り入れ、家畜の一般管理作業を体験的に学習します。さらに、青森県特産のリンゴ粕を利用した家畜飼料の調製給与技術や青森ブランド畜産物の創出背景などを実習で学びます。藤崎農場では青森県の特産作物であるリンゴやニンジンなどを、積極的に実習材料に取り入れ、その栽培実態や具体的な管理作業を体験的に学習します。

				農場実習		姜 東鎮
伊藤 大雄
房 家シン
林田 大志		農業生産の過程における各種作業の体験を通じて、農業生産の仕組み・技術の成立要因等の理論と活用、並びに農業生産と耕地生態系・環境との関連について総合的に学習します。金木農場の作物部門の実習ではイネやエネルギー資源作物を取り入れ、青森県におけるイネや資源作物の生産過程を学習します。また、畜産部門では青森県産種畜精液を家畜繁殖と実習に利用し、生まれた家畜は実験・実習動物に取り入れ、家畜の一般管理作業を体験的に学習します。さらに、青森県特産のリンゴ粕を利用した家畜飼料の調製給与技術や青森ブランド畜産物の創出背景などを実習で学びます。藤崎農場では青森県の特産作物であるリンゴやニンジンなどを、積極的に実習材料に取り入れ、その栽培実態や具体的な管理作業を体験的に学習します。

		医学部医学科 ブ イガッカ		被ばく医療学		　　		対象学生：2年生

						オムニバス		1.放射線・放射性物質の基本的性質を理解します。

						方式		2.被ばく医療学は、物理学、化学、生物学などを基礎とし、放射

						鬼島 宏		線被ばくの特徴と、被ばくした患者に対してどのような医療を

						（授業責任		行うべきかの概念基盤を学びます。

						者）		3.放射線・放射能に関する基本的性質を理解し、次いで、医療に

						床次 眞司		必要な放射線による人体への影響のメカニズムについて学びま

						細田 正洋		す。（具体的には、放射線の種類、放射性物質の物理・化学的

						三浦 富智		性質、生物学的影響、被ばくのメカニズムについて医療と結び

						赤田 尚史		つけながら学びます。）

						田副 博文		※授業では，人工放射性核種の主要な放出源と環境影響につい

						大森 康孝		ても取扱います。





		学部		科目名		担当教員		科目概要

		医学部保健学科 イガクブ		看護技術学演習Ⅰ「環境調整技術」「活動援助技術」				「環境調整技術」では、看護援助における環境のとらえ方の視点を理解する。その理論と方法を学ぶと共に看護専門職者としての態度を養います。
「活動援助技術」では、対象の状態に応じて、車いす移動・移送を実施できることを目標に実習をしています。　　　　　　　①学内のエレベーターやトイレなど車椅子を利用する場合の環境について、実際に患者役割、看護師役割、家族役割を行って体験します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②①の体験から、患者にとっての安全・安楽・自立・効率・個別性への配慮のある移動・移送の留意点について方法を考える。これをレポート課題とし、看護専門職者として環境調整の必要性・重要性の深化に努めています。

												　　　　　　

						佐藤 真由美

						藤田 あけみ

						會津 桂子

						工藤 ひろみ

						土屋 涼子

						太田 一輝

						秋庭 千穂





				環境衛生学		宮崎 航		ヒトを取り巻く環境を理解し、ヒトの健康を脅かすメカニズムを理解します。上記のメカニズム及び考え方にもとづき、 ヒトを含む生物を守るために制定された施策を理解します。

								第1回：環境とはなにか、公害の歴史

								第2回：環境中の物質の動き、環境汚染と環境基本法　

								第3回：環境基準, 大気汚染と環境基準　

								第4回：水汚染と環境基準、土壌環境と環境基準　

								第5回：代表的な汚染物質、騒音・振動　

								第6回：廃棄物、感染症

								第7回：環境を守るための施策、リスクモニタリングとリスクサーベイランス

				身体障害作業療法治療学演習　　「車椅子体験・環境調査」		平川 裕一		車椅子を利用する人を想定しながら、学内を車椅子で移動することを体験し、環境を調査することにより、車椅子を利用する人と環境との関係性を理解し、車椅子駆動・移動介助の方法・技能と環境調整の視点を修得します。

								①学内を車椅子で移動（両手駆動・片手片足駆動・両足駆動・介助）し、扉、エレベーター、身障者用トイレ、自動販売機などの利用を体験します。

								②通路（路面状態、幅、幅を狭める物、広さを感じさせない状況、段差、スロープ）、扉、エレベーター、身障者用トイレ、自動販売機などについて、車椅子駆動の技能・介助の技能との関係性を踏まえて、それらの構造などを調査します。

								③車椅子を利用する人の行動方法・技能、環境に起因した困難事象を想定し、改善点・改善方法を総合的に検討します。

				福祉住環境学		藤田 俊文		障害者や高齢者住環境整備の必要性を理解し、障害者や高齢者等の生活行為別の福祉住環境整備の基礎技術を取得します。

								学内外の施設、公共交通機関、道路、自宅など、普段生活している環境で障害を有した場合（車椅子生活、脳卒中片麻痺など）に不便に感じる生活行為等を調査します。また、生活行為別の住環境整備の基礎知識を理解しその重要性を学習します。その上で、高齢者や障害者などの生活行為が円滑に可能となるような住環境整備を検討し、住環境整備の重要性について理解します。







幼稚園・小・中(社会)

		校種		科目		学年・科目内容

		附属幼稚園				・花や野菜の栽培活動を通して、身近な植物に対する関心を引き出します。

						・季節的な遊びや行事を通して、自然や生活環境の変化に関心を持たせます。

		附属小学校		国語		【６年】

						・環境問題について､自分たちが取り組めることを考え、提案文を書きます。

				生活		【１年】

						・ペットボトルをじょうろとして再利用します。

						・あさがおや野菜栽培を通して、植物に関する関心を高めています。

						【２年】

						・チューリップを栽培し、環境や美化について､自分たちが出来ることを考えます。　

				理科		【３年】

						・植物や昆虫を育てる中で、動植物に対する理解を深め、自然環境について考えます。　

						【５年】

						・流れる水の働きの単元において、川の環境を守ることについて考えます。

						【６年】

						・水や空気を通して、動植物は互いに関わり合っていることを学びます。

						・人と自然がよりよい関係をつくりだすための工夫を考えます。

				社会		【３年】　

						・スーパーマーケットの見学を通してエコ活動に興味を持たせ、実践へ導きます。

						【４年】

						・環境整備センターの見学を通してゴミの分別や処理の仕方について考えることで、環境について考えさせます。

						【５年】

						・身近な森林を保護する活動を調べ、自然を保護することの大切さを考えさせます。

				総合		【３年】

						・りんご栽培と環境との関わりについて調べます。

						【４年】

						・地域を素材にした探究的学習を通して、地域の環境を守ることの大切さを捉えます｡

						【５年】

						・バケツ稲作りを通して、食を支える環境について考えます｡

						・食品ロスと環境の関わりについて調べ、自分たちにできることを考えます｡

						・7月に1泊2日で実施する「宿泊学習」では、学校を離れ日常とは異なる 環境の中で、フィールドワークや野外観察といった自然の中で行われる様々な活動を通じ、集団生活における社会性を育てています。

						【全学年】　　　

						・使用していないプールをビオトープとして活用し、生物や自生する植物の観察を通して、自然環境への関心を高めています。

		附属中学校		社会		【３年】

						○公民

						・エネルギーの種類、エネルギー消費と地球環境、発電の方法、地球環境問題、環境保全運動について考えます。





中(理科)・特別支援(小)

		校種		科目		学年・科目内容

		附属中学校		理科		【1年】

						○1分野：「水溶液」

						・薬品を流しに捨ててはいけないことを学びます。

						○1分野：「物質の性質」

						・物質の性質によってゴミを分別することを学びます。

						○2分野：「地層」

						・石灰岩は生物の遺骸からできていること学びます。

						【2年】

						○1分野：「化学変化と原子・分子」

						・硫酸銅などの試薬は決められた場所にあつめることを学びます。

						○1分野：「電流とそのはたらき」

						・家庭用積算電力量計のしくみや家庭用電気器具の消費電力について学びます。

						○2分野：「植物のからだのつくり」

						・植物の蒸散量から、二酸化炭素の吸収量が推定できることを学びます。

						【3年】

						○1分野：「科学技術と人間」

						・いろいろな発電方法は一長一短があること（環境汚染や資源の枯渇など）を学びます。

						・化石燃料の使用により、地球の二酸化炭素が増加していることを学びます。

						・フロンガスがオゾン層を破壊していることや、ゴミ問題について学びます。

						○1分野：「酸性・アルカリ性の水溶液」

						・酸性の川に石灰を流し、中和していることを学びます。

						・雨の酸性の強さを学びます。

						○2分野：「自然と人間」

						・食物連鎖について（水産資源の乱獲により，海の生態系がくずれること）学びます。

						・外来種が在来の生物をおびやかしていることを学びます。

						・身近な自然を調査してみましょう

						　①川の生物（指標生物）を調べたり、CODやBODを測定します。

						　②マツの葉を顕微鏡で観察し、気孔のふさがり具合から、空気の汚れが調べられる　　　ことを学びます。

						　主要キーワード

						　・絶滅危惧種について・地球温暖化・オゾン層破壊・熱帯雨林の減少

		附属特別支援学校				【小学部】

						○日常生活の指導

						・教室や廊下等の清掃活動。

						・ゴミ捨てや水やり等の係活動。

						○生活単元学習・図画工作

						・清掃活動及び奉仕活動（校内玄関の清掃）を通して、環境美化の意識を育てます。

						・再生紙を使った作品、おもちゃ及び記念品作り。

						・野菜の栽培や収穫物の調理。





特別支援(中・高)

		校種		科目		学年・科目内容

		附属特別支援学校				【中等部】

						○生活単元学習

						・野菜等を育てることで、自然や環境に関心をもちます。

						・周辺地域の清掃活動や奉仕活動をとおして、環境美化に関心をもちます。

						○作業学習

						・材料を無駄のないように使い、ごみをなるべく出さないようにします。

						・栽培実習園の草取り後の雑草を堆肥にし、土作りに役立てます。

						・減農薬で野菜を栽培します。

						○日常生活の指導・環境整備係

						・ワンプ紙を使い、箱やバッグを作り、使用します。

						・清掃、分別、リサイクルを行います。

						・広告チラシを利用して箱を作り、給食時のくず入れなどに使用します。

						【高等部】

						○作業学習

						・本校校舎や教育学部棟の清掃を通して地域の環境美化に努めます。

						・リサイクル封筒を作成し、職員用・校内用として再利用します。

						・裏紙の再利用のため、表面に「処理済み」の印を押します。

						◯日常生活の指導

						・ごみの分別をします。

						◯美術

						・古い粘土を再生し、美術の創作活動に利用します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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環境活動報告(教育)

		部局		取組内容 トリクミナイヨウ

		学部		・昼休みの消灯を行っています。

				・紙節約のため、一部会議ではiPadを利用し、ペーパーレス化しています。

				・廊下やトイレの照明に人感センサーをつけています。

				・近距離での用事には、アシスト付き自転車を活用しています。

		附属幼稚園		・トイレの照明や廊下の照明に人感センサーをつけています。

				・職員会議の記録や保護者へのお便りは、両面印刷としています。

				・裏紙を積極的に利用し、紙の使用量を節約しています。

		附属小学校		・廊下の照明やトイレの照明に人感センサーをつけています。

				・学園町地区と文京地区との移動手段として、アシスト付き自転車を活用しています。

				・WEB掲示板による全体連絡や、裏紙の利用により紙の使用量を節約しています。

				・教材を印刷するときは、コピー機ではなく輪転機を使用しています。



		部局		取組内容 トリクミナイヨウ

		附属中学校		・ペットボトルのキャップを回収しています。

				・廊下の照明やトイレの照明に人感センサーをつけています。

				・WEB掲示板による全体連絡や、裏紙の利用、一部会議のペーパーレス化により、　紙の使用量を節約しています。

				・教材を印刷するときは、コピー機ではなく輪転機を使用しています。

		附属特別支援学校		・天気によっては昼休み以外の時間帯も消灯し、より一層の節電を行っています。

				・教職員の全体連絡等は、コピーの消費電力や紙の使用量を抑えるため、WEB上の校内掲示板を積極的に活用しています。







教養教育

		部局		授業題目名

		教育推進機構教養教育開発実践センター		地域の自然・環境－白神学Ⅰ－

				地球環境・気候－21世紀の地球環境問題①－

				地球環境・気候－21世紀の地球環境問題②－

				地球環境・気候－21世紀の地球環境問題③－

				地球環境・気候－地球温暖化と防災

				地球環境・気候－地球学入門－

				地球環境・気候－エネルギー地球環境学概論－

				持続可能な開発目標SDGs－持続可能な開発目標SDGs17Goals①－

				青森エクスカーション－津軽平野の自然と防災減災－

				地域プロジェクト演習－環境と向き合い実践を学ぶ地域演習－

				環境と生活－総合エネルギー学－

				環境と生活－環境と生活A①－

				環境と生活－環境と生活A②－

				環境と生活－放射線の理解－

				環境と生活－人類とエネルギー

				環境と生活－弘前大学災害対応マネージャーその１　防災科学－

				環境と生活－放射線リスクコミュニケーションの理解－

				化学の世界－実感する化学A－

				生物学の世界－生物多様性とその保全－

		理工学研究科 リコウガクケンキュウカ		持続可能な開発目標SDGs－持続可能な開発目標SDGs17Goals①②

				（担当教員：石田 祐宣・李 永俊・井岡 聖一郎・村下 公一・吉田 美穂・蒔田 純・花田 真一 ・宋 美蘭・山下 梓・岡﨑 雅明・北原 啓司・永長 一茂）

		地域戦略研究所		教養科目前期（担当教員：永長一茂） タントウ キョウイン

				　持続可能な開発目標SDGs－SDGsのつかい方①

				　ー（15回の授業を担当、Goal 1~17）

				　持続可能な開発目標SDGsー持続可能な開発目標SDGs17Goals①

				　ー（1回の授業を担当、Goal 2,3,12）

				教養科目後期（担当教員：永長一茂）

				　持続可能な開発目標SDGs－SDGsのつかい方②

				　ー（15回の授業を担当、Goal 1~17）

				　持続可能な開発目標SDGsー持続可能な開発目標SDGs17Goals②

				　ー（1回の授業を担当、Goal 2,3,12）







専門教育（大学院・学部）

		大学院		科目名		担当教員		科目概要

		地域社会研究科		地表環境動態論		小岩 直人		白神山地を含む西津軽地域における、地形および気候の成り立ちと、そこで行われてきた人間活動の関係を検討します。特に、日本でも有数の隆起速度をもつ白神山地の地形の特徴、約10万年周期で繰り返される氷期─間氷期サイクルの気候変化に伴って形成された海成段丘や河成段丘の発達過程、そこで営まれている人間生活について、現地調査をふまえながら考察します。

		地域共創科学研究科		地形環境学特論		小岩 直人		地形が変化する際に、その場所に人間がいた場合には災害となる可能性が極めて高くなります。最も効果的な防災は、災害が生じる可能性がある場所に、人間が生活の場をもたないことです。しかしながら、日本の現状ではこれは不可能に近いです。本講義は、自然地理学的な観点から、地域の地形が形成される過程や、地形環境や地形環境と人間生活との関わりによる災害リスクの相違について学び、自然との摩擦の少ない生活の仕方について検討するものです。

				環境影響評価特論		長南 幸安		環境影響を評価するための基本的な概念と原理について学習します。例えば地球温暖化問題についてなら、LCA（Life Cycle Assessment）の基本的な定義と、カーボンニュートラル概念に基づくカーボンフットプリントやLCCO2（ライフサイクルCO2排出量）の算出方法などを学び、COP21で採択された気候変動抑制に関する多国間の国際的な協定であるパリ協定の理念と意義などを学びます。また社会的ニーズの分析のため、環境調和とされている製品や産業などについて、過去の事例紹介、世界的な現状、将来への見通しと期待されている概念や技術に関してLCAなどに基づいた評価をおこないます。

				生物多様性保全特論		中村 剛之		防災、減災を行う際、あるいは自然環境の改変を伴う開発を行う際に、生態系への理解は欠かせず、また、そこに生育する生物に配慮することは不可欠であることから、環境と調和した持続可能な社会を形成するために必要な生物多様性の基礎知識とその保全について学びます。

								生物多様性を構成する３段階のレベル（生態系の多様性、種の多様性、遺伝的多様性）について、また、人の活動の影響を受けてどのような変化が起きているか実例を示しながら紹介します。その上で、生物多様性の保全、持続可能な自然の利用について考えます。

				バイオマスエネルギー特論		官 国清		本講義では、バイオマス資源及びバイオマスエネルギーの基礎知識、バイオマスの収集・運搬に関する最新な技術、省エネー乾燥・粉砕など前処理技術、バイオマスの高効率燃焼技術、バイオマス発電原理、バイオマスを利用した熱電併給コジェネレーション、急速熱分解、次世代バイオマスガス化や炭化など熱化学変換技術、バイオディーゼル燃料製造技術、メタン発酵、エタノール発酵、ブタノール発酵など生物化学変換技術、バイオマスエネルギーシステムの設計方法及びバイオマスエネルギーのLCA分析などの最新トピックスについて講述し、バイオマスエネルギーの最先端な変換・利用技術の理解を深めます。



		大学院		科目名		担当教員		科目概要

		地域共創科学研究科		風力エネルギー工学特論		久保田 健		古来から人類が利用してきた風力エネルギーに関連して、利用の歴史、風の特性、風況評価、近代風車の基礎知識と理論に関して学ぶとともに近代の風力発電機について理解を深めます。 また、発電所の企画計画などにかかわる環境影響評価や、維持管理などの発電事業のバリューチェーン全般についても学習し、風力関連ビジネスについても知識を得ます。

								更に、世界的な動向、日本の動向、本学が位置する北東北地域での風況や計画・運転状況など、実際の発電所に関する最新の動向を学習します。

				植物遺伝資源栽培特論		勝川 健三		植物遺伝資源が人類の生存にどのような役割を演じているのか、また人類にどのような関わり合いをもっているのか、育種学・民族植物学の観点から文献講読を行います。

								植物遺伝資源の活用に必須である栽培化について栽培学・園芸科学の観点から文献講読を行います。

								現地に赴いて現場で講義することによって、絶滅の危機に瀕する野生植物（潜在的遺伝資源）の現状を理解、保全と活用、とくに生息域内外保全のあり方について考察します。

		理工学研究科		境界層気象学特論(博士前期課程)		石田 祐宣		大気と地表面間で起こる相互作用についての学習を通して、グローバルな温暖化やローカルな都市温暖化(ヒートアイランド)、植生の気候緩和作用といった環境問題を学びます。

		農学生命科学研究科		山地流域保全学Ⅰ		鄒 青穎		山地の流域環境の保全と砂防について，近年の研究事例と文献資料を用いて講述します。

				山地流域保全学Ⅱ		鄒 青穎		地すべり多発地帯白神山地において，地すべりが作り出す地形環境について事例を活用して解説します。

				作物環境ストレス学I		姜 東鎮		近年、地球規模の気象変動に伴い世界各地で自然災害が発生し、作物供給の安全性が脅かされています。気象変動により生じるストレスに対する耐性は作物種で異なっており、そのメカニズムを理解することが安定した作物生産を考える上で極めて重要です。本講義は、気象変動に伴う自然災害（環境ストレス）の発生メカニズムと、環境ストレスに対する作物種の反応を総論的な観点から学びます。

				作物環境ストレス学Ⅱ		姜 東鎮		近年、地球規模の気象変動に伴い世界各地で自然災害が発生し、作物供給の安全性が脅かされています。気象変動により生じるストレスに対する耐性は作物種で異なっており、そのメカニズムを理解することが安定した作物生産を考える上で極めて重要です。本講義は、各々の環境ストレスに対する作物種の反応を各論的な観点から学びます。



		学部		科目名		担当教員		科目概要

		人文社会科学部 ジンブンシャカイカガクブ		環境地理学Ａ		高橋 未央		世界全体の環境変動や地形の形成過程についての解説を通して、身近な地域の地形がどのように形成されたか、世界スケールからみた地域の地形の成り立ちがどのような位置づけにあるかを理解できるようにします。

				環境地理学Ｂ		高橋 未央		世界全体の環境変動や地形の形成過程についての解説を通して、身近な地域の地形の形成を理解し、さらに身近におきる自然災害について学びます。自然災害の成因を理解した上で防災の意識を高めることも目指します。

				自然地理Ａ		高橋 未央		世界全体の環境変動や地形の形成過程についての解説を通して、身近な地域の地形がどのように形成されたか、世界スケールからみた地域の地形の成り立ちがどのような位置づけにあるかを理解できるようにします。

				自然地理Ｂ		高橋 未央		世界全体の環境変動や地形の形成過程についての解説を通して、身近な地域の地形の形成を理解し、さらに身近におきる自然災害について学びます。自然災害の成因を理解した上で防災の意識を高めることも目指します。

				地誌A		松井 歩		地域地理学（地誌学）は系統地理学（人文地理学・自然地理学）とならんで地理学の重要な部分をなす専門分野です。この授業では地域地理学の基礎的な概念および方法を解説します。加えて、グローバル化や環境変動、高齢化いった多様な視点から地域を捉える方法を検討します。 

				地域地理学Ａ		松井 歩		地域地理学（地誌学）は系統地理学（人文地理学・自然地理学）とならんで地理学の重要な部分をなす専門分野です。この授業では地域地理学の基礎的な概念および方法を解説します。加えて、グローバル化や環境変動、ジェンダーといった多様な視点から地域を捉える方法を検討します。 

		教育学部		環境教育概論		長南 幸安		環境教育を実践するために必要な基礎知識の習得を目的に、さまざまな分野における課題の所在と学校教育での扱いを学習します（ICTを用いた指導法も含みます）。

						大髙 明史

						小岩 直人

						佐藤 崇之

						岩井 草介

						島田 透

						勝川 健三

						廣瀬 孝

						櫻田 安志

						安川 あけみ

				環境教育演習		小岩 直人		秋田県や青森県内の自然環境の観察実習などを通して、地域の自然環境についての理解を深めるとともに、生態系の保全や減災に向けた考察力を養います。

						勝川 健三

						大高 明史

		理工学部 リコウ ガクブ		防災気象学(地球環境防災学科)		石田 祐宣		豪雨による洪水や土砂災害、大雪、強風など突発的な気象災害はもちろんのこと、温暖化などゆっくり進む災害について、仕組みや実際的な面を学び、災害に関係する情報を解釈して防災に役立てられる知識を身に付けます。



		学部		科目名		担当教員		科目概要

		農学生命科学部 カガクブ		山間地環境計画学I		鄒 青穎		山間地における人々の生活は土砂災害と隣り合わせにあります。山間地の減災を考えるためには、自然地理学の観点から地質や地形などの現状を分析し、土砂災害に対応できる山間地環境計画を立てなければなりません。講義では、水文・地質・地形現象について学ぶとともに、山間地環境計画においてこれら土砂災害について、国内外での事例と発生メカニズムを習得し、山間地の持続的な開発利用・環境保全を考えるために必要な防止・軽減対策及び総合的な土砂管理について学びます。

				山間地環境計画学Ⅱ		森 洋
鄒 青穎		山間地の流域保全のための土砂災害対策について解説します。具体的には、山地流域の地形判読と土砂災害危険箇所判定手法、GISによる解析、土砂災害への対策計画について事例を活用して解説します。

				山間地環境計画学実習		鄒 青穎
檜垣 大助		白神山地等を対象に、マスムーブメント現象・地すべり跡地の利用・保全について総合的に学習します。現地調査の後、学生自らが調査結果と事前学習で収集した資料分析を行い、発表します。

				地域環境工学科実験		地域環境工学科教員		地域環境工学に関する分野の基礎実験を行うことによって、関連する講義内容を十分理解するとともに、実験手法や報告書の取りまとめ方法を習得します。
鄒青穎と担任している講義では、地すべり地における地すべり地形判読の解析を行います。また、地すべり現地調査を行います。

				環境基礎構造学		鄒 青穎		地域の環境は、土地・生物・水等が有機的に結びついて成り立っており、地域環境問題の解決への対応には、環境構造の把握と理解が必要であります。本講義では、はじめに、地域の環境を構成する大気・水・土壌・森林などの各要素について、近年の環境問題・調査手法・問題解決に向けた取り組み事例を概説します。次に、環境構造の基盤となる土地(地盤)を対象に、特に山地の地盤構造とその成り立ちについて解説します。最後に、地盤環境を把握するための地形分析手法について述べます。

				海外研修入門		鄒 青穎
矢田谷 健一		本研修は、「持続可能な地域環境づくり」をテーマとして、日本と似た地形的特徴を有する台湾の社会インフラや農山村を対象に、現地研修及び技術者との交流を行うものです。現地研修では、効果的な社会インフラの実装事例として、土砂が堆積しにくい形式の魚道と親水機能を有する砂防施設・流域管理事例を見学します。また、大規模地震後に復興した農山村におけるアグリツーリズムの事例（コーヒー農園）を見学します。学生は、これらの研修を通して、“農”・“環境”・“防災”というキーワードを念頭に、海外の持続可能な地域環境づくりの取り組み事例を学び、ここで得た実体験を今後の修学に活かしてもらいます。また、研修で得た社会インフラに関する知見は、実務に資する情報として、地方公共団体を対象とした報告会にて学生主体で発信します。なお、本研修は複数学科共同で実施することで、幅広い分野を学び、分野横断的なコミュニケーション力などを身につけ、主体的に協働できる力を養成します。

				作物栽培管理学		姜 東鎮		作物の栽培は環境要因に大きく影響されます。気象条件のように人間が制御できない要因にも左右されますが、水管理、雑草、病害虫などのような人間が制御できる阻害要因によっても作物収量が大きく影響されます。この講義では稲を中心に作物生産のための栽培管理方法を説明します。



		学部		科目名		担当教員		科目概要

		農学生命科学部		農場実習（生物・地域）		姜 東鎮
伊藤 大雄
房 家シン
林田 大志		農業生産の過程における各種作業の体験を通じて、農業生産の仕組み・技術の成立要因等の理論と活用、並びに農業生産と耕地生態系・環境との関連について総合的に学習します。金木農場の作物部門の実習ではイネやエネルギー資源作物を取り入れ、青森県におけるイネや資源作物の生産過程を学習します。また、畜産部門では青森県産種畜精液を用いて繁殖した家畜を実習動物に取り入れ、家畜の一般管理作業を体験的に学習します。さらに、青森県特産のリンゴ粕を利用した家畜飼料の調製給与技術や青森ブランド畜産物の創出背景などを実習で学びます。藤崎農場では青森県の特産作物であるリンゴや小松菜などを、積極的に実習材料に取り入れ、その栽培実態や具体的な管理作業を体験的に学習します。

				農場実習（分子・食料）		姜 東鎮
伊藤 大雄
房 家シン
林田 大志		農業生産の過程における各種作業の体験を通じて、農業生産の仕組み・技術の成立要因等の理論と活用、並びに農業生産と耕地生態系・環境との関連について総合的に学習します。金木農場の作物部門の実習ではイネやエネルギー資源作物を取り入れ、青森県におけるイネや資源作物の生産過程を学習します。また、畜産部門では青森県産種畜精液を用いて繁殖した家畜を実習動物に取り入れ、家畜の一般管理作業を体験的に学習します。さらに、青森県特産のリンゴ粕を利用した家畜飼料の調製給与技術や青森ブランド畜産物の創出背景などを実習で学びます。藤崎農場では青森県の特産作物であるリンゴやニンジンなどを、積極的に実習材料に取り入れ、その栽培実態や具体的な管理作業を体験的に学習します。

				農場実習		姜 東鎮
伊藤 大雄
房 家シン
林田 大志		農業生産の過程における各種作業の体験を通じて、農業生産の仕組み・技術の成立要因等の理論と活用、並びに農業生産と耕地生態系・環境との関連について総合的に学習します。金木農場の作物部門の実習ではイネやエネルギー資源作物を取り入れ、青森県におけるイネや資源作物の生産過程を学習します。また、畜産部門では青森県産種畜精液を家畜繁殖と実習に利用し、生まれた家畜は実験・実習動物に取り入れ、家畜の一般管理作業を体験的に学習します。さらに、青森県特産のリンゴ粕を利用した家畜飼料の調製給与技術や青森ブランド畜産物の創出背景などを実習で学びます。藤崎農場では青森県の特産作物であるリンゴやニンジンなどを、積極的に実習材料に取り入れ、その栽培実態や具体的な管理作業を体験的に学習します。

		医学部医学科 ブ イガッカ		被ばく医療学		　　		対象学生：2年生

						オムニバス		1.放射線・放射性物質の基本的性質を理解します。

						方式		2.被ばく医療学は、物理学、化学、生物学などを基礎とし、放射

						鬼島 宏		線被ばくの特徴と、被ばくした患者に対してどのような医療を

						（授業責任		行うべきかの概念基盤を学びます。

						者）		3.放射線・放射能に関する基本的性質を理解し、次いで、医療に

						床次 眞司		必要な放射線による人体への影響のメカニズムについて学びま

						細田 正洋		す。（具体的には、放射線の種類、放射性物質の物理・化学的

						三浦 富智		性質、生物学的影響、被ばくのメカニズムについて医療と結び

						赤田 尚史		つけながら学びます。）

						田副 博文		※授業では，人工放射性核種の主要な放出源と環境影響につい

						大森 康孝		ても取扱います。





		学部		科目名		担当教員		科目概要

		医学部保健学科 イガクブ		看護技術学演習Ⅰ「環境調整技術」「活動援助技術」				「環境調整技術」では、看護援助における環境のとらえ方の視点を理解する。その理論と方法を学ぶと共に看護専門職者としての態度を養います。
「活動援助技術」では、対象の状態に応じて、車いす移動・移送を実施できることを目標に実習をしています。　　　　　　　①学内のエレベーターやトイレなど車椅子を利用する場合の環境について、実際に患者役割、看護師役割、家族役割を行って体験します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②①の体験から、患者にとっての安全・安楽・自立・効率・個別性への配慮のある移動・移送の留意点について方法を考える。これをレポート課題とし、看護専門職者として環境調整の必要性・重要性の深化に努めています。

												　　　　　　

						佐藤 真由美

						藤田 あけみ

						會津 桂子

						工藤 ひろみ

						土屋 涼子

						太田 一輝

						秋庭 千穂





				環境衛生学		宮崎 航		ヒトを取り巻く環境を理解し、ヒトの健康を脅かすメカニズムを理解します。上記のメカニズム及び考え方にもとづき、 ヒトを含む生物を守るために制定された施策を理解します。

								第1回：環境とはなにか、公害の歴史

								第2回：環境中の物質の動き、環境汚染と環境基本法　

								第3回：環境基準, 大気汚染と環境基準　

								第4回：水汚染と環境基準、土壌環境と環境基準　

								第5回：代表的な汚染物質、騒音・振動　

								第6回：廃棄物、感染症

								第7回：環境を守るための施策、リスクモニタリングとリスクサーベイランス

				身体障害作業療法治療学演習　　「車椅子体験・環境調査」		平川 裕一		車椅子を利用する人を想定しながら、学内を車椅子で移動することを体験し、環境を調査することにより、車椅子を利用する人と環境との関係性を理解し、車椅子駆動・移動介助の方法・技能と環境調整の視点を修得します。

								①学内を車椅子で移動（両手駆動・片手片足駆動・両足駆動・介助）し、扉、エレベーター、身障者用トイレ、自動販売機などの利用を体験します。

								②通路（路面状態、幅、幅を狭める物、広さを感じさせない状況、段差、スロープ）、扉、エレベーター、身障者用トイレ、自動販売機などについて、車椅子駆動の技能・介助の技能との関係性を踏まえて、それらの構造などを調査します。

								③車椅子を利用する人の行動方法・技能、環境に起因した困難事象を想定し、改善点・改善方法を総合的に検討します。

				福祉住環境学		藤田 俊文		障害者や高齢者住環境整備の必要性を理解し、障害者や高齢者等の生活行為別の福祉住環境整備の基礎技術を取得します。

								学内外の施設、公共交通機関、道路、自宅など、普段生活している環境で障害を有した場合（車椅子生活、脳卒中片麻痺など）に不便に感じる生活行為等を調査します。また、生活行為別の住環境整備の基礎知識を理解しその重要性を学習します。その上で、高齢者や障害者などの生活行為が円滑に可能となるような住環境整備を検討し、住環境整備の重要性について理解します。







幼稚園・小・中(社会)

		校種		科目		学年・科目内容

		附属幼稚園				・花や野菜の栽培活動を通して、身近な植物に対する関心を引き出します。

						・季節的な遊びや行事を通して、自然や生活環境の変化に関心を持たせます。

		附属小学校		国語		【６年】

						・環境問題について､自分たちが取り組めることを考え、提案文を書きます。

				生活		【１年】

						・ペットボトルをじょうろとして再利用します。

						・あさがおや野菜栽培を通して、植物に関する関心を高めています。

						【２年】

						・チューリップを栽培し、環境や美化について､自分たちが出来ることを考えます。　

				理科		【３年】

						・植物や昆虫を育てる中で、動植物に対する理解を深め、自然環境について考えます。　

						【５年】

						・流れる水の働きの単元において、川の環境を守ることについて考えます。

						【６年】

						・水や空気を通して、動植物は互いに関わり合っていることを学びます。

						・人と自然がよりよい関係をつくりだすための工夫を考えます。

				社会		【３年】　

						・スーパーマーケットの見学を通してエコ活動に興味を持たせ、実践へ導きます。

						【４年】

						・環境整備センターの見学を通してゴミの分別や処理の仕方について考えることで、環境について考えさせます。

						【５年】

						・身近な森林を保護する活動を調べ、自然を保護することの大切さを考えさせます。

				総合		【３年】

						・りんご栽培と環境との関わりについて調べます。

						【４年】

						・地域を素材にした探究的学習を通して、地域の環境を守ることの大切さを捉えます｡

						【５年】

						・バケツ稲作りを通して、食を支える環境について考えます｡

						・食品ロスと環境の関わりについて調べ、自分たちにできることを考えます｡

						・7月に1泊2日で実施する「宿泊学習」では、学校を離れ日常とは異なる 環境の中で、フィールドワークや野外観察といった自然の中で行われる様々な活動を通じ、集団生活における社会性を育てています。

						【全学年】　　　

						・使用していないプールをビオトープとして活用し、生物や自生する植物の観察を通して、自然環境への関心を高めています。

		附属中学校		社会		【３年】

						○公民

						・エネルギーの種類、エネルギー消費と地球環境、発電の方法、地球環境問題、環境保全運動について考えます。





中(理科)・特別支援(小)

		校種		科目		学年・科目内容

		附属中学校		理科		【1年】

						○1分野：「水溶液」

						・薬品を流しに捨ててはいけないことを学びます。

						○1分野：「物質の性質」

						・物質の性質によってゴミを分別することを学びます。

						○2分野：「地層」

						・石灰岩は生物の遺骸からできていること学びます。

						【2年】

						○1分野：「化学変化と原子・分子」

						・硫酸銅などの試薬は決められた場所にあつめることを学びます。

						○1分野：「電流とそのはたらき」

						・家庭用積算電力量計のしくみや家庭用電気器具の消費電力について学びます。

						○2分野：「植物のからだのつくり」

						・植物の蒸散量から、二酸化炭素の吸収量が推定できることを学びます。

						【3年】

						○1分野：「科学技術と人間」

						・いろいろな発電方法は一長一短があること（環境汚染や資源の枯渇など）を学びます。

						・化石燃料の使用により、地球の二酸化炭素が増加していることを学びます。

						・フロンガスがオゾン層を破壊していることや、ゴミ問題について学びます。

						○1分野：「酸性・アルカリ性の水溶液」

						・酸性の川に石灰を流し、中和していることを学びます。

						・雨の酸性の強さを学びます。

						○2分野：「自然と人間」

						・食物連鎖について（水産資源の乱獲により，海の生態系がくずれること）学びます。

						・外来種が在来の生物をおびやかしていることを学びます。

						・身近な自然を調査してみましょう

						　①川の生物（指標生物）を調べたり、CODやBODを測定します。

						　②マツの葉を顕微鏡で観察し、気孔のふさがり具合から、空気の汚れが調べられる　　　ことを学びます。

						　主要キーワード

						　・絶滅危惧種について・地球温暖化・オゾン層破壊・熱帯雨林の減少

		附属特別支援学校				【小学部】

						○日常生活の指導

						・教室や廊下等の清掃活動。

						・ゴミ捨てや水やり等の係活動。

						○生活単元学習・図画工作

						・清掃活動及び奉仕活動（校内玄関の清掃）を通して、環境美化の意識を育てます。

						・再生紙を使った作品、おもちゃ及び記念品作り。

						・野菜の栽培や収穫物の調理。





特別支援(中・高)

		校種		科目		学年・科目内容

		附属特別支援学校				【中等部】

						○生活単元学習

						・野菜等を育てることで、自然や環境に関心をもちます。

						・周辺地域の清掃活動や奉仕活動をとおして、環境美化に関心をもちます。

						○作業学習

						・材料を無駄のないように使い、ごみをなるべく出さないようにします。

						・栽培実習園の草取り後の雑草を堆肥にし、土作りに役立てます。

						・減農薬で野菜を栽培します。

						○日常生活の指導・環境整備係

						・ワンプ紙を使い、箱やバッグを作り、使用します。

						・清掃、分別、リサイクルを行います。

						・広告チラシを利用して箱を作り、給食時のくず入れなどに使用します。

						【高等部】

						○作業学習

						・本校校舎や教育学部棟の清掃を通して地域の環境美化に努めます。

						・リサイクル封筒を作成し、職員用・校内用として再利用します。

						・裏紙の再利用のため、表面に「処理済み」の印を押します。

						◯日常生活の指導

						・ごみの分別をします。

						◯美術

						・古い粘土を再生し、美術の創作活動に利用します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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環境活動報告(教育)

		部局		取組内容 トリクミナイヨウ

		学部		・昼休みの消灯を行っています。

				・紙節約のため、一部会議ではiPadを利用し、ペーパーレス化しています。

				・廊下やトイレの照明に人感センサーをつけています。

				・近距離での用事には、アシスト付き自転車を活用しています。

		附属幼稚園		・トイレの照明や廊下の照明に人感センサーをつけています。

				・職員会議の記録や保護者へのお便りは、両面印刷としています。

				・裏紙を積極的に利用し、紙の使用量を節約しています。

		附属小学校		・廊下の照明やトイレの照明に人感センサーをつけています。

				・学園町地区と文京地区との移動手段として、アシスト付き自転車を活用しています。

				・WEB掲示板による全体連絡や、裏紙の利用により紙の使用量を節約しています。

				・教材を印刷するときは、コピー機ではなく輪転機を使用しています。



		部局		取組内容 トリクミナイヨウ

		附属中学校		・ペットボトルのキャップを回収しています。

				・廊下の照明やトイレの照明に人感センサーをつけています。

				・WEB掲示板による全体連絡や、裏紙の利用、一部会議のペーパーレス化により、　紙の使用量を節約しています。

				・教材を印刷するときは、コピー機ではなく輪転機を使用しています。

		附属特別支援学校		・天気によっては昼休み以外の時間帯も消灯し、より一層の節電を行っています。

				・教職員の全体連絡等は、コピーの消費電力や紙の使用量を抑えるため、WEB上の校内掲示板を積極的に活用しています。







教養教育

		部局		授業題目名

		教育推進機構教養教育開発実践センター		地域の自然・環境－白神学Ⅰ－

				地球環境・気候－21世紀の地球環境問題①－

				地球環境・気候－21世紀の地球環境問題②－

				地球環境・気候－21世紀の地球環境問題③－

				地球環境・気候－地球温暖化と防災

				地球環境・気候－地球学入門－

				地球環境・気候－エネルギー地球環境学概論－

				持続可能な開発目標SDGs－持続可能な開発目標SDGs17Goals①－

				青森エクスカーション－津軽平野の自然と防災減災－

				地域プロジェクト演習－環境と向き合い実践を学ぶ地域演習－

				環境と生活－総合エネルギー学－

				環境と生活－環境と生活A①－

				環境と生活－環境と生活A②－

				環境と生活－放射線の理解－

				環境と生活－人類とエネルギー

				環境と生活－弘前大学災害対応マネージャーその１　防災科学－

				環境と生活－放射線リスクコミュニケーションの理解－

				化学の世界－実感する化学A－

				生物学の世界－生物多様性とその保全－

		理工学研究科 リコウガクケンキュウカ		持続可能な開発目標SDGs－持続可能な開発目標SDGs17Goals①②

				（担当教員：石田 祐宣・李 永俊・井岡 聖一郎・村下 公一・吉田 美穂・蒔田 純・花田 真一 ・宋 美蘭・山下 梓・岡﨑 雅明・北原 啓司・永長 一茂）

		地域戦略研究所		教養科目前期（担当教員：永長一茂） タントウ キョウイン

				　持続可能な開発目標SDGs－SDGsのつかい方①

				　ー（15回の授業を担当、Goal 1~17）

				　持続可能な開発目標SDGsー持続可能な開発目標SDGs17Goals①

				　ー（1回の授業を担当、Goal 2,3,12）

				教養科目後期（担当教員：永長一茂）

				　持続可能な開発目標SDGs－SDGsのつかい方②

				　ー（15回の授業を担当、Goal 1~17）

				　持続可能な開発目標SDGsー持続可能な開発目標SDGs17Goals②

				　ー（1回の授業を担当、Goal 2,3,12）







専門教育（大学院・学部）

		大学院		科目名		担当教員		科目概要

		地域社会研究科		地表環境動態論		小岩 直人		白神山地を含む西津軽地域における、地形および気候の成り立ちと、そこで行われてきた人間活動の関係を検討します。特に、日本でも有数の隆起速度をもつ白神山地の地形の特徴、約10万年周期で繰り返される氷期─間氷期サイクルの気候変化に伴って形成された海成段丘や河成段丘の発達過程、そこで営まれている人間生活について、現地調査をふまえながら考察します。

		地域共創科学研究科		地形環境学特論		小岩 直人		地形が変化する際に、その場所に人間がいた場合には災害となる可能性が極めて高くなります。最も効果的な防災は、災害が生じる可能性がある場所に、人間が生活の場をもたないことです。しかしながら、日本の現状ではこれは不可能に近いです。本講義は、自然地理学的な観点から、地域の地形が形成される過程や、地形環境や地形環境と人間生活との関わりによる災害リスクの相違について学び、自然との摩擦の少ない生活の仕方について検討するものです。

				環境影響評価特論		長南 幸安		環境影響を評価するための基本的な概念と原理について学習します。例えば地球温暖化問題についてなら、LCA（Life Cycle Assessment）の基本的な定義と、カーボンニュートラル概念に基づくカーボンフットプリントやLCCO2（ライフサイクルCO2排出量）の算出方法などを学び、COP21で採択された気候変動抑制に関する多国間の国際的な協定であるパリ協定の理念と意義などを学びます。また社会的ニーズの分析のため、環境調和とされている製品や産業などについて、過去の事例紹介、世界的な現状、将来への見通しと期待されている概念や技術に関してLCAなどに基づいた評価をおこないます。

				生物多様性保全特論		中村 剛之		防災、減災を行う際、あるいは自然環境の改変を伴う開発を行う際に、生態系への理解は欠かせず、また、そこに生育する生物に配慮することは不可欠であることから、環境と調和した持続可能な社会を形成するために必要な生物多様性の基礎知識とその保全について学びます。

								生物多様性を構成する３段階のレベル（生態系の多様性、種の多様性、遺伝的多様性）について、また、人の活動の影響を受けてどのような変化が起きているか実例を示しながら紹介します。その上で、生物多様性の保全、持続可能な自然の利用について考えます。

				バイオマスエネルギー特論		官 国清		本講義では、バイオマス資源及びバイオマスエネルギーの基礎知識、バイオマスの収集・運搬に関する最新な技術、省エネー乾燥・粉砕など前処理技術、バイオマスの高効率燃焼技術、バイオマス発電原理、バイオマスを利用した熱電併給コジェネレーション、急速熱分解、次世代バイオマスガス化や炭化など熱化学変換技術、バイオディーゼル燃料製造技術、メタン発酵、エタノール発酵、ブタノール発酵など生物化学変換技術、バイオマスエネルギーシステムの設計方法及びバイオマスエネルギーのLCA分析などの最新トピックスについて講述し、バイオマスエネルギーの最先端な変換・利用技術の理解を深めます。



		大学院		科目名		担当教員		科目概要

		地域共創科学研究科		風力エネルギー工学特論		久保田 健		古来から人類が利用してきた風力エネルギーに関連して、利用の歴史、風の特性、風況評価、近代風車の基礎知識と理論に関して学ぶとともに近代の風力発電機について理解を深めます。 また、発電所の企画計画などにかかわる環境影響評価や、維持管理などの発電事業のバリューチェーン全般についても学習し、風力関連ビジネスについても知識を得ます。

								更に、世界的な動向、日本の動向、本学が位置する北東北地域での風況や計画・運転状況など、実際の発電所に関する最新の動向を学習します。

				植物遺伝資源栽培特論		勝川 健三		植物遺伝資源が人類の生存にどのような役割を演じているのか、また人類にどのような関わり合いをもっているのか、育種学・民族植物学の観点から文献講読を行います。

								植物遺伝資源の活用に必須である栽培化について栽培学・園芸科学の観点から文献講読を行います。

								現地に赴いて現場で講義することによって、絶滅の危機に瀕する野生植物（潜在的遺伝資源）の現状を理解、保全と活用、とくに生息域内外保全のあり方について考察します。

		理工学研究科		境界層気象学特論(博士前期課程)		石田 祐宣		大気と地表面間で起こる相互作用についての学習を通して、グローバルな温暖化やローカルな都市温暖化(ヒートアイランド)、植生の気候緩和作用といった環境問題を学びます。

		農学生命科学研究科		山地流域保全学Ⅰ		鄒 青穎		山地の流域環境の保全と砂防について，近年の研究事例と文献資料を用いて講述します。

				山地流域保全学Ⅱ		鄒 青穎		地すべり多発地帯白神山地において，地すべりが作り出す地形環境について事例を活用して解説します。

				作物環境ストレス学I		姜 東鎮		近年、地球規模の気象変動に伴い世界各地で自然災害が発生し、作物供給の安全性が脅かされています。気象変動により生じるストレスに対する耐性は作物種で異なっており、そのメカニズムを理解することが安定した作物生産を考える上で極めて重要です。本講義は、気象変動に伴う自然災害（環境ストレス）の発生メカニズムと、環境ストレスに対する作物種の反応を総論的な観点から学びます。

				作物環境ストレス学Ⅱ		姜 東鎮		近年、地球規模の気象変動に伴い世界各地で自然災害が発生し、作物供給の安全性が脅かされています。気象変動により生じるストレスに対する耐性は作物種で異なっており、そのメカニズムを理解することが安定した作物生産を考える上で極めて重要です。本講義は、各々の環境ストレスに対する作物種の反応を各論的な観点から学びます。



		学部		科目名		担当教員		科目概要

		人文社会科学部 ジンブンシャカイカガクブ		環境地理学Ａ		高橋 未央		世界全体の環境変動や地形の形成過程についての解説を通して、身近な地域の地形がどのように形成されたか、世界スケールからみた地域の地形の成り立ちがどのような位置づけにあるかを理解できるようにします。

				環境地理学Ｂ		高橋 未央		世界全体の環境変動や地形の形成過程についての解説を通して、身近な地域の地形の形成を理解し、さらに身近におきる自然災害について学びます。自然災害の成因を理解した上で防災の意識を高めることも目指します。

				自然地理Ａ		高橋 未央		世界全体の環境変動や地形の形成過程についての解説を通して、身近な地域の地形がどのように形成されたか、世界スケールからみた地域の地形の成り立ちがどのような位置づけにあるかを理解できるようにします。

				自然地理Ｂ		高橋 未央		世界全体の環境変動や地形の形成過程についての解説を通して、身近な地域の地形の形成を理解し、さらに身近におきる自然災害について学びます。自然災害の成因を理解した上で防災の意識を高めることも目指します。

				地誌A		松井 歩		地域地理学（地誌学）は系統地理学（人文地理学・自然地理学）とならんで地理学の重要な部分をなす専門分野です。この授業では地域地理学の基礎的な概念および方法を解説します。加えて、グローバル化や環境変動、高齢化いった多様な視点から地域を捉える方法を検討します。 

				地域地理学Ａ		松井 歩		地域地理学（地誌学）は系統地理学（人文地理学・自然地理学）とならんで地理学の重要な部分をなす専門分野です。この授業では地域地理学の基礎的な概念および方法を解説します。加えて、グローバル化や環境変動、ジェンダーといった多様な視点から地域を捉える方法を検討します。 

		教育学部		環境教育概論		長南 幸安		環境教育を実践するために必要な基礎知識の習得を目的に、さまざまな分野における課題の所在と学校教育での扱いを学習します（ICTを用いた指導法も含みます）。

						大髙 明史

						小岩 直人

						佐藤 崇之

						岩井 草介

						島田 透

						勝川 健三

						廣瀬 孝

						櫻田 安志

						安川 あけみ

				環境教育演習		小岩 直人		秋田県や青森県内の自然環境の観察実習などを通して、地域の自然環境についての理解を深めるとともに、生態系の保全や減災に向けた考察力を養います。

						勝川 健三

						大高 明史

		理工学部 リコウ ガクブ		防災気象学(地球環境防災学科)		石田 祐宣		豪雨による洪水や土砂災害、大雪、強風など突発的な気象災害はもちろんのこと、温暖化などゆっくり進む災害について、仕組みや実際的な面を学び、災害に関係する情報を解釈して防災に役立てられる知識を身に付けます。



		学部		科目名		担当教員		科目概要

		農学生命科学部 カガクブ		山間地環境計画学I		鄒 青穎		山間地における人々の生活は土砂災害と隣り合わせにあります。山間地の減災を考えるためには、自然地理学の観点から地質や地形などの現状を分析し、土砂災害に対応できる山間地環境計画を立てなければなりません。講義では、水文・地質・地形現象について学ぶとともに、山間地環境計画においてこれら土砂災害について、国内外での事例と発生メカニズムを習得し、山間地の持続的な開発利用・環境保全を考えるために必要な防止・軽減対策及び総合的な土砂管理について学びます。

				山間地環境計画学Ⅱ		森 洋
鄒 青穎		山間地の流域保全のための土砂災害対策について解説します。具体的には、山地流域の地形判読と土砂災害危険箇所判定手法、GISによる解析、土砂災害への対策計画について事例を活用して解説します。

				山間地環境計画学実習		鄒 青穎
檜垣 大助		白神山地等を対象に、マスムーブメント現象・地すべり跡地の利用・保全について総合的に学習します。現地調査の後、学生自らが調査結果と事前学習で収集した資料分析を行い、発表します。

				地域環境工学科実験		地域環境工学科教員		地域環境工学に関する分野の基礎実験を行うことによって、関連する講義内容を十分理解するとともに、実験手法や報告書の取りまとめ方法を習得します。
鄒青穎と担任している講義では、地すべり地における地すべり地形判読の解析を行います。また、地すべり現地調査を行います。

				環境基礎構造学		鄒 青穎		地域の環境は、土地・生物・水等が有機的に結びついて成り立っており、地域環境問題の解決への対応には、環境構造の把握と理解が必要であります。本講義では、はじめに、地域の環境を構成する大気・水・土壌・森林などの各要素について、近年の環境問題・調査手法・問題解決に向けた取り組み事例を概説します。次に、環境構造の基盤となる土地(地盤)を対象に、特に山地の地盤構造とその成り立ちについて解説します。最後に、地盤環境を把握するための地形分析手法について述べます。

				海外研修入門		鄒 青穎
矢田谷 健一		本研修は、「持続可能な地域環境づくり」をテーマとして、日本と似た地形的特徴を有する台湾の社会インフラや農山村を対象に、現地研修及び技術者との交流を行うものです。現地研修では、効果的な社会インフラの実装事例として、土砂が堆積しにくい形式の魚道と親水機能を有する砂防施設・流域管理事例を見学します。また、大規模地震後に復興した農山村におけるアグリツーリズムの事例（コーヒー農園）を見学します。学生は、これらの研修を通して、“農”・“環境”・“防災”というキーワードを念頭に、海外の持続可能な地域環境づくりの取り組み事例を学び、ここで得た実体験を今後の修学に活かしてもらいます。また、研修で得た社会インフラに関する知見は、実務に資する情報として、地方公共団体を対象とした報告会にて学生主体で発信します。なお、本研修は複数学科共同で実施することで、幅広い分野を学び、分野横断的なコミュニケーション力などを身につけ、主体的に協働できる力を養成します。

				作物栽培管理学		姜 東鎮		作物の栽培は環境要因に大きく影響されます。気象条件のように人間が制御できない要因にも左右されますが、水管理、雑草、病害虫などのような人間が制御できる阻害要因によっても作物収量が大きく影響されます。この講義では稲を中心に作物生産のための栽培管理方法を説明します。



		学部		科目名		担当教員		科目概要

		農学生命科学部		農場実習（生物・地域）		姜 東鎮
伊藤 大雄
房 家シン
林田 大志		農業生産の過程における各種作業の体験を通じて、農業生産の仕組み・技術の成立要因等の理論と活用、並びに農業生産と耕地生態系・環境との関連について総合的に学習します。金木農場の作物部門の実習ではイネやエネルギー資源作物を取り入れ、青森県におけるイネや資源作物の生産過程を学習します。また、畜産部門では青森県産種畜精液を用いて繁殖した家畜を実習動物に取り入れ、家畜の一般管理作業を体験的に学習します。さらに、青森県特産のリンゴ粕を利用した家畜飼料の調製給与技術や青森ブランド畜産物の創出背景などを実習で学びます。藤崎農場では青森県の特産作物であるリンゴや小松菜などを、積極的に実習材料に取り入れ、その栽培実態や具体的な管理作業を体験的に学習します。

				農場実習（分子・食料）		姜 東鎮
伊藤 大雄
房 家シン
林田 大志		農業生産の過程における各種作業の体験を通じて、農業生産の仕組み・技術の成立要因等の理論と活用、並びに農業生産と耕地生態系・環境との関連について総合的に学習します。金木農場の作物部門の実習ではイネやエネルギー資源作物を取り入れ、青森県におけるイネや資源作物の生産過程を学習します。また、畜産部門では青森県産種畜精液を用いて繁殖した家畜を実習動物に取り入れ、家畜の一般管理作業を体験的に学習します。さらに、青森県特産のリンゴ粕を利用した家畜飼料の調製給与技術や青森ブランド畜産物の創出背景などを実習で学びます。藤崎農場では青森県の特産作物であるリンゴやニンジンなどを、積極的に実習材料に取り入れ、その栽培実態や具体的な管理作業を体験的に学習します。

				農場実習		姜 東鎮
伊藤 大雄
房 家シン
林田 大志		農業生産の過程における各種作業の体験を通じて、農業生産の仕組み・技術の成立要因等の理論と活用、並びに農業生産と耕地生態系・環境との関連について総合的に学習します。金木農場の作物部門の実習ではイネやエネルギー資源作物を取り入れ、青森県におけるイネや資源作物の生産過程を学習します。また、畜産部門では青森県産種畜精液を家畜繁殖と実習に利用し、生まれた家畜は実験・実習動物に取り入れ、家畜の一般管理作業を体験的に学習します。さらに、青森県特産のリンゴ粕を利用した家畜飼料の調製給与技術や青森ブランド畜産物の創出背景などを実習で学びます。藤崎農場では青森県の特産作物であるリンゴやニンジンなどを、積極的に実習材料に取り入れ、その栽培実態や具体的な管理作業を体験的に学習します。

		医学部医学科 ブ イガッカ		被ばく医療学		　　		対象学生：2年生

						オムニバス		1.放射線・放射性物質の基本的性質を理解します。

						方式		2.被ばく医療学は、物理学、化学、生物学などを基礎とし、

						鬼島 宏		放射線被ばくの特徴と、被ばくした患者に対してどのような

						（授業責任		医療を行うべきかの概念基盤を学びます。

						者）		3.放射線・放射能に関する基本的性質を理解し、次いで、

						床次 眞司		医療に必要な放射線による人体への影響のメカニズムについて

						細田 正洋		学びます。（具体的には、放射線の種類、放射性物質の物理・

						三浦 富智		化学的性質、生物学的影響、被ばくのメカニズムについて医療

						赤田 尚史		と結びつけながら学びます。）

						田副 博文		※授業では，人工放射性核種の主要な放出源と環境影響につい

						大森 康孝		ても取扱います。





		学部		科目名		担当教員		科目概要

		医学部保健学科 イガクブ		看護技術学演習Ⅰ「環境調整技術」「活動援助技術」				「環境調整技術」では、看護援助における環境のとらえ方の視点を理解する。その理論と方法を学ぶと共に看護専門職者としての態度を養います。
「活動援助技術」では、対象の状態に応じて、車いす移動・移送を実施できることを目標に実習をしています。　　　　　　　①学内のエレベーターやトイレなど車椅子を利用する場合の環境について、実際に患者役割、看護師役割、家族役割を行って体験します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②①の体験から、患者にとっての安全・安楽・自立・効率・個別性への配慮のある移動・移送の留意点について方法を考える。これをレポート課題とし、看護専門職者として環境調整の必要性・重要性の深化に努めています。

												　　　　　　

						佐藤 真由美

						藤田 あけみ

						會津 桂子

						工藤 ひろみ

						土屋 涼子

						太田 一輝

						秋庭 千穂





				環境衛生学		宮崎 航		ヒトを取り巻く環境を理解し、ヒトの健康を脅かすメカニズムを理解します。上記のメカニズム及び考え方にもとづき、 ヒトを含む生物を守るために制定された施策を理解します。

								第1回：環境とはなにか、公害の歴史

								第2回：環境中の物質の動き、環境汚染と環境基本法　

								第3回：環境基準, 大気汚染と環境基準　

								第4回：水汚染と環境基準、土壌環境と環境基準　

								第5回：代表的な汚染物質、騒音・振動　

								第6回：廃棄物、感染症

								第7回：環境を守るための施策、リスクモニタリングとリスクサーベイランス

				身体障害作業療法治療学演習　　「車椅子体験・環境調査」		平川 裕一		車椅子を利用する人を想定しながら、学内を車椅子で移動することを体験し、環境を調査することにより、車椅子を利用する人と環境との関係性を理解し、車椅子駆動・移動介助の方法・技能と環境調整の視点を修得します。

								①学内を車椅子で移動（両手駆動・片手片足駆動・両足駆動・介助）し、扉、エレベーター、身障者用トイレ、自動販売機などの利用を体験します。

								②通路（路面状態、幅、幅を狭める物、広さを感じさせない状況、段差、スロープ）、扉、エレベーター、身障者用トイレ、自動販売機などについて、車椅子駆動の技能・介助の技能との関係性を踏まえて、それらの構造などを調査します。

								③車椅子を利用する人の行動方法・技能、環境に起因した困難事象を想定し、改善点・改善方法を総合的に検討します。

				福祉住環境学		藤田 俊文		障害者や高齢者住環境整備の必要性を理解し、障害者や高齢者等の生活行為別の福祉住環境整備の基礎技術を取得します。

								学内外の施設、公共交通機関、道路、自宅など、普段生活している環境で障害を有した場合（車椅子生活、脳卒中片麻痺など）に不便に感じる生活行為等を調査します。また、生活行為別の住環境整備の基礎知識を理解しその重要性を学習します。その上で、高齢者や障害者などの生活行為が円滑に可能となるような住環境整備を検討し、住環境整備の重要性について理解します。







幼稚園・小・中(社会)

		校種		科目		学年・科目内容

		附属幼稚園				・花や野菜の栽培活動を通して、身近な植物に対する関心を引き出します。

						・季節的な遊びや行事を通して、自然や生活環境の変化に関心を持たせます。

		附属小学校		国語		【６年】

						・環境問題について､自分たちが取り組めることを考え、提案文を書きます。

				生活		【１年】

						・ペットボトルをじょうろとして再利用します。

						・あさがおや野菜栽培を通して、植物に関する関心を高めています。

						【２年】

						・チューリップを栽培し、環境や美化について､自分たちが出来ることを考えます。　

				理科		【３年】

						・植物や昆虫を育てる中で、動植物に対する理解を深め、自然環境について考えます。　

						【５年】

						・流れる水の働きの単元において、川の環境を守ることについて考えます。

						【６年】

						・水や空気を通して、動植物は互いに関わり合っていることを学びます。

						・人と自然がよりよい関係をつくりだすための工夫を考えます。

				社会		【３年】　

						・スーパーマーケットの見学を通してエコ活動に興味を持たせ、実践へ導きます。

						【４年】

						・環境整備センターの見学を通してゴミの分別や処理の仕方について考えることで、環境について考えさせます。

						【５年】

						・身近な森林を保護する活動を調べ、自然を保護することの大切さを考えさせます。

				総合		【３年】

						・りんご栽培と環境との関わりについて調べます。

						【４年】

						・地域を素材にした探究的学習を通して、地域の環境を守ることの大切さを捉えます｡

						【５年】

						・バケツ稲作りを通して、食を支える環境について考えます｡

						・食品ロスと環境の関わりについて調べ、自分たちにできることを考えます｡

						・7月に1泊2日で実施する「宿泊学習」では、学校を離れ日常とは異なる 環境の中で、フィールドワークや野外観察といった自然の中で行われる様々な活動を通じ、集団生活における社会性を育てています。

						【全学年】　　　

						・使用していないプールをビオトープとして活用し、生物や自生する植物の観察を通して、自然環境への関心を高めています。

		附属中学校		社会		【３年】

						○公民

						・エネルギーの種類、エネルギー消費と地球環境、発電の方法、地球環境問題、環境保全運動について考えます。





中(理科)・特別支援(小)

		校種		科目		学年・科目内容

		附属中学校		理科		【1年】

						○1分野：「水溶液」

						・薬品を流しに捨ててはいけないことを学びます。

						○1分野：「物質の性質」

						・物質の性質によってゴミを分別することを学びます。

						○2分野：「地層」

						・石灰岩は生物の遺骸からできていること学びます。

						【2年】

						○1分野：「化学変化と原子・分子」

						・硫酸銅などの試薬は決められた場所にあつめることを学びます。

						○1分野：「電流とそのはたらき」

						・家庭用積算電力量計のしくみや家庭用電気器具の消費電力について学びます。

						○2分野：「植物のからだのつくり」

						・植物の蒸散量から、二酸化炭素の吸収量が推定できることを学びます。

						【3年】

						○1分野：「科学技術と人間」

						・いろいろな発電方法は一長一短があること（環境汚染や資源の枯渇など）を学びます。

						・化石燃料の使用により、地球の二酸化炭素が増加していることを学びます。

						・フロンガスがオゾン層を破壊していることや、ゴミ問題について学びます。

						○1分野：「酸性・アルカリ性の水溶液」

						・酸性の川に石灰を流し、中和していることを学びます。

						・雨の酸性の強さを学びます。

						○2分野：「自然と人間」

						・食物連鎖について（水産資源の乱獲により，海の生態系がくずれること）学びます。

						・外来種が在来の生物をおびやかしていることを学びます。

						・身近な自然を調査してみましょう

						　①川の生物（指標生物）を調べたり、CODやBODを測定します。

						　②マツの葉を顕微鏡で観察し、気孔のふさがり具合から、空気の汚れが調べられる　　　ことを学びます。

						　主要キーワード

						　・絶滅危惧種について・地球温暖化・オゾン層破壊・熱帯雨林の減少

		附属特別支援学校				【小学部】

						○日常生活の指導

						・教室や廊下等の清掃活動。

						・ゴミ捨てや水やり等の係活動。

						○生活単元学習・図画工作

						・清掃活動及び奉仕活動（校内玄関の清掃）を通して、環境美化の意識を育てます。

						・再生紙を使った作品、おもちゃ及び記念品作り。

						・野菜の栽培や収穫物の調理。





特別支援(中・高)

		校種		科目		学年・科目内容

		附属特別支援学校				【中等部】

						○生活単元学習

						・野菜等を育てることで、自然や環境に関心をもちます。

						・周辺地域の清掃活動や奉仕活動をとおして、環境美化に関心をもちます。

						○作業学習

						・材料を無駄のないように使い、ごみをなるべく出さないようにします。

						・栽培実習園の草取り後の雑草を堆肥にし、土作りに役立てます。

						・減農薬で野菜を栽培します。

						○日常生活の指導・環境整備係

						・ワンプ紙を使い、箱やバッグを作り、使用します。

						・清掃、分別、リサイクルを行います。

						・広告チラシを利用して箱を作り、給食時のくず入れなどに使用します。

						【高等部】

						○作業学習

						・本校校舎や教育学部棟の清掃を通して地域の環境美化に努めます。

						・リサイクル封筒を作成し、職員用・校内用として再利用します。

						・裏紙の再利用のため、表面に「処理済み」の印を押します。

						◯日常生活の指導

						・ごみの分別をします。

						◯美術

						・古い粘土を再生し、美術の創作活動に利用します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　






FIE REREFH~OIMEH

HEA

HIER

HEME

BERKEE
1 NREH
BREifT I
EhiBBhE T

3 P ES
%A HitH
g2 g7
Ik OA#
TB F®F
AH —i&
PE T8

NRBARRIN TR, BERICETEIREDESZHOR
REBMYT D, TOEMEAEREESLAICTEFIMELL
TOREEEVET,

FERRBIBT] T, HROREITH LT, EVWIBE - B
EERETEHLZARICKBEZLTLET,
OEADILR—2—D M LR EEFFEFRATHHEDR
BIZOVWT, RRICEERSE. FEMARE. RE®EZET-T
HEELES,

QODHEN L, BEIZE>TORE-RE-BHIUL-HE-@&
AE~NDERDH 5BE - BEOBERIZOVWTHEEEA
%, chELR—MREL L. BEEMRE L LTRRARD
DEY - EEMOFREICHEHTVET,

EFREF

RIGRESP

BiE

EFERYECRIBEZERL, EFORREENMTAD=XL
EHEBLET, LROAD_XLRUVEZAICHLETE, EF
EECEVETIOICHEShE-BREERLES,

FE : BREEZRIZH, 2FOER

FIE : RIFPOYHEOBE. REFREREELRZ

BRI - MBEE, KK[UFRERREE

SRAME : KBERERREE, TIRRIRLIREEE

5oE : RRMWGFEEMEA. BE - BD

SR6M : BEREY. RBRE

BIE : RIREFH-HOEE. VRAIEZZVITEURY
Y—RAS2VR

¥ B

%
3
=
i 3
15
&®
S
&
L]
~
()

BREEEE

= [E4%

FihER - IRIB
FAE

) #B—

ERFEFRTIAEZBRELGHN L. FREERFTERHRTS
CEEAHRBL. RIRERET S LICKY. ERFEFATS
ALRBEOBEREZER L. HHETFHED - BBMBOKE -
BRRELREAROBRRZBR/LES,

OREAZERFTHRY (MFERE - A3 288 - 2R -
81 L. BB. TLR—4— BEZAL, L. BERTHA
EDOFAEFEERLET,

Q@@ (BRERE. 18, 182MHIM. RSZRELIEHLRK
. BRE 20— [ B, ILR—4— HEERF L.
BHERFGEHMAZEIZOWT, ESFEEIOREE - MBIOEEELED
BEREEREZAT,. FhoDiEELEEZRAELETS,
QEBFEHAT 2 AOTEHAE - Bk, BIRICER LI-H#
EZEEEL. NES - WEHZZLREAMNITRETILET,

EAERES

BeE 23

BEEECERETRABROLERZER L. BEFOEHE
FDEFTANDOBILEREBBOERERMWEMELET,
FRNORER. AHEME. EE. BEGE. EREFLT
WARBETEEZA LGS (ERFER. BEPRRER
E) ITFEICRLIEFBTAFEHAELEY, T, £FTSH
AOERBBFBEOERMMEZER LLOEEREFELEY,
ZNLET, SRHECEEELREOEFTANABICTREE LS
FOREFREBHERE L. EREBBOERMEICOVTER
LEY,

- 52 -

il o 98

¥ e

]
2 3
&
S
]
L]
~
()




環境活動報告(教育)

		部局		取組内容 トリクミナイヨウ

		学部		・昼休みの消灯を行っています。

				・紙節約のため、一部会議ではiPadを利用し、ペーパーレス化しています。

				・廊下やトイレの照明に人感センサーをつけています。

				・近距離での用事には、アシスト付き自転車を活用しています。

		附属幼稚園		・トイレの照明や廊下の照明に人感センサーをつけています。

				・職員会議の記録や保護者へのお便りは、両面印刷としています。

				・裏紙を積極的に利用し、紙の使用量を節約しています。

		附属小学校		・廊下の照明やトイレの照明に人感センサーをつけています。

				・学園町地区と文京地区との移動手段として、アシスト付き自転車を活用しています。

				・WEB掲示板による全体連絡や、裏紙の利用により紙の使用量を節約しています。

				・教材を印刷するときは、コピー機ではなく輪転機を使用しています。



		部局		取組内容 トリクミナイヨウ

		附属中学校		・ペットボトルのキャップを回収しています。

				・廊下の照明やトイレの照明に人感センサーをつけています。

				・WEB掲示板による全体連絡や、裏紙の利用、一部会議のペーパーレス化により、　紙の使用量を節約しています。

				・教材を印刷するときは、コピー機ではなく輪転機を使用しています。

		附属特別支援学校		・天気によっては昼休み以外の時間帯も消灯し、より一層の節電を行っています。

				・教職員の全体連絡等は、コピーの消費電力や紙の使用量を抑えるため、WEB上の校内掲示板を積極的に活用しています。







教養教育

		部局		授業題目名

		教育推進機構教養教育開発実践センター		地域の自然・環境－白神学Ⅰ－

				地球環境・気候－21世紀の地球環境問題①－

				地球環境・気候－21世紀の地球環境問題②－

				地球環境・気候－21世紀の地球環境問題③－

				地球環境・気候－地球温暖化と防災

				地球環境・気候－地球学入門－

				地球環境・気候－エネルギー地球環境学概論－

				持続可能な開発目標SDGs－持続可能な開発目標SDGs17Goals①－

				青森エクスカーション－津軽平野の自然と防災減災－

				地域プロジェクト演習－環境と向き合い実践を学ぶ地域演習－

				環境と生活－総合エネルギー学－

				環境と生活－環境と生活A①－

				環境と生活－環境と生活A②－

				環境と生活－放射線の理解－

				環境と生活－人類とエネルギー

				環境と生活－弘前大学災害対応マネージャーその１　防災科学－

				環境と生活－放射線リスクコミュニケーションの理解－

				化学の世界－実感する化学A－

				生物学の世界－生物多様性とその保全－

		理工学研究科 リコウガクケンキュウカ		持続可能な開発目標SDGs－持続可能な開発目標SDGs17Goals①②

				（担当教員：石田 祐宣・李 永俊・井岡 聖一郎・村下 公一・吉田 美穂・蒔田 純・花田 真一 ・宋 美蘭・山下 梓・岡﨑 雅明・北原 啓司・永長 一茂）

		地域戦略研究所		教養科目前期（担当教員：永長一茂） タントウ キョウイン

				　持続可能な開発目標SDGs－SDGsのつかい方①

				　ー（15回の授業を担当、Goal 1~17）

				　持続可能な開発目標SDGsー持続可能な開発目標SDGs17Goals①

				　ー（1回の授業を担当、Goal 2,3,12）

				教養科目後期（担当教員：永長一茂）

				　持続可能な開発目標SDGs－SDGsのつかい方②

				　ー（15回の授業を担当、Goal 1~17）

				　持続可能な開発目標SDGsー持続可能な開発目標SDGs17Goals②

				　ー（1回の授業を担当、Goal 2,3,12）







専門教育（大学院・学部）

		大学院		科目名		担当教員		科目概要

		地域社会研究科		地表環境動態論		小岩 直人		白神山地を含む西津軽地域における、地形および気候の成り立ちと、そこで行われてきた人間活動の関係を検討します。特に、日本でも有数の隆起速度をもつ白神山地の地形の特徴、約10万年周期で繰り返される氷期─間氷期サイクルの気候変化に伴って形成された海成段丘や河成段丘の発達過程、そこで営まれている人間生活について、現地調査をふまえながら考察します。

		地域共創科学研究科		地形環境学特論		小岩 直人		地形が変化する際に、その場所に人間がいた場合には災害となる可能性が極めて高くなります。最も効果的な防災は、災害が生じる可能性がある場所に、人間が生活の場をもたないことです。しかしながら、日本の現状ではこれは不可能に近いです。本講義は、自然地理学的な観点から、地域の地形が形成される過程や、地形環境や地形環境と人間生活との関わりによる災害リスクの相違について学び、自然との摩擦の少ない生活の仕方について検討するものです。

				環境影響評価特論		長南 幸安		環境影響を評価するための基本的な概念と原理について学習します。例えば地球温暖化問題についてなら、LCA（Life Cycle Assessment）の基本的な定義と、カーボンニュートラル概念に基づくカーボンフットプリントやLCCO2（ライフサイクルCO2排出量）の算出方法などを学び、COP21で採択された気候変動抑制に関する多国間の国際的な協定であるパリ協定の理念と意義などを学びます。また社会的ニーズの分析のため、環境調和とされている製品や産業などについて、過去の事例紹介、世界的な現状、将来への見通しと期待されている概念や技術に関してLCAなどに基づいた評価をおこないます。

				生物多様性保全特論		中村 剛之		防災、減災を行う際、あるいは自然環境の改変を伴う開発を行う際に、生態系への理解は欠かせず、また、そこに生育する生物に配慮することは不可欠であることから、環境と調和した持続可能な社会を形成するために必要な生物多様性の基礎知識とその保全について学びます。

								生物多様性を構成する３段階のレベル（生態系の多様性、種の多様性、遺伝的多様性）について、また、人の活動の影響を受けてどのような変化が起きているか実例を示しながら紹介します。その上で、生物多様性の保全、持続可能な自然の利用について考えます。

				バイオマスエネルギー特論		官 国清		本講義では、バイオマス資源及びバイオマスエネルギーの基礎知識、バイオマスの収集・運搬に関する最新な技術、省エネー乾燥・粉砕など前処理技術、バイオマスの高効率燃焼技術、バイオマス発電原理、バイオマスを利用した熱電併給コジェネレーション、急速熱分解、次世代バイオマスガス化や炭化など熱化学変換技術、バイオディーゼル燃料製造技術、メタン発酵、エタノール発酵、ブタノール発酵など生物化学変換技術、バイオマスエネルギーシステムの設計方法及びバイオマスエネルギーのLCA分析などの最新トピックスについて講述し、バイオマスエネルギーの最先端な変換・利用技術の理解を深めます。



		大学院		科目名		担当教員		科目概要

		地域共創科学研究科		風力エネルギー工学特論		久保田 健		古来から人類が利用してきた風力エネルギーに関連して、利用の歴史、風の特性、風況評価、近代風車の基礎知識と理論に関して学ぶとともに近代の風力発電機について理解を深めます。 また、発電所の企画計画などにかかわる環境影響評価や、維持管理などの発電事業のバリューチェーン全般についても学習し、風力関連ビジネスについても知識を得ます。

								更に、世界的な動向、日本の動向、本学が位置する北東北地域での風況や計画・運転状況など、実際の発電所に関する最新の動向を学習します。

				植物遺伝資源栽培特論		勝川 健三		植物遺伝資源が人類の生存にどのような役割を演じているのか、また人類にどのような関わり合いをもっているのか、育種学・民族植物学の観点から文献講読を行います。

								植物遺伝資源の活用に必須である栽培化について栽培学・園芸科学の観点から文献講読を行います。

								現地に赴いて現場で講義することによって、絶滅の危機に瀕する野生植物（潜在的遺伝資源）の現状を理解、保全と活用、とくに生息域内外保全のあり方について考察します。

		理工学研究科		境界層気象学特論(博士前期課程)		石田 祐宣		大気と地表面間で起こる相互作用についての学習を通して、グローバルな温暖化やローカルな都市温暖化(ヒートアイランド)、植生の気候緩和作用といった環境問題を学びます。

		農学生命科学研究科		山地流域保全学Ⅰ		鄒 青穎		山地の流域環境の保全と砂防について，近年の研究事例と文献資料を用いて講述します。

				山地流域保全学Ⅱ		鄒 青穎		地すべり多発地帯白神山地において，地すべりが作り出す地形環境について事例を活用して解説します。

				作物環境ストレス学I		姜 東鎮		近年、地球規模の気象変動に伴い世界各地で自然災害が発生し、作物供給の安全性が脅かされています。気象変動により生じるストレスに対する耐性は作物種で異なっており、そのメカニズムを理解することが安定した作物生産を考える上で極めて重要です。本講義は、気象変動に伴う自然災害（環境ストレス）の発生メカニズムと、環境ストレスに対する作物種の反応を総論的な観点から学びます。

				作物環境ストレス学Ⅱ		姜 東鎮		近年、地球規模の気象変動に伴い世界各地で自然災害が発生し、作物供給の安全性が脅かされています。気象変動により生じるストレスに対する耐性は作物種で異なっており、そのメカニズムを理解することが安定した作物生産を考える上で極めて重要です。本講義は、各々の環境ストレスに対する作物種の反応を各論的な観点から学びます。



		学部		科目名		担当教員		科目概要

		人文社会科学部 ジンブンシャカイカガクブ		環境地理学Ａ		高橋 未央		世界全体の環境変動や地形の形成過程についての解説を通して、身近な地域の地形がどのように形成されたか、世界スケールからみた地域の地形の成り立ちがどのような位置づけにあるかを理解できるようにします。

				環境地理学Ｂ		高橋 未央		世界全体の環境変動や地形の形成過程についての解説を通して、身近な地域の地形の形成を理解し、さらに身近におきる自然災害について学びます。自然災害の成因を理解した上で防災の意識を高めることも目指します。

				自然地理Ａ		高橋 未央		世界全体の環境変動や地形の形成過程についての解説を通して、身近な地域の地形がどのように形成されたか、世界スケールからみた地域の地形の成り立ちがどのような位置づけにあるかを理解できるようにします。

				自然地理Ｂ		高橋 未央		世界全体の環境変動や地形の形成過程についての解説を通して、身近な地域の地形の形成を理解し、さらに身近におきる自然災害について学びます。自然災害の成因を理解した上で防災の意識を高めることも目指します。

				地誌A		松井 歩		地域地理学（地誌学）は系統地理学（人文地理学・自然地理学）とならんで地理学の重要な部分をなす専門分野です。この授業では地域地理学の基礎的な概念および方法を解説します。加えて、グローバル化や環境変動、高齢化いった多様な視点から地域を捉える方法を検討します。 

				地域地理学Ａ		松井 歩		地域地理学（地誌学）は系統地理学（人文地理学・自然地理学）とならんで地理学の重要な部分をなす専門分野です。この授業では地域地理学の基礎的な概念および方法を解説します。加えて、グローバル化や環境変動、ジェンダーといった多様な視点から地域を捉える方法を検討します。 

		教育学部		環境教育概論		長南 幸安		環境教育を実践するために必要な基礎知識の習得を目的に、さまざまな分野における課題の所在と学校教育での扱いを学習します（ICTを用いた指導法も含みます）。

						大髙 明史

						小岩 直人

						佐藤 崇之

						岩井 草介

						島田 透

						勝川 健三

						廣瀬 孝

						櫻田 安志

						安川 あけみ

				環境教育演習		小岩 直人		秋田県や青森県内の自然環境の観察実習などを通して、地域の自然環境についての理解を深めるとともに、生態系の保全や減災に向けた考察力を養います。

						勝川 健三

						大高 明史

		理工学部 リコウ ガクブ		防災気象学(地球環境防災学科)		石田 祐宣		豪雨による洪水や土砂災害、大雪、強風など突発的な気象災害はもちろんのこと、温暖化などゆっくり進む災害について、仕組みや実際的な面を学び、災害に関係する情報を解釈して防災に役立てられる知識を身に付けます。



		学部		科目名		担当教員		科目概要

		農学生命科学部 カガクブ		山間地環境計画学I		鄒 青穎		山間地における人々の生活は土砂災害と隣り合わせにあります。山間地の減災を考えるためには、自然地理学の観点から地質や地形などの現状を分析し、土砂災害に対応できる山間地環境計画を立てなければなりません。講義では、水文・地質・地形現象について学ぶとともに、山間地環境計画においてこれら土砂災害について、国内外での事例と発生メカニズムを習得し、山間地の持続的な開発利用・環境保全を考えるために必要な防止・軽減対策及び総合的な土砂管理について学びます。

				山間地環境計画学Ⅱ		森 洋
鄒 青穎		山間地の流域保全のための土砂災害対策について解説します。具体的には、山地流域の地形判読と土砂災害危険箇所判定手法、GISによる解析、土砂災害への対策計画について事例を活用して解説します。

				山間地環境計画学実習		鄒 青穎
檜垣 大助		白神山地等を対象に、マスムーブメント現象・地すべり跡地の利用・保全について総合的に学習します。現地調査の後、学生自らが調査結果と事前学習で収集した資料分析を行い、発表します。

				地域環境工学科実験		地域環境工学科教員		地域環境工学に関する分野の基礎実験を行うことによって、関連する講義内容を十分理解するとともに、実験手法や報告書の取りまとめ方法を習得します。
鄒青穎と担任している講義では、地すべり地における地すべり地形判読の解析を行います。また、地すべり現地調査を行います。

				環境基礎構造学		鄒 青穎		地域の環境は、土地・生物・水等が有機的に結びついて成り立っており、地域環境問題の解決への対応には、環境構造の把握と理解が必要であります。本講義では、はじめに、地域の環境を構成する大気・水・土壌・森林などの各要素について、近年の環境問題・調査手法・問題解決に向けた取り組み事例を概説します。次に、環境構造の基盤となる土地(地盤)を対象に、特に山地の地盤構造とその成り立ちについて解説します。最後に、地盤環境を把握するための地形分析手法について述べます。

				海外研修入門		鄒 青穎
矢田谷 健一		本研修は、「持続可能な地域環境づくり」をテーマとして、日本と似た地形的特徴を有する台湾の社会インフラや農山村を対象に、現地研修及び技術者との交流を行うものです。現地研修では、効果的な社会インフラの実装事例として、土砂が堆積しにくい形式の魚道と親水機能を有する砂防施設・流域管理事例を見学します。また、大規模地震後に復興した農山村におけるアグリツーリズムの事例（コーヒー農園）を見学します。学生は、これらの研修を通して、“農”・“環境”・“防災”というキーワードを念頭に、海外の持続可能な地域環境づくりの取り組み事例を学び、ここで得た実体験を今後の修学に活かしてもらいます。また、研修で得た社会インフラに関する知見は、実務に資する情報として、地方公共団体を対象とした報告会にて学生主体で発信します。なお、本研修は複数学科共同で実施することで、幅広い分野を学び、分野横断的なコミュニケーション力などを身につけ、主体的に協働できる力を養成します。

				作物栽培管理学		姜 東鎮		作物の栽培は環境要因に大きく影響されます。気象条件のように人間が制御できない要因にも左右されますが、水管理、雑草、病害虫などのような人間が制御できる阻害要因によっても作物収量が大きく影響されます。この講義では稲を中心に作物生産のための栽培管理方法を説明します。



		学部		科目名		担当教員		科目概要

		農学生命科学部		農場実習（生物・地域）		姜 東鎮
伊藤 大雄
房 家シン
林田 大志		農業生産の過程における各種作業の体験を通じて、農業生産の仕組み・技術の成立要因等の理論と活用、並びに農業生産と耕地生態系・環境との関連について総合的に学習します。金木農場の作物部門の実習ではイネやエネルギー資源作物を取り入れ、青森県におけるイネや資源作物の生産過程を学習します。また、畜産部門では青森県産種畜精液を用いて繁殖した家畜を実習動物に取り入れ、家畜の一般管理作業を体験的に学習します。さらに、青森県特産のリンゴ粕を利用した家畜飼料の調製給与技術や青森ブランド畜産物の創出背景などを実習で学びます。藤崎農場では青森県の特産作物であるリンゴや小松菜などを、積極的に実習材料に取り入れ、その栽培実態や具体的な管理作業を体験的に学習します。

				農場実習（分子・食料）		姜 東鎮
伊藤 大雄
房 家シン
林田 大志		農業生産の過程における各種作業の体験を通じて、農業生産の仕組み・技術の成立要因等の理論と活用、並びに農業生産と耕地生態系・環境との関連について総合的に学習します。金木農場の作物部門の実習ではイネやエネルギー資源作物を取り入れ、青森県におけるイネや資源作物の生産過程を学習します。また、畜産部門では青森県産種畜精液を用いて繁殖した家畜を実習動物に取り入れ、家畜の一般管理作業を体験的に学習します。さらに、青森県特産のリンゴ粕を利用した家畜飼料の調製給与技術や青森ブランド畜産物の創出背景などを実習で学びます。藤崎農場では青森県の特産作物であるリンゴやニンジンなどを、積極的に実習材料に取り入れ、その栽培実態や具体的な管理作業を体験的に学習します。

				農場実習		姜 東鎮
伊藤 大雄
房 家シン
林田 大志		農業生産の過程における各種作業の体験を通じて、農業生産の仕組み・技術の成立要因等の理論と活用、並びに農業生産と耕地生態系・環境との関連について総合的に学習します。金木農場の作物部門の実習ではイネやエネルギー資源作物を取り入れ、青森県におけるイネや資源作物の生産過程を学習します。また、畜産部門では青森県産種畜精液を家畜繁殖と実習に利用し、生まれた家畜は実験・実習動物に取り入れ、家畜の一般管理作業を体験的に学習します。さらに、青森県特産のリンゴ粕を利用した家畜飼料の調製給与技術や青森ブランド畜産物の創出背景などを実習で学びます。藤崎農場では青森県の特産作物であるリンゴやニンジンなどを、積極的に実習材料に取り入れ、その栽培実態や具体的な管理作業を体験的に学習します。

		医学部医学科 ブ イガッカ		被ばく医療学		　　		対象学生：2年生

						オムニバス		1.放射線・放射性物質の基本的性質を理解します。

						方式		2.被ばく医療学は、物理学、化学、生物学などを基礎とし、

						鬼島 宏		放射線被ばくの特徴と、被ばくした患者に対してどのような

						（授業責任		医療を行うべきかの概念基盤を学びます。

						者）		3.放射線・放射能に関する基本的性質を理解し、次いで、

						床次 眞司		医療に必要な放射線による人体への影響のメカニズムについて

						細田 正洋		学びます。（具体的には、放射線の種類、放射性物質の物理・

						三浦 富智		化学的性質、生物学的影響、被ばくのメカニズムについて医療

						赤田 尚史		と結びつけながら学びます。）

						田副 博文		※授業では，人工放射性核種の主要な放出源と環境影響につい

						大森 康孝		ても取扱います。





		学部		科目名		担当教員		科目概要

		医学部保健学科 イガクブ		看護技術学演習Ⅰ「環境調整技術」「活動援助技術」				「環境調整技術」では、看護援助における環境のとらえ方の視点を理解する。その理論と方法を学ぶと共に看護専門職者としての態度を養います。
「活動援助技術」では、対象の状態に応じて、車いす移動・移送を実施できることを目標に実習をしています。　　　　　　　①学内のエレベーターやトイレなど車椅子を利用する場合の環境について、実際に患者役割、看護師役割、家族役割を行って体験します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②①の体験から、患者にとっての安全・安楽・自立・効率・個別性への配慮のある移動・移送の留意点について方法を考える。これをレポート課題とし、看護専門職者として環境調整の必要性・重要性の深化に努めています。

												　　　　　　

						佐藤 真由美

						藤田 あけみ

						會津 桂子

						工藤 ひろみ

						土屋 涼子

						太田 一輝

						秋庭 千穂





				環境衛生学		宮崎 航		ヒトを取り巻く環境を理解し、ヒトの健康を脅かすメカニズムを理解します。上記のメカニズム及び考え方にもとづき、 ヒトを含む生物を守るために制定された施策を理解します。

								第1回：環境とはなにか、公害の歴史

								第2回：環境中の物質の動き、環境汚染と環境基本法　

								第3回：環境基準, 大気汚染と環境基準　

								第4回：水汚染と環境基準、土壌環境と環境基準　

								第5回：代表的な汚染物質、騒音・振動　

								第6回：廃棄物、感染症

								第7回：環境を守るための施策、リスクモニタリングとリスクサーベイランス

				身体障害作業療法治療学演習　　「車椅子体験・環境調査」		平川 裕一		車椅子を利用する人を想定しながら、学内を車椅子で移動することを体験し、環境を調査することにより、車椅子を利用する人と環境との関係性を理解し、車椅子駆動・移動介助の方法・技能と環境調整の視点を修得します。

								①学内を車椅子で移動（両手駆動・片手片足駆動・両足駆動・介助）し、扉、エレベーター、身障者用トイレ、自動販売機などの利用を体験します。

								②通路（路面状態、幅、幅を狭める物、広さを感じさせない状況、段差、スロープ）、扉、エレベーター、身障者用トイレ、自動販売機などについて、車椅子駆動の技能・介助の技能との関係性を踏まえて、それらの構造などを調査します。

								③車椅子を利用する人の行動方法・技能、環境に起因した困難事象を想定し、改善点・改善方法を総合的に検討します。

				福祉住環境学		藤田 俊文		障害者や高齢者住環境整備の必要性を理解し、障害者や高齢者等の生活行為別の福祉住環境整備の基礎技術を取得します。

								学内外の施設、公共交通機関、道路、自宅など、普段生活している環境で障害を有した場合（車椅子生活、脳卒中片麻痺など）に不便に感じる生活行為等を調査します。また、生活行為別の住環境整備の基礎知識を理解しその重要性を学習します。その上で、高齢者や障害者などの生活行為が円滑に可能となるような住環境整備を検討し、住環境整備の重要性について理解します。







幼稚園・小・中(社会)

		校種		科目		学年・科目内容

		附属幼稚園				・花や野菜の栽培活動を通して、身近な植物に対する関心を引き出します。

						・季節的な遊びや行事を通して、自然や生活環境の変化に関心を持たせます。

		附属小学校		国語		【６年】

						・環境問題について､自分たちが取り組めることを考え、提案文を書きます。

				生活		【１年】

						・ペットボトルをじょうろとして再利用します。

						・あさがおや野菜栽培を通して、植物に関する関心を高めています。

						【２年】

						・チューリップを栽培し、環境や美化について､自分たちが出来ることを考えます。　

				理科		【３年】

						・植物や昆虫を育てる中で、動植物に対する理解を深め、自然環境について考えます。　

						【５年】

						・流れる水の働きの単元において、川の環境を守ることについて考えます。

						【６年】

						・水や空気を通して、動植物は互いに関わり合っていることを学びます。

						・人と自然がよりよい関係をつくりだすための工夫を考えます。

				社会		【３年】　

						・スーパーマーケットの見学を通してエコ活動に興味を持たせ、実践へ導きます。

						【４年】

						・環境整備センターの見学を通してゴミの分別や処理の仕方について考えることで、環境について考えさせます。

						【５年】

						・身近な森林を保護する活動を調べ、自然を保護することの大切さを考えさせます。

				総合		【３年】

						・りんご栽培と環境との関わりについて調べます。

						【４年】

						・地域を素材にした探究的学習を通して、地域の環境を守ることの大切さを捉えます｡

						【５年】

						・バケツ稲作りを通して、食を支える環境について考えます｡

						・食品ロスと環境の関わりについて調べ、自分たちにできることを考えます｡

						・7月に1泊2日で実施する「宿泊学習」では、学校を離れ日常とは異なる 環境の中で、フィールドワークや野外観察といった自然の中で行われる様々な活動を通じ、集団生活における社会性を育てています。

						【全学年】　　　

						・使用していないプールをビオトープとして活用し、生物や自生する植物の観察を通して、自然環境への関心を高めています。

		附属中学校		社会		【３年】

						○公民

						・エネルギーの種類、エネルギー消費と地球環境、発電の方法、地球環境問題、環境保全運動について考えます。





中(理科)・特別支援(小)

		校種		科目		学年・科目内容

		附属中学校		理科		【1年】

						○1分野：「水溶液」

						・薬品を流しに捨ててはいけないことを学びます。

						○1分野：「物質の性質」

						・物質の性質によってゴミを分別することを学びます。

						○2分野：「地層」

						・石灰岩は生物の遺骸からできていること学びます。

						【2年】

						○1分野：「化学変化と原子・分子」

						・硫酸銅などの試薬は決められた場所にあつめることを学びます。

						○1分野：「電流とそのはたらき」

						・家庭用積算電力量計のしくみや家庭用電気器具の消費電力について学びます。

						○2分野：「植物のからだのつくり」

						・植物の蒸散量から、二酸化炭素の吸収量が推定できることを学びます。

						【3年】

						○1分野：「科学技術と人間」

						・いろいろな発電方法は一長一短があること（環境汚染や資源の枯渇など）を学びます。

						・化石燃料の使用により、地球の二酸化炭素が増加していることを学びます。

						・フロンガスがオゾン層を破壊していることや、ゴミ問題について学びます。

						○1分野：「酸性・アルカリ性の水溶液」

						・酸性の川に石灰を流し、中和していることを学びます。

						・雨の酸性の強さを学びます。

						○2分野：「自然と人間」

						・食物連鎖について（水産資源の乱獲により，海の生態系がくずれること）学びます。

						・外来種が在来の生物をおびやかしていることを学びます。

						・身近な自然を調査してみましょう

						　①川の生物（指標生物）を調べたり、CODやBODを測定します。

						　②マツの葉を顕微鏡で観察し、気孔のふさがり具合から、空気の汚れが調べられる　　　ことを学びます。

						　主要キーワード

						　・絶滅危惧種について・地球温暖化・オゾン層破壊・熱帯雨林の減少

		附属特別支援学校				【小学部】

						○日常生活の指導

						・教室や廊下等の清掃活動。

						・ゴミ捨てや水やり等の係活動。

						○生活単元学習・図画工作

						・清掃活動及び奉仕活動（校内玄関の清掃）を通して、環境美化の意識を育てます。

						・再生紙を使った作品、おもちゃ及び記念品作り。

						・野菜の栽培や収穫物の調理。





特別支援(中・高)

		校種		科目		学年・科目内容

		附属特別支援学校				【中等部】

						○生活単元学習

						・野菜等を育てることで、自然や環境に関心をもちます。

						・周辺地域の清掃活動や奉仕活動をとおして、環境美化に関心をもちます。

						○作業学習

						・材料を無駄のないように使い、ごみをなるべく出さないようにします。

						・栽培実習園の草取り後の雑草を堆肥にし、土作りに役立てます。

						・減農薬で野菜を栽培します。

						○日常生活の指導・環境整備係

						・ワンプ紙を使い、箱やバッグを作り、使用します。

						・清掃、分別、リサイクルを行います。

						・広告チラシを利用して箱を作り、給食時のくず入れなどに使用します。

						【高等部】

						○作業学習

						・本校校舎や教育学部棟の清掃を通して地域の環境美化に努めます。

						・リサイクル封筒を作成し、職員用・校内用として再利用します。

						・裏紙の再利用のため、表面に「処理済み」の印を押します。

						◯日常生活の指導

						・ごみの分別をします。

						◯美術

						・古い粘土を再生し、美術の創作活動に利用します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　






HiSE O Btk o T OF

¥ B
S ) & b 3 ik i

01 i
NHrTEENE  fif

]
1
=
- £t
nR
3]
i1
#B
H
(1))

ACOMHESE ik —¥

il ¥

Y - W

il > 8

FIE REKREFII~OHMEH

O ESH#E - MEFROREHRE

& HE 4 - HENE
—_  RECBROBREINEELT. SECEVICHT IELESIFHLET,
= - ERNABEUOTEEELT. BRACESBEOTLICELEREEET,
m | OF)
o EBEEEC VT B bARYEHIC L EEL. REXEEEET,
[14])
Ry FRMLELESBE LTBRIALET,
£5F |- HENBOBRHEEELT, EYCETIELESHTLET,
[24F)
CFa—UyTEEE L, BEOEEICOWT. AR EAHES L EELET,
[3%])
CEMPREREETAHT. BEMICHT 2ERERD. BABEIIOVTERE
%,
myy | 5F]
- FNBKOEMEOETI=HENT, IIOBEEFE-EICOVNTELET,
[64F)
S KPEEEELT. BEMEEVCEDY S TS EE22UET,
CANEBAREY EVEREOCYETEHOOIREEZET,
[34)
CR—R—T—4y FORSEBELTIIENCEEE R -, ER~EEFT,
. [44F)
MRIMFE | o | BBl 4 —0REEE LTI ORI OREOHFIONTER ST &T.
BIBICOWTEZSHEET,
[54)
CBELBHERETIENEAR. ARERETICLORYIEELSEET,
[35)
CYATRIELBELOEDYICOLWTRARNET,
[45)
M ERMIC LE-ERNYTEEE LT, HEOBEETICLEORYEERAE
%,
[54F)
wa | STYREYEELT. REXIBAMBOVTERET,
T |- BROREBEOEDYICOVTHAR, BAbICTEEEE2E1ET,
STAICAIATERT 2 [EELE] Clf. $REBREELZREIBEDD
T. T4—ILET—H PBHNERE VN> ERAOFTIDUABA L EHEE L.
EAEEICE T IHEMERTTLET,
(&3]
CERALTWEVLT—LEEF F—TE LTERAL, £M0EET IENOBREEE
LT. BABE~OBLESHTVET,
[3%])
OLR
A
MREPR | #] | v OmE. TALF—NRERRES. SEOHE. BRSNS B
BeERI-OLTEZET,

- 53 -

ACO TS it —¥

il ¥

HiSE S Stk ko T 3%
TEGN - T

il <9

¥ e

]
2 3
&
&
]
L]
N
()

SYEIFTWAE it~

511 ok o
NHrTERENE  fif




環境活動報告(教育)

		部局		取組内容 トリクミナイヨウ

		学部		・昼休みの消灯を行っています。

				・紙節約のため、一部会議ではiPadを利用し、ペーパーレス化しています。

				・廊下やトイレの照明に人感センサーをつけています。

				・近距離での用事には、アシスト付き自転車を活用しています。

		附属幼稚園		・トイレの照明や廊下の照明に人感センサーをつけています。

				・職員会議の記録や保護者へのお便りは、両面印刷としています。

				・裏紙を積極的に利用し、紙の使用量を節約しています。

		附属小学校		・廊下の照明やトイレの照明に人感センサーをつけています。

				・学園町地区と文京地区との移動手段として、アシスト付き自転車を活用していま

				　す。

				・WEB掲示板による全体連絡や、裏紙の利用により紙の使用量を節約しています。

				・教材を印刷するときは、コピー機ではなく輪転機を使用しています。



		部局		取組内容 トリクミナイヨウ

		附属中学校		・ペットボトルのキャップを回収しています。

				・廊下の照明やトイレの照明に人感センサーをつけています。

				・WEB掲示板による全体連絡や、裏紙の利用、一部会議のペーパーレス化により、　

				　紙の使用量を節約しています。

				・教材を印刷するときは、コピー機ではなく輪転機を使用しています。

		附属特別支援学校		・天気によっては昼休み以外の時間帯も消灯し、より一層の節電を行っています。

				・教職員の全体連絡等は、コピーの消費電力や紙の使用量を抑えるため、WEB上の

				　校内掲示板を積極的に活用しています。







教養教育

		部局		授業題目名

		教育推進機構教養教育開発実践センター		地域の自然・環境－白神学Ⅰ－

				地球環境・気候－21世紀の地球環境問題①－

				地球環境・気候－21世紀の地球環境問題②－

				地球環境・気候－21世紀の地球環境問題③－

				地球環境・気候－地球温暖化と防災

				地球環境・気候－地球学入門－

				地球環境・気候－エネルギー地球環境学概論－

				持続可能な開発目標SDGs－持続可能な開発目標SDGs17Goals①－

				青森エクスカーション－津軽平野の自然と防災減災－

				地域プロジェクト演習－環境と向き合い実践を学ぶ地域演習－

				環境と生活－総合エネルギー学－

				環境と生活－環境と生活A①－

				環境と生活－環境と生活A②－

				環境と生活－放射線の理解－

				環境と生活－人類とエネルギー

				環境と生活－弘前大学災害対応マネージャーその１　防災科学－

				環境と生活－放射線リスクコミュニケーションの理解－

				化学の世界－実感する化学A－

				生物学の世界－生物多様性とその保全－

		理工学研究科 リコウガクケンキュウカ		持続可能な開発目標SDGs－持続可能な開発目標SDGs17Goals①②

				（担当教員：石田 祐宣・李 永俊・井岡 聖一郎・村下 公一・吉田 美穂・蒔田 純・花田 真一 ・宋 美蘭・山下 梓・岡﨑 雅明・北原 啓司・永長 一茂）

		地域戦略研究所		教養科目前期（担当教員：永長一茂） タントウ キョウイン

				　持続可能な開発目標SDGs－SDGsのつかい方①

				　ー（15回の授業を担当、Goal 1~17）

				　持続可能な開発目標SDGsー持続可能な開発目標SDGs17Goals①

				　ー（1回の授業を担当、Goal 2,3,12）

				教養科目後期（担当教員：永長一茂）

				　持続可能な開発目標SDGs－SDGsのつかい方②

				　ー（15回の授業を担当、Goal 1~17）

				　持続可能な開発目標SDGsー持続可能な開発目標SDGs17Goals②

				　ー（1回の授業を担当、Goal 2,3,12）







専門教育（大学院・学部）

		大学院		科目名		担当教員		科目概要

		地域社会研究科		地表環境動態論		小岩 直人		白神山地を含む西津軽地域における、地形および気候の成り立ちと、そこで行われてきた人間活動の関係を検討します。特に、日本でも有数の隆起速度をもつ白神山地の地形の特徴、約10万年周期で繰り返される氷期─間氷期サイクルの気候変化に伴って形成された海成段丘や河成段丘の発達過程、そこで営まれている人間生活について、現地調査をふまえながら考察します。

		地域共創科学研究科		地形環境学特論		小岩 直人		地形が変化する際に、その場所に人間がいた場合には災害となる可能性が極めて高くなります。最も効果的な防災は、災害が生じる可能性がある場所に、人間が生活の場をもたないことです。しかしながら、日本の現状ではこれは不可能に近いです。本講義は、自然地理学的な観点から、地域の地形が形成される過程や、地形環境や地形環境と人間生活との関わりによる災害リスクの相違について学び、自然との摩擦の少ない生活の仕方について検討するものです。

				環境影響評価特論		長南 幸安		環境影響を評価するための基本的な概念と原理について学習します。例えば地球温暖化問題についてなら、LCA（Life Cycle Assessment）の基本的な定義と、カーボンニュートラル概念に基づくカーボンフットプリントやLCCO2（ライフサイクルCO2排出量）の算出方法などを学び、COP21で採択された気候変動抑制に関する多国間の国際的な協定であるパリ協定の理念と意義などを学びます。また社会的ニーズの分析のため、環境調和とされている製品や産業などについて、過去の事例紹介、世界的な現状、将来への見通しと期待されている概念や技術に関してLCAなどに基づいた評価をおこないます。

				生物多様性保全特論		中村 剛之		防災、減災を行う際、あるいは自然環境の改変を伴う開発を行う際に、生態系への理解は欠かせず、また、そこに生育する生物に配慮することは不可欠であることから、環境と調和した持続可能な社会を形成するために必要な生物多様性の基礎知識とその保全について学びます。

								生物多様性を構成する3段階のレベル（生態系の多様性、種の多様性、遺伝的多様性）について、また、人の活動の影響を受けてどのような変化が起きているか実例を示しながら紹介します。その上で、生物多様性の保全、持続可能な自然の利用について考えます。

				バイオマスエネルギー特論		官 国清		本講義では、バイオマス資源及びバイオマスエネルギーの基礎知識、バイオマスの収集・運搬に関する最新な技術、省エネー乾燥・粉砕など前処理技術、バイオマスの高効率燃焼技術、バイオマス発電原理、バイオマスを利用した熱電併給コジェネレーション、急速熱分解、次世代バイオマスガス化や炭化など熱化学変換技術、バイオディーゼル燃料製造技術、メタン発酵、エタノール発酵、ブタノール発酵など生物化学変換技術、バイオマスエネルギーシステムの設計方法及びバイオマスエネルギーのLCA分析などの最新トピックスについて講述し、バイオマスエネルギーの最先端な変換・利用技術の理解を深めます。



		大学院		科目名		担当教員		科目概要

		地域共創科学研究科		風力エネルギー工学特論		久保田 健		古来から人類が利用してきた風力エネルギーに関連して、利用の歴史、風の特性、風況評価、近代風車の基礎知識と理論に関して学ぶとともに近代の風力発電機について理解を深めます。 また、発電所の企画計画などにかかわる環境影響評価や、維持管理などの発電事業のバリューチェーン全般についても学習し、風力関連ビジネスについても知識を得ます。

								更に、世界的な動向、日本の動向、本学が位置する北東北地域での風況や計画・運転状況など、実際の発電所に関する最新の動向を学習します。

				植物遺伝資源栽培特論		勝川 健三		植物遺伝資源が人類の生存にどのような役割を演じているのか、また人類にどのような関わり合いをもっているのか、育種学・民族植物学の観点から文献講読を行います。

								植物遺伝資源の活用に必須である栽培化について栽培学・園芸科学の観点から文献講読を行います。

								現地に赴いて現場で講義することによって、絶滅の危機に瀕する野生植物（潜在的遺伝資源）の現状を理解、保全と活用、とくに生息域内外保全のあり方について考察します。

		理工学研究科		境界層気象学特論(博士前期課程)		石田 祐宣		大気と地表面間で起こる相互作用についての学習を通して、グローバルな温暖化やローカルな都市温暖化(ヒートアイランド)、植生の気候緩和作用といった環境問題を学びます。

		農学生命科学研究科		山地流域保全学Ⅰ		鄒 青穎		山地の流域環境の保全と砂防について，近年の研究事例と文献資料を用いて講述します。

				山地流域保全学Ⅱ		鄒 青穎		地すべり多発地帯白神山地において，地すべりが作り出す地形環境について事例を活用して解説します。

				作物環境ストレス学I		姜 東鎮		近年、地球規模の気象変動に伴い世界各地で自然災害が発生し、作物供給の安全性が脅かされています。気象変動により生じるストレスに対する耐性は作物種で異なっており、そのメカニズムを理解することが安定した作物生産を考える上で極めて重要です。本講義は、気象変動に伴う自然災害（環境ストレス）の発生メカニズムと、環境ストレスに対する作物種の反応を総論的な観点から学びます。

				作物環境ストレス学Ⅱ		姜 東鎮		近年、地球規模の気象変動に伴い世界各地で自然災害が発生し、作物供給の安全性が脅かされています。気象変動により生じるストレスに対する耐性は作物種で異なっており、そのメカニズムを理解することが安定した作物生産を考える上で極めて重要です。本講義は、各々の環境ストレスに対する作物種の反応を各論的な観点から学びます。



		学部		科目名		担当教員		科目概要

		人文社会科学部 ジンブンシャカイカガクブ		環境地理学Ａ		高橋 未央		世界全体の環境変動や地形の形成過程についての解説を通して、身近な地域の地形がどのように形成されたか、世界スケールからみた地域の地形の成り立ちがどのような位置づけにあるかを理解できるようにします。

				環境地理学Ｂ		高橋 未央		世界全体の環境変動や地形の形成過程についての解説を通して、身近な地域の地形の形成を理解し、さらに身近におきる自然災害について学びます。自然災害の成因を理解した上で防災の意識を高めることも目指します。

				自然地理Ａ		高橋 未央		世界全体の環境変動や地形の形成過程についての解説を通して、身近な地域の地形がどのように形成されたか、世界スケールからみた地域の地形の成り立ちがどのような位置づけにあるかを理解できるようにします。

				自然地理Ｂ		高橋 未央		世界全体の環境変動や地形の形成過程についての解説を通して、身近な地域の地形の形成を理解し、さらに身近におきる自然災害について学びます。自然災害の成因を理解した上で防災の意識を高めることも目指します。

				地誌A		松井 歩		地域地理学（地誌学）は系統地理学（人文地理学・自然地理学）とならんで地理学の重要な部分をなす専門分野です。この授業では地域地理学の基礎的な概念および方法を解説します。加えて、グローバル化や環境変動、高齢化いった多様な視点から地域を捉える方法を検討します。 

				地域地理学Ａ		松井 歩		地域地理学（地誌学）は系統地理学（人文地理学・自然地理学）とならんで地理学の重要な部分をなす専門分野です。この授業では地域地理学の基礎的な概念および方法を解説します。加えて、グローバル化や環境変動、ジェンダーといった多様な視点から地域を捉える方法を検討します。 

		教育学部		環境教育概論		長南 幸安		環境教育を実践するために必要な基礎知識の習得を目的に、さまざまな分野における課題の所在と学校教育での扱いを学習します（ICTを用いた指導法も含みます）。

						大髙 明史

						小岩 直人

						佐藤 崇之

						岩井 草介

						島田 透

						勝川 健三

						廣瀬 孝

						櫻田 安志

						安川 あけみ

				環境教育演習		小岩 直人		秋田県や青森県内の自然環境の観察実習などを通して、地域の自然環境についての理解を深めるとともに、生態系の保全や減災に向けた考察力を養います。

						勝川 健三

						大高 明史

		理工学部 リコウ ガクブ		防災気象学(地球環境防災学科)		石田 祐宣		豪雨による洪水や土砂災害、大雪、強風など突発的な気象災害はもちろんのこと、温暖化などゆっくり進む災害について、仕組みや実際的な面を学び、災害に関係する情報を解釈して防災に役立てられる知識を身に付けます。



		学部		科目名		担当教員		科目概要

		農学生命科学部 カガクブ		山間地環境計画学I		鄒 青穎		山間地における人々の生活は土砂災害と隣り合わせにあります。山間地の減災を考えるためには、自然地理学の観点から地質や地形などの現状を分析し、土砂災害に対応できる山間地環境計画を立てなければなりません。講義では、水文・地質・地形現象について学ぶとともに、山間地環境計画においてこれら土砂災害について、国内外での事例と発生メカニズムを習得し、山間地の持続的な開発利用・環境保全を考えるために必要な防止・軽減対策及び総合的な土砂管理について学びます。

				山間地環境計画学Ⅱ		森 洋
鄒 青穎		山間地の流域保全のための土砂災害対策について解説します。具体的には、山地流域の地形判読と土砂災害危険箇所判定手法、GISによる解析、土砂災害への対策計画について事例を活用して解説します。

				山間地環境計画学実習		鄒 青穎
檜垣 大助		白神山地等を対象に、マスムーブメント現象・地すべり跡地の利用・保全について総合的に学習します。現地調査の後、学生自らが調査結果と事前学習で収集した資料分析を行い、発表します。

				地域環境工学科実験		地域環境工学科教員		地域環境工学に関する分野の基礎実験を行うことによって、関連する講義内容を十分理解するとともに、実験手法や報告書の取りまとめ方法を習得します。
鄒青穎と担任している講義では、地すべり地における地すべり地形判読の解析を行います。また、地すべり現地調査を行います。

				環境基礎構造学		鄒 青穎		地域の環境は、土地・生物・水等が有機的に結びついて成り立っており、地域環境問題の解決への対応には、環境構造の把握と理解が必要であります。本講義では、はじめに、地域の環境を構成する大気・水・土壌・森林などの各要素について、近年の環境問題・調査手法・問題解決に向けた取り組み事例を概説します。次に、環境構造の基盤となる土地(地盤)を対象に、特に山地の地盤構造とその成り立ちについて解説します。最後に、地盤環境を把握するための地形分析手法について述べます。

				海外研修入門		鄒 青穎
矢田谷 健一		本研修は、「持続可能な地域環境づくり」をテーマとして、日本と似た地形的特徴を有する台湾の社会インフラや農山村を対象に、現地研修及び技術者との交流を行うものです。現地研修では、効果的な社会インフラの実装事例として、土砂が堆積しにくい形式の魚道と親水機能を有する砂防施設・流域管理事例を見学します。また、大規模地震後に復興した農山村におけるアグリツーリズムの事例（コーヒー農園）を見学します。学生は、これらの研修を通して、“農”・“環境”・“防災”というキーワードを念頭に、海外の持続可能な地域環境づくりの取り組み事例を学び、ここで得た実体験を今後の修学に活かしてもらいます。また、研修で得た社会インフラに関する知見は、実務に資する情報として、地方公共団体を対象とした報告会にて学生主体で発信します。なお、本研修は複数学科共同で実施することで、幅広い分野を学び、分野横断的なコミュニケーション力などを身につけ、主体的に協働できる力を養成します。

				作物栽培管理学		姜 東鎮		作物の栽培は環境要因に大きく影響されます。気象条件のように人間が制御できない要因にも左右されますが、水管理、雑草、病害虫などのような人間が制御できる阻害要因によっても作物収量が大きく影響されます。この講義では稲を中心に作物生産のための栽培管理方法を説明します。



		学部		科目名		担当教員		科目概要

		農学生命科学部		農場実習（生物・地域）		姜 東鎮
伊藤 大雄
房 家シン
林田 大志		農業生産の過程における各種作業の体験を通じて、農業生産の仕組み・技術の成立要因等の理論と活用、並びに農業生産と耕地生態系・環境との関連について総合的に学習します。金木農場の作物部門の実習ではイネやエネルギー資源作物を取り入れ、青森県におけるイネや資源作物の生産過程を学習します。また、畜産部門では青森県産種畜精液を用いて繁殖した家畜を実習動物に取り入れ、家畜の一般管理作業を体験的に学習します。さらに、青森県特産のリンゴ粕を利用した家畜飼料の調製給与技術や青森ブランド畜産物の創出背景などを実習で学びます。藤崎農場では青森県の特産作物であるリンゴや小松菜などを、積極的に実習材料に取り入れ、その栽培実態や具体的な管理作業を体験的に学習します。

				農場実習（分子・食料）		姜 東鎮
伊藤 大雄
房 家シン
林田 大志		農業生産の過程における各種作業の体験を通じて、農業生産の仕組み・技術の成立要因等の理論と活用、並びに農業生産と耕地生態系・環境との関連について総合的に学習します。金木農場の作物部門の実習ではイネやエネルギー資源作物を取り入れ、青森県におけるイネや資源作物の生産過程を学習します。また、畜産部門では青森県産種畜精液を用いて繁殖した家畜を実習動物に取り入れ、家畜の一般管理作業を体験的に学習します。さらに、青森県特産のリンゴ粕を利用した家畜飼料の調製給与技術や青森ブランド畜産物の創出背景などを実習で学びます。藤崎農場では青森県の特産作物であるリンゴやニンジンなどを、積極的に実習材料に取り入れ、その栽培実態や具体的な管理作業を体験的に学習します。

				農場実習		姜 東鎮
伊藤 大雄
房 家シン
林田 大志		農業生産の過程における各種作業の体験を通じて、農業生産の仕組み・技術の成立要因等の理論と活用、並びに農業生産と耕地生態系・環境との関連について総合的に学習します。金木農場の作物部門の実習ではイネやエネルギー資源作物を取り入れ、青森県におけるイネや資源作物の生産過程を学習します。また、畜産部門では青森県産種畜精液を家畜繁殖と実習に利用し、生まれた家畜は実験・実習動物に取り入れ、家畜の一般管理作業を体験的に学習します。さらに、青森県特産のリンゴ粕を利用した家畜飼料の調製給与技術や青森ブランド畜産物の創出背景などを実習で学びます。藤崎農場では青森県の特産作物であるリンゴやニンジンなどを、積極的に実習材料に取り入れ、その栽培実態や具体的な管理作業を体験的に学習します。

		医学部医学科 ブ イガッカ		被ばく医療学		　　		対象学生：2年生

						オムニバス		1.放射線・放射性物質の基本的性質を理解します。

						方式		2.被ばく医療学は、物理学、化学、生物学などを基礎とし、

						鬼島 宏		放射線被ばくの特徴と、被ばくした患者に対してどのような

						（授業責任		医療を行うべきかの概念基盤を学びます。

						者）		3.放射線・放射能に関する基本的性質を理解し、次いで、

						床次 眞司		医療に必要な放射線による人体への影響のメカニズムについて

						細田 正洋		学びます。（具体的には、放射線の種類、放射性物質の物理・

						三浦 富智		化学的性質、生物学的影響、被ばくのメカニズムについて医療

						赤田 尚史		と結びつけながら学びます。）

						田副 博文		※授業では，人工放射性核種の主要な放出源と環境影響につい

						大森 康孝		ても取扱います。





		学部		科目名		担当教員		科目概要

		医学部保健学科 イガクブ		看護技術学演習Ⅰ「環境調整技術」「活動援助技術」				「環境調整技術」では、看護援助における環境のとらえ方の視点を理解する。その理論と方法を学ぶと共に看護専門職者としての態度を養います。
「活動援助技術」では、対象の状態に応じて、車いす移動・移送を実施できることを目標に実習をしています。　　　　　　　①学内のエレベーターやトイレなど車椅子を利用する場合の環境について、実際に患者役割、看護師役割、家族役割を行って体験します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②①の体験から、患者にとっての安全・安楽・自立・効率・個別性への配慮のある移動・移送の留意点について方法を考える。これをレポート課題とし、看護専門職者として環境調整の必要性・重要性の深化に努めています。

												　　　　　　

						佐藤 真由美

						藤田 あけみ

						會津 桂子

						工藤 ひろみ

						土屋 涼子

						太田 一輝

						秋庭 千穂





				環境衛生学		宮崎 航		ヒトを取り巻く環境を理解し、ヒトの健康を脅かすメカニズムを理解します。上記のメカニズム及び考え方にもとづき、 ヒトを含む生物を守るために制定された施策を理解します。

								第1回：環境とはなにか、公害の歴史

								第2回：環境中の物質の動き、環境汚染と環境基本法　

								第3回：環境基準, 大気汚染と環境基準　

								第4回：水汚染と環境基準、土壌環境と環境基準　

								第5回：代表的な汚染物質、騒音・振動　

								第6回：廃棄物、感染症

								第7回：環境を守るための施策、リスクモニタリングとリスクサーベイランス

				身体障害作業療法治療学演習　　「車椅子体験・環境調査」		平川 裕一		車椅子を利用する人を想定しながら、学内を車椅子で移動することを体験し、環境を調査することにより、車椅子を利用する人と環境との関係性を理解し、車椅子駆動・移動介助の方法・技能と環境調整の視点を修得します。

								①学内を車椅子で移動（両手駆動・片手片足駆動・両足駆動・介助）し、扉、エレベーター、身障者用トイレ、自動販売機などの利用を体験します。

								②通路（路面状態、幅、幅を狭める物、広さを感じさせない状況、段差、スロープ）、扉、エレベーター、身障者用トイレ、自動販売機などについて、車椅子駆動の技能・介助の技能との関係性を踏まえて、それらの構造などを調査します。

								③車椅子を利用する人の行動方法・技能、環境に起因した困難事象を想定し、改善点・改善方法を総合的に検討します。

				福祉住環境学		藤田 俊文		障害者や高齢者住環境整備の必要性を理解し、障害者や高齢者等の生活行為別の福祉住環境整備の基礎技術を取得します。

								学内外の施設、公共交通機関、道路、自宅など、普段生活している環境で障害を有した場合（車椅子生活、脳卒中片麻痺など）に不便に感じる生活行為等を調査します。また、生活行為別の住環境整備の基礎知識を理解しその重要性を学習します。その上で、高齢者や障害者などの生活行為が円滑に可能となるような住環境整備を検討し、住環境整備の重要性について理解します。







幼稚園・小・中(社会)

		校種		科目		学年・科目内容

		附属幼稚園				・花や野菜の栽培活動を通して、身近な植物に対する関心を引き出します。

						・季節的な遊びや行事を通して、自然や生活環境の変化に関心を持たせます。

		附属小学校		国語		【6年】

						・環境問題について､自分たちが取り組めることを考え、提案文を書きます。

				生活		【1年】

						・ペットボトルをじょうろとして再利用します。

						・あさがおや野菜栽培を通して、植物に関する関心を高めています。

						【2年】

						・チューリップを栽培し、環境や美化について､自分たちが出来ることを考えます。　

				理科		【3年】

						・植物や昆虫を育てる中で、動植物に対する理解を深め、自然環境について考えま

						　す。　

						【5年】

						・流れる水の働きの単元において、川の環境を守ることについて考えます。

						【6年】

						・水や空気を通して、動植物は互いに関わり合っていることを学びます。

						・人と自然がよりよい関係をつくりだすための工夫を考えます。

				社会		【3年】　

						・スーパーマーケットの見学を通してエコ活動に興味を持たせ、実践へ導きます。

						【4年】

						・環境整備センターの見学を通してゴミの分別や処理の仕方について考えることで、

						　環境について考えさせます。

						【5年】

						・身近な森林を保護する活動を調べ、自然を保護することの大切さを考えさせます。

				総合		【3年】

						・りんご栽培と環境との関わりについて調べます。

						【4年】

						・地域を素材にした探究的学習を通して、地域の環境を守ることの大切さを捉えま

						　す｡

						【5年】

						・バケツ稲作りを通して、食を支える環境について考えます｡

						・食品ロスと環境の関わりについて調べ、自分たちにできることを考えます｡

						・7月に1泊2日で実施する「宿泊学習」では、学校を離れ日常とは異なる環境の中

						　で、フィールドワークや野外観察といった自然の中で行われる様々な活動を通じ、

						　集団生活における社会性を育てています。

						【全学年】　　　

						・使用していないプールをビオトープとして活用し、生物や自生する植物の観察を通

						　して、自然環境への関心を高めています。

		附属中学校		社会		【3年】

						○公民

						・エネルギーの種類、エネルギー消費と地球環境、発電の方法、地球環境問題、環境

						　保全運動について考えます。





中(理科)・特別支援(小)

		校種		科目		学年・科目内容

		附属中学校		理科		【1年】

						○1分野：「水溶液」

						・薬品を流しに捨ててはいけないことを学びます。

						○1分野：「物質の性質」

						・物質の性質によってゴミを分別することを学びます。

						○2分野：「地層」

						・石灰岩は生物の遺骸からできていること学びます。

						【2年】

						○1分野：「化学変化と原子・分子」

						・硫酸銅などの試薬は決められた場所にあつめることを学びます。

						○1分野：「電流とそのはたらき」

						・家庭用積算電力量計のしくみや家庭用電気器具の消費電力について学びます。

						○2分野：「植物のからだのつくり」

						・植物の蒸散量から、二酸化炭素の吸収量が推定できることを学びます。

						【3年】

						○1分野：「科学技術と人間」

						・いろいろな発電方法は一長一短があること（環境汚染や資源の枯渇など）を学びます。

						・化石燃料の使用により、地球の二酸化炭素が増加していることを学びます。

						・フロンガスがオゾン層を破壊していることや、ゴミ問題について学びます。

						○1分野：「酸性・アルカリ性の水溶液」

						・酸性の川に石灰を流し、中和していることを学びます。

						・雨の酸性の強さを学びます。

						○2分野：「自然と人間」

						・食物連鎖について（水産資源の乱獲により，海の生態系がくずれること）学びます。

						・外来種が在来の生物をおびやかしていることを学びます。

						・身近な自然を調査してみましょう

						　①川の生物（指標生物）を調べたり、CODやBODを測定します。

						　②マツの葉を顕微鏡で観察し、気孔のふさがり具合から、空気の汚れが調べられる　　　ことを学びます。

						　主要キーワード

						　・絶滅危惧種について・地球温暖化・オゾン層破壊・熱帯雨林の減少

		附属特別支援学校				【小学部】

						○日常生活の指導

						・教室や廊下等の清掃活動。

						・ゴミ捨てや水やり等の係活動。

						○生活単元学習・図画工作

						・清掃活動及び奉仕活動（校内玄関の清掃）を通して、環境美化の意識を育てます。

						・再生紙を使った作品、おもちゃ及び記念品作り。

						・野菜の栽培や収穫物の調理。





特別支援(中・高)

		校種		科目		学年・科目内容

		附属特別支援学校				【中等部】

						○生活単元学習

						・野菜等を育てることで、自然や環境に関心をもちます。

						・周辺地域の清掃活動や奉仕活動をとおして、環境美化に関心をもちます。

						○作業学習

						・材料を無駄のないように使い、ごみをなるべく出さないようにします。

						・栽培実習園の草取り後の雑草を堆肥にし、土作りに役立てます。

						・減農薬で野菜を栽培します。

						○日常生活の指導・環境整備係

						・ワンプ紙を使い、箱やバッグを作り、使用します。

						・清掃、分別、リサイクルを行います。

						・広告チラシを利用して箱を作り、給食時のくず入れなどに使用します。

						【高等部】

						○作業学習

						・本校校舎や教育学部棟の清掃を通して地域の環境美化に努めます。

						・リサイクル封筒を作成し、職員用・校内用として再利用します。

						・裏紙の再利用のため、表面に「処理済み」の印を押します。

						◯日常生活の指導

						・ごみの分別をします。

						◯美術

						・古い粘土を再生し、美術の創作活動に利用します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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環境活動報告(教育)

		部局		取組内容 トリクミナイヨウ

		学部		・昼休みの消灯を行っています。

				・紙節約のため、一部会議ではiPadを利用し、ペーパーレス化しています。

				・廊下やトイレの照明に人感センサーをつけています。

				・近距離での用事には、アシスト付き自転車を活用しています。

		附属幼稚園		・トイレの照明や廊下の照明に人感センサーをつけています。

				・職員会議の記録や保護者へのお便りは、両面印刷としています。

				・裏紙を積極的に利用し、紙の使用量を節約しています。

		附属小学校		・廊下の照明やトイレの照明に人感センサーをつけています。

				・学園町地区と文京地区との移動手段として、アシスト付き自転車を活用していま

				　す。

				・WEB掲示板による全体連絡や、裏紙の利用により紙の使用量を節約しています。

				・教材を印刷するときは、コピー機ではなく輪転機を使用しています。



		部局		取組内容 トリクミナイヨウ

		附属中学校		・ペットボトルのキャップを回収しています。

				・廊下の照明やトイレの照明に人感センサーをつけています。

				・WEB掲示板による全体連絡や、裏紙の利用、一部会議のペーパーレス化により、　

				　紙の使用量を節約しています。

				・教材を印刷するときは、コピー機ではなく輪転機を使用しています。

		附属特別支援学校		・天気によっては昼休み以外の時間帯も消灯し、より一層の節電を行っています。

				・教職員の全体連絡等は、コピーの消費電力や紙の使用量を抑えるため、WEB上の

				　校内掲示板を積極的に活用しています。







教養教育

		部局		授業題目名

		教育推進機構教養教育開発実践センター		地域の自然・環境－白神学Ⅰ－

				地球環境・気候－21世紀の地球環境問題①－

				地球環境・気候－21世紀の地球環境問題②－

				地球環境・気候－21世紀の地球環境問題③－

				地球環境・気候－地球温暖化と防災

				地球環境・気候－地球学入門－

				地球環境・気候－エネルギー地球環境学概論－

				持続可能な開発目標SDGs－持続可能な開発目標SDGs17Goals①－

				青森エクスカーション－津軽平野の自然と防災減災－

				地域プロジェクト演習－環境と向き合い実践を学ぶ地域演習－

				環境と生活－総合エネルギー学－

				環境と生活－環境と生活A①－

				環境と生活－環境と生活A②－

				環境と生活－放射線の理解－

				環境と生活－人類とエネルギー

				環境と生活－弘前大学災害対応マネージャーその１　防災科学－

				環境と生活－放射線リスクコミュニケーションの理解－

				化学の世界－実感する化学A－

				生物学の世界－生物多様性とその保全－

		理工学研究科 リコウガクケンキュウカ		持続可能な開発目標SDGs－持続可能な開発目標SDGs17Goals①②

				（担当教員：石田 祐宣・李 永俊・井岡 聖一郎・村下 公一・吉田 美穂・蒔田 純・花田 真一 ・宋 美蘭・山下 梓・岡﨑 雅明・北原 啓司・永長 一茂）

		地域戦略研究所		教養科目前期（担当教員：永長一茂） タントウ キョウイン

				　持続可能な開発目標SDGs－SDGsのつかい方①

				　ー（15回の授業を担当、Goal 1~17）

				　持続可能な開発目標SDGsー持続可能な開発目標SDGs17Goals①

				　ー（1回の授業を担当、Goal 2,3,12）

				教養科目後期（担当教員：永長一茂）

				　持続可能な開発目標SDGs－SDGsのつかい方②

				　ー（15回の授業を担当、Goal 1~17）

				　持続可能な開発目標SDGsー持続可能な開発目標SDGs17Goals②

				　ー（1回の授業を担当、Goal 2,3,12）







専門教育（大学院・学部）

		大学院		科目名		担当教員		科目概要

		地域社会研究科		地表環境動態論		小岩 直人		白神山地を含む西津軽地域における、地形および気候の成り立ちと、そこで行われてきた人間活動の関係を検討します。特に、日本でも有数の隆起速度をもつ白神山地の地形の特徴、約10万年周期で繰り返される氷期─間氷期サイクルの気候変化に伴って形成された海成段丘や河成段丘の発達過程、そこで営まれている人間生活について、現地調査をふまえながら考察します。

		地域共創科学研究科		地形環境学特論		小岩 直人		地形が変化する際に、その場所に人間がいた場合には災害となる可能性が極めて高くなります。最も効果的な防災は、災害が生じる可能性がある場所に、人間が生活の場をもたないことです。しかしながら、日本の現状ではこれは不可能に近いです。本講義は、自然地理学的な観点から、地域の地形が形成される過程や、地形環境や地形環境と人間生活との関わりによる災害リスクの相違について学び、自然との摩擦の少ない生活の仕方について検討するものです。

				環境影響評価特論		長南 幸安		環境影響を評価するための基本的な概念と原理について学習します。例えば地球温暖化問題についてなら、LCA（Life Cycle Assessment）の基本的な定義と、カーボンニュートラル概念に基づくカーボンフットプリントやLCCO2（ライフサイクルCO2排出量）の算出方法などを学び、COP21で採択された気候変動抑制に関する多国間の国際的な協定であるパリ協定の理念と意義などを学びます。また社会的ニーズの分析のため、環境調和とされている製品や産業などについて、過去の事例紹介、世界的な現状、将来への見通しと期待されている概念や技術に関してLCAなどに基づいた評価をおこないます。

				生物多様性保全特論		中村 剛之		防災、減災を行う際、あるいは自然環境の改変を伴う開発を行う際に、生態系への理解は欠かせず、また、そこに生育する生物に配慮することは不可欠であることから、環境と調和した持続可能な社会を形成するために必要な生物多様性の基礎知識とその保全について学びます。

								生物多様性を構成する3段階のレベル（生態系の多様性、種の多様性、遺伝的多様性）について、また、人の活動の影響を受けてどのような変化が起きているか実例を示しながら紹介します。その上で、生物多様性の保全、持続可能な自然の利用について考えます。

				バイオマスエネルギー特論		官 国清		本講義では、バイオマス資源及びバイオマスエネルギーの基礎知識、バイオマスの収集・運搬に関する最新な技術、省エネー乾燥・粉砕など前処理技術、バイオマスの高効率燃焼技術、バイオマス発電原理、バイオマスを利用した熱電併給コジェネレーション、急速熱分解、次世代バイオマスガス化や炭化など熱化学変換技術、バイオディーゼル燃料製造技術、メタン発酵、エタノール発酵、ブタノール発酵など生物化学変換技術、バイオマスエネルギーシステムの設計方法及びバイオマスエネルギーのLCA分析などの最新トピックスについて講述し、バイオマスエネルギーの最先端な変換・利用技術の理解を深めます。



		大学院		科目名		担当教員		科目概要

		地域共創科学研究科		風力エネルギー工学特論		久保田 健		古来から人類が利用してきた風力エネルギーに関連して、利用の歴史、風の特性、風況評価、近代風車の基礎知識と理論に関して学ぶとともに近代の風力発電機について理解を深めます。 また、発電所の企画計画などにかかわる環境影響評価や、維持管理などの発電事業のバリューチェーン全般についても学習し、風力関連ビジネスについても知識を得ます。

								更に、世界的な動向、日本の動向、本学が位置する北東北地域での風況や計画・運転状況など、実際の発電所に関する最新の動向を学習します。

				植物遺伝資源栽培特論		勝川 健三		植物遺伝資源が人類の生存にどのような役割を演じているのか、また人類にどのような関わり合いをもっているのか、育種学・民族植物学の観点から文献講読を行います。

								植物遺伝資源の活用に必須である栽培化について栽培学・園芸科学の観点から文献講読を行います。

								現地に赴いて現場で講義することによって、絶滅の危機に瀕する野生植物（潜在的遺伝資源）の現状を理解、保全と活用、とくに生息域内外保全のあり方について考察します。

		理工学研究科		境界層気象学特論(博士前期課程)		石田 祐宣		大気と地表面間で起こる相互作用についての学習を通して、グローバルな温暖化やローカルな都市温暖化(ヒートアイランド)、植生の気候緩和作用といった環境問題を学びます。

		農学生命科学研究科		山地流域保全学Ⅰ		鄒 青穎		山地の流域環境の保全と砂防について，近年の研究事例と文献資料を用いて講述します。

				山地流域保全学Ⅱ		鄒 青穎		地すべり多発地帯白神山地において，地すべりが作り出す地形環境について事例を活用して解説します。

				作物環境ストレス学I		姜 東鎮		近年、地球規模の気象変動に伴い世界各地で自然災害が発生し、作物供給の安全性が脅かされています。気象変動により生じるストレスに対する耐性は作物種で異なっており、そのメカニズムを理解することが安定した作物生産を考える上で極めて重要です。本講義は、気象変動に伴う自然災害（環境ストレス）の発生メカニズムと、環境ストレスに対する作物種の反応を総論的な観点から学びます。

				作物環境ストレス学Ⅱ		姜 東鎮		近年、地球規模の気象変動に伴い世界各地で自然災害が発生し、作物供給の安全性が脅かされています。気象変動により生じるストレスに対する耐性は作物種で異なっており、そのメカニズムを理解することが安定した作物生産を考える上で極めて重要です。本講義は、各々の環境ストレスに対する作物種の反応を各論的な観点から学びます。



		学部		科目名		担当教員		科目概要

		人文社会科学部 ジンブンシャカイカガクブ		環境地理学Ａ		高橋 未央		世界全体の環境変動や地形の形成過程についての解説を通して、身近な地域の地形がどのように形成されたか、世界スケールからみた地域の地形の成り立ちがどのような位置づけにあるかを理解できるようにします。

				環境地理学Ｂ		高橋 未央		世界全体の環境変動や地形の形成過程についての解説を通して、身近な地域の地形の形成を理解し、さらに身近におきる自然災害について学びます。自然災害の成因を理解した上で防災の意識を高めることも目指します。

				自然地理Ａ		高橋 未央		世界全体の環境変動や地形の形成過程についての解説を通して、身近な地域の地形がどのように形成されたか、世界スケールからみた地域の地形の成り立ちがどのような位置づけにあるかを理解できるようにします。

				自然地理Ｂ		高橋 未央		世界全体の環境変動や地形の形成過程についての解説を通して、身近な地域の地形の形成を理解し、さらに身近におきる自然災害について学びます。自然災害の成因を理解した上で防災の意識を高めることも目指します。

				地誌A		松井 歩		地域地理学（地誌学）は系統地理学（人文地理学・自然地理学）とならんで地理学の重要な部分をなす専門分野です。この授業では地域地理学の基礎的な概念および方法を解説します。加えて、グローバル化や環境変動、高齢化いった多様な視点から地域を捉える方法を検討します。 

				地域地理学Ａ		松井 歩		地域地理学（地誌学）は系統地理学（人文地理学・自然地理学）とならんで地理学の重要な部分をなす専門分野です。この授業では地域地理学の基礎的な概念および方法を解説します。加えて、グローバル化や環境変動、ジェンダーといった多様な視点から地域を捉える方法を検討します。 

		教育学部		環境教育概論		長南 幸安		環境教育を実践するために必要な基礎知識の習得を目的に、さまざまな分野における課題の所在と学校教育での扱いを学習します（ICTを用いた指導法も含みます）。

						大髙 明史

						小岩 直人

						佐藤 崇之

						岩井 草介

						島田 透

						勝川 健三

						廣瀬 孝

						櫻田 安志

						安川 あけみ

				環境教育演習		小岩 直人		秋田県や青森県内の自然環境の観察実習などを通して、地域の自然環境についての理解を深めるとともに、生態系の保全や減災に向けた考察力を養います。

						勝川 健三

						大高 明史

		理工学部 リコウ ガクブ		防災気象学(地球環境防災学科)		石田 祐宣		豪雨による洪水や土砂災害、大雪、強風など突発的な気象災害はもちろんのこと、温暖化などゆっくり進む災害について、仕組みや実際的な面を学び、災害に関係する情報を解釈して防災に役立てられる知識を身に付けます。



		学部		科目名		担当教員		科目概要

		農学生命科学部 カガクブ		山間地環境計画学I		鄒 青穎		山間地における人々の生活は土砂災害と隣り合わせにあります。山間地の減災を考えるためには、自然地理学の観点から地質や地形などの現状を分析し、土砂災害に対応できる山間地環境計画を立てなければなりません。講義では、水文・地質・地形現象について学ぶとともに、山間地環境計画においてこれら土砂災害について、国内外での事例と発生メカニズムを習得し、山間地の持続的な開発利用・環境保全を考えるために必要な防止・軽減対策及び総合的な土砂管理について学びます。

				山間地環境計画学Ⅱ		森 洋
鄒 青穎		山間地の流域保全のための土砂災害対策について解説します。具体的には、山地流域の地形判読と土砂災害危険箇所判定手法、GISによる解析、土砂災害への対策計画について事例を活用して解説します。

				山間地環境計画学実習		鄒 青穎
檜垣 大助		白神山地等を対象に、マスムーブメント現象・地すべり跡地の利用・保全について総合的に学習します。現地調査の後、学生自らが調査結果と事前学習で収集した資料分析を行い、発表します。

				地域環境工学科実験		地域環境工学科教員		地域環境工学に関する分野の基礎実験を行うことによって、関連する講義内容を十分理解するとともに、実験手法や報告書の取りまとめ方法を習得します。
鄒青穎と担任している講義では、地すべり地における地すべり地形判読の解析を行います。また、地すべり現地調査を行います。

				環境基礎構造学		鄒 青穎		地域の環境は、土地・生物・水等が有機的に結びついて成り立っており、地域環境問題の解決への対応には、環境構造の把握と理解が必要であります。本講義では、はじめに、地域の環境を構成する大気・水・土壌・森林などの各要素について、近年の環境問題・調査手法・問題解決に向けた取り組み事例を概説します。次に、環境構造の基盤となる土地(地盤)を対象に、特に山地の地盤構造とその成り立ちについて解説します。最後に、地盤環境を把握するための地形分析手法について述べます。

				海外研修入門		鄒 青穎
矢田谷 健一		本研修は、「持続可能な地域環境づくり」をテーマとして、日本と似た地形的特徴を有する台湾の社会インフラや農山村を対象に、現地研修及び技術者との交流を行うものです。現地研修では、効果的な社会インフラの実装事例として、土砂が堆積しにくい形式の魚道と親水機能を有する砂防施設・流域管理事例を見学します。また、大規模地震後に復興した農山村におけるアグリツーリズムの事例（コーヒー農園）を見学します。学生は、これらの研修を通して、“農”・“環境”・“防災”というキーワードを念頭に、海外の持続可能な地域環境づくりの取り組み事例を学び、ここで得た実体験を今後の修学に活かしてもらいます。また、研修で得た社会インフラに関する知見は、実務に資する情報として、地方公共団体を対象とした報告会にて学生主体で発信します。なお、本研修は複数学科共同で実施することで、幅広い分野を学び、分野横断的なコミュニケーション力などを身につけ、主体的に協働できる力を養成します。

				作物栽培管理学		姜 東鎮		作物の栽培は環境要因に大きく影響されます。気象条件のように人間が制御できない要因にも左右されますが、水管理、雑草、病害虫などのような人間が制御できる阻害要因によっても作物収量が大きく影響されます。この講義では稲を中心に作物生産のための栽培管理方法を説明します。



		学部		科目名		担当教員		科目概要

		農学生命科学部		農場実習（生物・地域）		姜 東鎮
伊藤 大雄
房 家シン
林田 大志		農業生産の過程における各種作業の体験を通じて、農業生産の仕組み・技術の成立要因等の理論と活用、並びに農業生産と耕地生態系・環境との関連について総合的に学習します。金木農場の作物部門の実習ではイネやエネルギー資源作物を取り入れ、青森県におけるイネや資源作物の生産過程を学習します。また、畜産部門では青森県産種畜精液を用いて繁殖した家畜を実習動物に取り入れ、家畜の一般管理作業を体験的に学習します。さらに、青森県特産のリンゴ粕を利用した家畜飼料の調製給与技術や青森ブランド畜産物の創出背景などを実習で学びます。藤崎農場では青森県の特産作物であるリンゴや小松菜などを、積極的に実習材料に取り入れ、その栽培実態や具体的な管理作業を体験的に学習します。

				農場実習（分子・食料）		姜 東鎮
伊藤 大雄
房 家シン
林田 大志		農業生産の過程における各種作業の体験を通じて、農業生産の仕組み・技術の成立要因等の理論と活用、並びに農業生産と耕地生態系・環境との関連について総合的に学習します。金木農場の作物部門の実習ではイネやエネルギー資源作物を取り入れ、青森県におけるイネや資源作物の生産過程を学習します。また、畜産部門では青森県産種畜精液を用いて繁殖した家畜を実習動物に取り入れ、家畜の一般管理作業を体験的に学習します。さらに、青森県特産のリンゴ粕を利用した家畜飼料の調製給与技術や青森ブランド畜産物の創出背景などを実習で学びます。藤崎農場では青森県の特産作物であるリンゴやニンジンなどを、積極的に実習材料に取り入れ、その栽培実態や具体的な管理作業を体験的に学習します。

				農場実習		姜 東鎮
伊藤 大雄
房 家シン
林田 大志		農業生産の過程における各種作業の体験を通じて、農業生産の仕組み・技術の成立要因等の理論と活用、並びに農業生産と耕地生態系・環境との関連について総合的に学習します。金木農場の作物部門の実習ではイネやエネルギー資源作物を取り入れ、青森県におけるイネや資源作物の生産過程を学習します。また、畜産部門では青森県産種畜精液を家畜繁殖と実習に利用し、生まれた家畜は実験・実習動物に取り入れ、家畜の一般管理作業を体験的に学習します。さらに、青森県特産のリンゴ粕を利用した家畜飼料の調製給与技術や青森ブランド畜産物の創出背景などを実習で学びます。藤崎農場では青森県の特産作物であるリンゴやニンジンなどを、積極的に実習材料に取り入れ、その栽培実態や具体的な管理作業を体験的に学習します。

		医学部医学科 ブ イガッカ		被ばく医療学		　　		対象学生：2年生

						オムニバス		1.放射線・放射性物質の基本的性質を理解します。

						方式		2.被ばく医療学は、物理学、化学、生物学などを基礎とし、

						鬼島 宏		放射線被ばくの特徴と、被ばくした患者に対してどのような

						（授業責任		医療を行うべきかの概念基盤を学びます。

						者）		3.放射線・放射能に関する基本的性質を理解し、次いで、

						床次 眞司		医療に必要な放射線による人体への影響のメカニズムについて

						細田 正洋		学びます。（具体的には、放射線の種類、放射性物質の物理・

						三浦 富智		化学的性質、生物学的影響、被ばくのメカニズムについて医療

						赤田 尚史		と結びつけながら学びます。）

						田副 博文		※授業では，人工放射性核種の主要な放出源と環境影響につい

						大森 康孝		ても取扱います。





		学部		科目名		担当教員		科目概要

		医学部保健学科 イガクブ		看護技術学演習Ⅰ「環境調整技術」「活動援助技術」				「環境調整技術」では、看護援助における環境のとらえ方の視点を理解する。その理論と方法を学ぶと共に看護専門職者としての態度を養います。
「活動援助技術」では、対象の状態に応じて、車いす移動・移送を実施できることを目標に実習をしています。　　　　　　　①学内のエレベーターやトイレなど車椅子を利用する場合の環境について、実際に患者役割、看護師役割、家族役割を行って体験します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②①の体験から、患者にとっての安全・安楽・自立・効率・個別性への配慮のある移動・移送の留意点について方法を考える。これをレポート課題とし、看護専門職者として環境調整の必要性・重要性の深化に努めています。

												　　　　　　

						佐藤 真由美

						藤田 あけみ

						會津 桂子

						工藤 ひろみ

						土屋 涼子

						太田 一輝

						秋庭 千穂





				環境衛生学		宮崎 航		ヒトを取り巻く環境を理解し、ヒトの健康を脅かすメカニズムを理解します。上記のメカニズム及び考え方にもとづき、 ヒトを含む生物を守るために制定された施策を理解します。

								第1回：環境とはなにか、公害の歴史

								第2回：環境中の物質の動き、環境汚染と環境基本法　

								第3回：環境基準, 大気汚染と環境基準　

								第4回：水汚染と環境基準、土壌環境と環境基準　

								第5回：代表的な汚染物質、騒音・振動　

								第6回：廃棄物、感染症

								第7回：環境を守るための施策、リスクモニタリングとリスクサーベイランス

				身体障害作業療法治療学演習　　「車椅子体験・環境調査」		平川 裕一		車椅子を利用する人を想定しながら、学内を車椅子で移動することを体験し、環境を調査することにより、車椅子を利用する人と環境との関係性を理解し、車椅子駆動・移動介助の方法・技能と環境調整の視点を修得します。

								①学内を車椅子で移動（両手駆動・片手片足駆動・両足駆動・介助）し、扉、エレベーター、身障者用トイレ、自動販売機などの利用を体験します。

								②通路（路面状態、幅、幅を狭める物、広さを感じさせない状況、段差、スロープ）、扉、エレベーター、身障者用トイレ、自動販売機などについて、車椅子駆動の技能・介助の技能との関係性を踏まえて、それらの構造などを調査します。

								③車椅子を利用する人の行動方法・技能、環境に起因した困難事象を想定し、改善点・改善方法を総合的に検討します。

				福祉住環境学		藤田 俊文		障害者や高齢者住環境整備の必要性を理解し、障害者や高齢者等の生活行為別の福祉住環境整備の基礎技術を取得します。

								学内外の施設、公共交通機関、道路、自宅など、普段生活している環境で障害を有した場合（車椅子生活、脳卒中片麻痺など）に不便に感じる生活行為等を調査します。また、生活行為別の住環境整備の基礎知識を理解しその重要性を学習します。その上で、高齢者や障害者などの生活行為が円滑に可能となるような住環境整備を検討し、住環境整備の重要性について理解します。







幼稚園・小・中(社会)

		校種		科目		学年・科目内容

		附属幼稚園				・花や野菜の栽培活動を通して、身近な植物に対する関心を引き出します。

						・季節的な遊びや行事を通して、自然や生活環境の変化に関心を持たせます。

		附属小学校		国語		【6年】

						・環境問題について､自分たちが取り組めることを考え、提案文を書きます。

				生活		【1年】

						・ペットボトルをじょうろとして再利用します。

						・あさがおや野菜栽培を通して、植物に関する関心を高めています。

						【2年】

						・チューリップを栽培し、環境や美化について､自分たちが出来ることを考えます。　

				理科		【3年】

						・植物や昆虫を育てる中で、動植物に対する理解を深め、自然環境について考えま

						　す。　

						【5年】

						・流れる水の働きの単元において、川の環境を守ることについて考えます。

						【6年】

						・水や空気を通して、動植物は互いに関わり合っていることを学びます。

						・人と自然がよりよい関係をつくりだすための工夫を考えます。

				社会		【3年】　

						・スーパーマーケットの見学を通してエコ活動に興味を持たせ、実践へ導きます。

						【4年】

						・環境整備センターの見学を通してゴミの分別や処理の仕方について考えることで、

						　環境について考えさせます。

						【5年】

						・身近な森林を保護する活動を調べ、自然を保護することの大切さを考えさせます。

				総合		【3年】

						・りんご栽培と環境との関わりについて調べます。

						【4年】

						・地域を素材にした探究的学習を通して、地域の環境を守ることの大切さを捉えま

						　す｡

						【5年】

						・バケツ稲作りを通して、食を支える環境について考えます｡

						・食品ロスと環境の関わりについて調べ、自分たちにできることを考えます｡

						・7月に1泊2日で実施する「宿泊学習」では、学校を離れ日常とは異なる環境の中

						　で、フィールドワークや野外観察といった自然の中で行われる様々な活動を通じ、

						　集団生活における社会性を育てています。

						【全学年】　　　

						・使用していないプールをビオトープとして活用し、生物や自生する植物の観察を通

						　して、自然環境への関心を高めています。

		附属中学校		社会		【3年】

						○公民

						・エネルギーの種類、エネルギー消費と地球環境、発電の方法、地球環境問題、環境

						　保全運動について考えます。





中(理科)・特別支援(小)

		校種		科目		学年・科目内容

		附属中学校		理科		【1年】

						○1分野：「水溶液」

						・薬品を流しに捨ててはいけないことを学びます。

						○1分野：「物質の性質」

						・物質の性質によってゴミを分別することを学びます。

						○2分野：「地層」

						・石灰岩は生物の遺骸からできていること学びます。

						【2年】

						○1分野：「化学変化と原子・分子」

						・硫酸銅などの試薬は決められた場所にあつめることを学びます。

						○1分野：「電流とそのはたらき」

						・家庭用積算電力量計のしくみや家庭用電気器具の消費電力について学びます。

						○2分野：「植物のからだのつくり」

						・植物の蒸散量から、二酸化炭素の吸収量が推定できることを学びます。

						【3年】

						○1分野：「科学技術と人間」

						・いろいろな発電方法は一長一短があること（環境汚染や資源の枯渇など）を学びま

						　す。

						・化石燃料の使用により、地球の二酸化炭素が増加していることを学びます。

						・フロンガスがオゾン層を破壊していることや、ゴミ問題について学びます。

						○1分野：「酸性・アルカリ性の水溶液」

						・酸性の川に石灰を流し、中和していることを学びます。

						・雨の酸性の強さを学びます。

						○2分野：「自然と人間」

						・食物連鎖について（水産資源の乱獲により，海の生態系がくずれること）学びま

						　す。

						・外来種が在来の生物をおびやかしていることを学びます。

						・身近な自然を調査してみましょう

						　①川の生物（指標生物）を調べたり、CODやBODを測定します。

						　②マツの葉を顕微鏡で観察し、気孔のふさがり具合から、空気の汚れが調べられる

						　　ことを学びます。

						　主要キーワード

						　・絶滅危惧種について・地球温暖化・オゾン層破壊・熱帯雨林の減少

		附属特別支援学校				【小学部】

						○日常生活の指導

						・教室や廊下等の清掃活動。

						・ゴミ捨てや水やり等の係活動。

						○生活単元学習・図画工作

						・清掃活動及び奉仕活動（校内玄関の清掃）を通して、環境美化の意識を育てます。

						・再生紙を使った作品、おもちゃ及び記念品作り。

						・野菜の栽培や収穫物の調理。





特別支援(中・高)

		校種		科目		学年・科目内容

		附属特別支援学校				【中等部】

						○生活単元学習

						・野菜等を育てることで、自然や環境に関心をもちます。

						・周辺地域の清掃活動や奉仕活動をとおして、環境美化に関心をもちます。

						○作業学習

						・材料を無駄のないように使い、ごみをなるべく出さないようにします。

						・栽培実習園の草取り後の雑草を堆肥にし、土作りに役立てます。

						・減農薬で野菜を栽培します。

						○日常生活の指導・環境整備係

						・ワンプ紙を使い、箱やバッグを作り、使用します。

						・清掃、分別、リサイクルを行います。

						・広告チラシを利用して箱を作り、給食時のくず入れなどに使用します。

						【高等部】

						○作業学習

						・本校校舎や教育学部棟の清掃を通して地域の環境美化に努めます。

						・リサイクル封筒を作成し、職員用・校内用として再利用します。

						・裏紙の再利用のため、表面に「処理済み」の印を押します。

						◯日常生活の指導

						・ごみの分別をします。

						◯美術

						・古い粘土を再生し、美術の創作活動に利用します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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環境活動報告(教育)

		部局		取組内容 トリクミナイヨウ

		学部		・昼休みの消灯を行っています。

				・紙節約のため、一部会議ではiPadを利用し、ペーパーレス化しています。

				・廊下やトイレの照明に人感センサーをつけています。

				・近距離での用事には、アシスト付き自転車を活用しています。

		附属幼稚園		・トイレの照明や廊下の照明に人感センサーをつけています。

				・職員会議の記録や保護者へのお便りは、両面印刷としています。

				・裏紙を積極的に利用し、紙の使用量を節約しています。

		附属小学校		・廊下の照明やトイレの照明に人感センサーをつけています。

				・学園町地区と文京地区との移動手段として、アシスト付き自転車を活用しています。

				・WEB掲示板による全体連絡や、裏紙の利用により紙の使用量を節約しています。

				・教材を印刷するときは、コピー機ではなく輪転機を使用しています。



		部局		取組内容 トリクミナイヨウ

		附属中学校		・ペットボトルのキャップを回収しています。

				・廊下の照明やトイレの照明に人感センサーをつけています。

				・WEB掲示板による全体連絡や、裏紙の利用、一部会議のペーパーレス化により、　紙の使用量を節約しています。

				・教材を印刷するときは、コピー機ではなく輪転機を使用しています。

		附属特別支援学校		・天気によっては昼休み以外の時間帯も消灯し、より一層の節電を行っています。

				・教職員の全体連絡等は、コピーの消費電力や紙の使用量を抑えるため、WEB上の校内掲示板を積極的に活用しています。







教養教育

		部局		授業題目名

		教育推進機構教養教育開発実践センター		地域の自然・環境－白神学Ⅰ－

				地球環境・気候－21世紀の地球環境問題①－

				地球環境・気候－21世紀の地球環境問題②－

				地球環境・気候－21世紀の地球環境問題③－

				地球環境・気候－地球温暖化と防災

				地球環境・気候－地球学入門－

				地球環境・気候－エネルギー地球環境学概論－

				持続可能な開発目標SDGs－持続可能な開発目標SDGs17Goals①－

				青森エクスカーション－津軽平野の自然と防災減災－

				地域プロジェクト演習－環境と向き合い実践を学ぶ地域演習－

				環境と生活－総合エネルギー学－

				環境と生活－環境と生活A①－

				環境と生活－環境と生活A②－

				環境と生活－放射線の理解－

				環境と生活－人類とエネルギー

				環境と生活－弘前大学災害対応マネージャーその１　防災科学－

				環境と生活－放射線リスクコミュニケーションの理解－

				化学の世界－実感する化学A－

				生物学の世界－生物多様性とその保全－

		理工学研究科 リコウガクケンキュウカ		持続可能な開発目標SDGs－持続可能な開発目標SDGs17Goals①②

				（担当教員：石田 祐宣・李 永俊・井岡 聖一郎・村下 公一・吉田 美穂・蒔田 純・花田 真一 ・宋 美蘭・山下 梓・岡﨑 雅明・北原 啓司・永長 一茂）

		地域戦略研究所		教養科目前期（担当教員：永長一茂） タントウ キョウイン

				　持続可能な開発目標SDGs－SDGsのつかい方①

				　ー（15回の授業を担当、Goal 1~17）

				　持続可能な開発目標SDGsー持続可能な開発目標SDGs17Goals①

				　ー（1回の授業を担当、Goal 2,3,12）

				教養科目後期（担当教員：永長一茂）

				　持続可能な開発目標SDGs－SDGsのつかい方②

				　ー（15回の授業を担当、Goal 1~17）

				　持続可能な開発目標SDGsー持続可能な開発目標SDGs17Goals②

				　ー（1回の授業を担当、Goal 2,3,12）







専門教育（大学院・学部）

		大学院		科目名		担当教員		科目概要

		地域社会研究科		地表環境動態論		小岩 直人		白神山地を含む西津軽地域における、地形および気候の成り立ちと、そこで行われてきた人間活動の関係を検討します。特に、日本でも有数の隆起速度をもつ白神山地の地形の特徴、約10万年周期で繰り返される氷期─間氷期サイクルの気候変化に伴って形成された海成段丘や河成段丘の発達過程、そこで営まれている人間生活について、現地調査をふまえながら考察します。

		地域共創科学研究科		地形環境学特論		小岩 直人		地形が変化する際に、その場所に人間がいた場合には災害となる可能性が極めて高くなります。最も効果的な防災は、災害が生じる可能性がある場所に、人間が生活の場をもたないことです。しかしながら、日本の現状ではこれは不可能に近いです。本講義は、自然地理学的な観点から、地域の地形が形成される過程や、地形環境や地形環境と人間生活との関わりによる災害リスクの相違について学び、自然との摩擦の少ない生活の仕方について検討するものです。

				環境影響評価特論		長南 幸安		環境影響を評価するための基本的な概念と原理について学習します。例えば地球温暖化問題についてなら、LCA（Life Cycle Assessment）の基本的な定義と、カーボンニュートラル概念に基づくカーボンフットプリントやLCCO2（ライフサイクルCO2排出量）の算出方法などを学び、COP21で採択された気候変動抑制に関する多国間の国際的な協定であるパリ協定の理念と意義などを学びます。また社会的ニーズの分析のため、環境調和とされている製品や産業などについて、過去の事例紹介、世界的な現状、将来への見通しと期待されている概念や技術に関してLCAなどに基づいた評価をおこないます。

				生物多様性保全特論		中村 剛之		防災、減災を行う際、あるいは自然環境の改変を伴う開発を行う際に、生態系への理解は欠かせず、また、そこに生育する生物に配慮することは不可欠であることから、環境と調和した持続可能な社会を形成するために必要な生物多様性の基礎知識とその保全について学びます。

								生物多様性を構成する３段階のレベル（生態系の多様性、種の多様性、遺伝的多様性）について、また、人の活動の影響を受けてどのような変化が起きているか実例を示しながら紹介します。その上で、生物多様性の保全、持続可能な自然の利用について考えます。

				バイオマスエネルギー特論		官 国清		本講義では、バイオマス資源及びバイオマスエネルギーの基礎知識、バイオマスの収集・運搬に関する最新な技術、省エネー乾燥・粉砕など前処理技術、バイオマスの高効率燃焼技術、バイオマス発電原理、バイオマスを利用した熱電併給コジェネレーション、急速熱分解、次世代バイオマスガス化や炭化など熱化学変換技術、バイオディーゼル燃料製造技術、メタン発酵、エタノール発酵、ブタノール発酵など生物化学変換技術、バイオマスエネルギーシステムの設計方法及びバイオマスエネルギーのLCA分析などの最新トピックスについて講述し、バイオマスエネルギーの最先端な変換・利用技術の理解を深めます。



		大学院		科目名		担当教員		科目概要

		地域共創科学研究科		風力エネルギー工学特論		久保田 健		古来から人類が利用してきた風力エネルギーに関連して、利用の歴史、風の特性、風況評価、近代風車の基礎知識と理論に関して学ぶとともに近代の風力発電機について理解を深めます。 また、発電所の企画計画などにかかわる環境影響評価や、維持管理などの発電事業のバリューチェーン全般についても学習し、風力関連ビジネスについても知識を得ます。

								更に、世界的な動向、日本の動向、本学が位置する北東北地域での風況や計画・運転状況など、実際の発電所に関する最新の動向を学習します。

				植物遺伝資源栽培特論		勝川 健三		植物遺伝資源が人類の生存にどのような役割を演じているのか、また人類にどのような関わり合いをもっているのか、育種学・民族植物学の観点から文献講読を行います。

								植物遺伝資源の活用に必須である栽培化について栽培学・園芸科学の観点から文献講読を行います。

								現地に赴いて現場で講義することによって、絶滅の危機に瀕する野生植物（潜在的遺伝資源）の現状を理解、保全と活用、とくに生息域内外保全のあり方について考察します。

		理工学研究科		境界層気象学特論(博士前期課程)		石田 祐宣		大気と地表面間で起こる相互作用についての学習を通して、グローバルな温暖化やローカルな都市温暖化(ヒートアイランド)、植生の気候緩和作用といった環境問題を学びます。

		農学生命科学研究科		山地流域保全学Ⅰ		鄒 青穎		山地の流域環境の保全と砂防について，近年の研究事例と文献資料を用いて講述します。

				山地流域保全学Ⅱ		鄒 青穎		地すべり多発地帯白神山地において，地すべりが作り出す地形環境について事例を活用して解説します。

				作物環境ストレス学I		姜 東鎮		近年、地球規模の気象変動に伴い世界各地で自然災害が発生し、作物供給の安全性が脅かされています。気象変動により生じるストレスに対する耐性は作物種で異なっており、そのメカニズムを理解することが安定した作物生産を考える上で極めて重要です。本講義は、気象変動に伴う自然災害（環境ストレス）の発生メカニズムと、環境ストレスに対する作物種の反応を総論的な観点から学びます。

				作物環境ストレス学Ⅱ		姜 東鎮		近年、地球規模の気象変動に伴い世界各地で自然災害が発生し、作物供給の安全性が脅かされています。気象変動により生じるストレスに対する耐性は作物種で異なっており、そのメカニズムを理解することが安定した作物生産を考える上で極めて重要です。本講義は、各々の環境ストレスに対する作物種の反応を各論的な観点から学びます。



		学部		科目名		担当教員		科目概要

		人文社会科学部 ジンブンシャカイカガクブ		環境地理学Ａ		高橋 未央		世界全体の環境変動や地形の形成過程についての解説を通して、身近な地域の地形がどのように形成されたか、世界スケールからみた地域の地形の成り立ちがどのような位置づけにあるかを理解できるようにします。

				環境地理学Ｂ		高橋 未央		世界全体の環境変動や地形の形成過程についての解説を通して、身近な地域の地形の形成を理解し、さらに身近におきる自然災害について学びます。自然災害の成因を理解した上で防災の意識を高めることも目指します。

				自然地理Ａ		高橋 未央		世界全体の環境変動や地形の形成過程についての解説を通して、身近な地域の地形がどのように形成されたか、世界スケールからみた地域の地形の成り立ちがどのような位置づけにあるかを理解できるようにします。

				自然地理Ｂ		高橋 未央		世界全体の環境変動や地形の形成過程についての解説を通して、身近な地域の地形の形成を理解し、さらに身近におきる自然災害について学びます。自然災害の成因を理解した上で防災の意識を高めることも目指します。

				地誌A		松井 歩		地域地理学（地誌学）は系統地理学（人文地理学・自然地理学）とならんで地理学の重要な部分をなす専門分野です。この授業では地域地理学の基礎的な概念および方法を解説します。加えて、グローバル化や環境変動、高齢化いった多様な視点から地域を捉える方法を検討します。 

				地域地理学Ａ		松井 歩		地域地理学（地誌学）は系統地理学（人文地理学・自然地理学）とならんで地理学の重要な部分をなす専門分野です。この授業では地域地理学の基礎的な概念および方法を解説します。加えて、グローバル化や環境変動、ジェンダーといった多様な視点から地域を捉える方法を検討します。 

		教育学部		環境教育概論		長南 幸安		環境教育を実践するために必要な基礎知識の習得を目的に、さまざまな分野における課題の所在と学校教育での扱いを学習します（ICTを用いた指導法も含みます）。

						大髙 明史

						小岩 直人

						佐藤 崇之

						岩井 草介

						島田 透

						勝川 健三

						廣瀬 孝

						櫻田 安志

						安川 あけみ

				環境教育演習		小岩 直人		秋田県や青森県内の自然環境の観察実習などを通して、地域の自然環境についての理解を深めるとともに、生態系の保全や減災に向けた考察力を養います。

						勝川 健三

						大高 明史

		理工学部 リコウ ガクブ		防災気象学(地球環境防災学科)		石田 祐宣		豪雨による洪水や土砂災害、大雪、強風など突発的な気象災害はもちろんのこと、温暖化などゆっくり進む災害について、仕組みや実際的な面を学び、災害に関係する情報を解釈して防災に役立てられる知識を身に付けます。



		学部		科目名		担当教員		科目概要

		農学生命科学部 カガクブ		山間地環境計画学I		鄒 青穎		山間地における人々の生活は土砂災害と隣り合わせにあります。山間地の減災を考えるためには、自然地理学の観点から地質や地形などの現状を分析し、土砂災害に対応できる山間地環境計画を立てなければなりません。講義では、水文・地質・地形現象について学ぶとともに、山間地環境計画においてこれら土砂災害について、国内外での事例と発生メカニズムを習得し、山間地の持続的な開発利用・環境保全を考えるために必要な防止・軽減対策及び総合的な土砂管理について学びます。

				山間地環境計画学Ⅱ		森 洋
鄒 青穎		山間地の流域保全のための土砂災害対策について解説します。具体的には、山地流域の地形判読と土砂災害危険箇所判定手法、GISによる解析、土砂災害への対策計画について事例を活用して解説します。

				山間地環境計画学実習		鄒 青穎
檜垣 大助		白神山地等を対象に、マスムーブメント現象・地すべり跡地の利用・保全について総合的に学習します。現地調査の後、学生自らが調査結果と事前学習で収集した資料分析を行い、発表します。

				地域環境工学科実験		地域環境工学科教員		地域環境工学に関する分野の基礎実験を行うことによって、関連する講義内容を十分理解するとともに、実験手法や報告書の取りまとめ方法を習得します。
鄒青穎と担任している講義では、地すべり地における地すべり地形判読の解析を行います。また、地すべり現地調査を行います。

				環境基礎構造学		鄒 青穎		地域の環境は、土地・生物・水等が有機的に結びついて成り立っており、地域環境問題の解決への対応には、環境構造の把握と理解が必要であります。本講義では、はじめに、地域の環境を構成する大気・水・土壌・森林などの各要素について、近年の環境問題・調査手法・問題解決に向けた取り組み事例を概説します。次に、環境構造の基盤となる土地(地盤)を対象に、特に山地の地盤構造とその成り立ちについて解説します。最後に、地盤環境を把握するための地形分析手法について述べます。

				海外研修入門		鄒 青穎
矢田谷 健一		本研修は、「持続可能な地域環境づくり」をテーマとして、日本と似た地形的特徴を有する台湾の社会インフラや農山村を対象に、現地研修及び技術者との交流を行うものです。現地研修では、効果的な社会インフラの実装事例として、土砂が堆積しにくい形式の魚道と親水機能を有する砂防施設・流域管理事例を見学します。また、大規模地震後に復興した農山村におけるアグリツーリズムの事例（コーヒー農園）を見学します。学生は、これらの研修を通して、“農”・“環境”・“防災”というキーワードを念頭に、海外の持続可能な地域環境づくりの取り組み事例を学び、ここで得た実体験を今後の修学に活かしてもらいます。また、研修で得た社会インフラに関する知見は、実務に資する情報として、地方公共団体を対象とした報告会にて学生主体で発信します。なお、本研修は複数学科共同で実施することで、幅広い分野を学び、分野横断的なコミュニケーション力などを身につけ、主体的に協働できる力を養成します。

				作物栽培管理学		姜 東鎮		作物の栽培は環境要因に大きく影響されます。気象条件のように人間が制御できない要因にも左右されますが、水管理、雑草、病害虫などのような人間が制御できる阻害要因によっても作物収量が大きく影響されます。この講義では稲を中心に作物生産のための栽培管理方法を説明します。



		学部		科目名		担当教員		科目概要

		農学生命科学部		農場実習（生物・地域）		姜 東鎮
伊藤 大雄
房 家シン
林田 大志		農業生産の過程における各種作業の体験を通じて、農業生産の仕組み・技術の成立要因等の理論と活用、並びに農業生産と耕地生態系・環境との関連について総合的に学習します。金木農場の作物部門の実習ではイネやエネルギー資源作物を取り入れ、青森県におけるイネや資源作物の生産過程を学習します。また、畜産部門では青森県産種畜精液を用いて繁殖した家畜を実習動物に取り入れ、家畜の一般管理作業を体験的に学習します。さらに、青森県特産のリンゴ粕を利用した家畜飼料の調製給与技術や青森ブランド畜産物の創出背景などを実習で学びます。藤崎農場では青森県の特産作物であるリンゴや小松菜などを、積極的に実習材料に取り入れ、その栽培実態や具体的な管理作業を体験的に学習します。

				農場実習（分子・食料）		姜 東鎮
伊藤 大雄
房 家シン
林田 大志		農業生産の過程における各種作業の体験を通じて、農業生産の仕組み・技術の成立要因等の理論と活用、並びに農業生産と耕地生態系・環境との関連について総合的に学習します。金木農場の作物部門の実習ではイネやエネルギー資源作物を取り入れ、青森県におけるイネや資源作物の生産過程を学習します。また、畜産部門では青森県産種畜精液を用いて繁殖した家畜を実習動物に取り入れ、家畜の一般管理作業を体験的に学習します。さらに、青森県特産のリンゴ粕を利用した家畜飼料の調製給与技術や青森ブランド畜産物の創出背景などを実習で学びます。藤崎農場では青森県の特産作物であるリンゴやニンジンなどを、積極的に実習材料に取り入れ、その栽培実態や具体的な管理作業を体験的に学習します。

				農場実習		姜 東鎮
伊藤 大雄
房 家シン
林田 大志		農業生産の過程における各種作業の体験を通じて、農業生産の仕組み・技術の成立要因等の理論と活用、並びに農業生産と耕地生態系・環境との関連について総合的に学習します。金木農場の作物部門の実習ではイネやエネルギー資源作物を取り入れ、青森県におけるイネや資源作物の生産過程を学習します。また、畜産部門では青森県産種畜精液を家畜繁殖と実習に利用し、生まれた家畜は実験・実習動物に取り入れ、家畜の一般管理作業を体験的に学習します。さらに、青森県特産のリンゴ粕を利用した家畜飼料の調製給与技術や青森ブランド畜産物の創出背景などを実習で学びます。藤崎農場では青森県の特産作物であるリンゴやニンジンなどを、積極的に実習材料に取り入れ、その栽培実態や具体的な管理作業を体験的に学習します。

		医学部医学科 ブ イガッカ		被ばく医療学		　　		対象学生：2年生

						オムニバス		1.放射線・放射性物質の基本的性質を理解します。

						方式		2.被ばく医療学は、物理学、化学、生物学などを基礎とし、

						鬼島 宏		放射線被ばくの特徴と、被ばくした患者に対してどのような

						（授業責任		医療を行うべきかの概念基盤を学びます。

						者）		3.放射線・放射能に関する基本的性質を理解し、次いで、

						床次 眞司		医療に必要な放射線による人体への影響のメカニズムについて

						細田 正洋		学びます。（具体的には、放射線の種類、放射性物質の物理・

						三浦 富智		化学的性質、生物学的影響、被ばくのメカニズムについて医療

						赤田 尚史		と結びつけながら学びます。）

						田副 博文		※授業では，人工放射性核種の主要な放出源と環境影響につい

						大森 康孝		ても取扱います。





		学部		科目名		担当教員		科目概要

		医学部保健学科 イガクブ		看護技術学演習Ⅰ「環境調整技術」「活動援助技術」				「環境調整技術」では、看護援助における環境のとらえ方の視点を理解する。その理論と方法を学ぶと共に看護専門職者としての態度を養います。
「活動援助技術」では、対象の状態に応じて、車いす移動・移送を実施できることを目標に実習をしています。　　　　　　　①学内のエレベーターやトイレなど車椅子を利用する場合の環境について、実際に患者役割、看護師役割、家族役割を行って体験します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②①の体験から、患者にとっての安全・安楽・自立・効率・個別性への配慮のある移動・移送の留意点について方法を考える。これをレポート課題とし、看護専門職者として環境調整の必要性・重要性の深化に努めています。

												　　　　　　

						佐藤 真由美

						藤田 あけみ

						會津 桂子

						工藤 ひろみ

						土屋 涼子

						太田 一輝

						秋庭 千穂





				環境衛生学		宮崎 航		ヒトを取り巻く環境を理解し、ヒトの健康を脅かすメカニズムを理解します。上記のメカニズム及び考え方にもとづき、 ヒトを含む生物を守るために制定された施策を理解します。

								第1回：環境とはなにか、公害の歴史

								第2回：環境中の物質の動き、環境汚染と環境基本法　

								第3回：環境基準, 大気汚染と環境基準　

								第4回：水汚染と環境基準、土壌環境と環境基準　

								第5回：代表的な汚染物質、騒音・振動　

								第6回：廃棄物、感染症

								第7回：環境を守るための施策、リスクモニタリングとリスクサーベイランス

				身体障害作業療法治療学演習　　「車椅子体験・環境調査」		平川 裕一		車椅子を利用する人を想定しながら、学内を車椅子で移動することを体験し、環境を調査することにより、車椅子を利用する人と環境との関係性を理解し、車椅子駆動・移動介助の方法・技能と環境調整の視点を修得します。

								①学内を車椅子で移動（両手駆動・片手片足駆動・両足駆動・介助）し、扉、エレベーター、身障者用トイレ、自動販売機などの利用を体験します。

								②通路（路面状態、幅、幅を狭める物、広さを感じさせない状況、段差、スロープ）、扉、エレベーター、身障者用トイレ、自動販売機などについて、車椅子駆動の技能・介助の技能との関係性を踏まえて、それらの構造などを調査します。

								③車椅子を利用する人の行動方法・技能、環境に起因した困難事象を想定し、改善点・改善方法を総合的に検討します。

				福祉住環境学		藤田 俊文		障害者や高齢者住環境整備の必要性を理解し、障害者や高齢者等の生活行為別の福祉住環境整備の基礎技術を取得します。

								学内外の施設、公共交通機関、道路、自宅など、普段生活している環境で障害を有した場合（車椅子生活、脳卒中片麻痺など）に不便に感じる生活行為等を調査します。また、生活行為別の住環境整備の基礎知識を理解しその重要性を学習します。その上で、高齢者や障害者などの生活行為が円滑に可能となるような住環境整備を検討し、住環境整備の重要性について理解します。







幼稚園・小・中(社会)

		校種		科目		学年・科目内容

		附属幼稚園				・花や野菜の栽培活動を通して、身近な植物に対する関心を引き出します。

						・季節的な遊びや行事を通して、自然や生活環境の変化に関心を持たせます。

		附属小学校		国語		【６年】

						・環境問題について､自分たちが取り組めることを考え、提案文を書きます。

				生活		【１年】

						・ペットボトルをじょうろとして再利用します。

						・あさがおや野菜栽培を通して、植物に関する関心を高めています。

						【２年】

						・チューリップを栽培し、環境や美化について､自分たちが出来ることを考えます。　

				理科		【３年】

						・植物や昆虫を育てる中で、動植物に対する理解を深め、自然環境について考えます。　

						【５年】

						・流れる水の働きの単元において、川の環境を守ることについて考えます。

						【６年】

						・水や空気を通して、動植物は互いに関わり合っていることを学びます。

						・人と自然がよりよい関係をつくりだすための工夫を考えます。

				社会		【３年】　

						・スーパーマーケットの見学を通してエコ活動に興味を持たせ、実践へ導きます。

						【４年】

						・環境整備センターの見学を通してゴミの分別や処理の仕方について考えることで、環境について考えさせます。

						【５年】

						・身近な森林を保護する活動を調べ、自然を保護することの大切さを考えさせます。

				総合		【３年】

						・りんご栽培と環境との関わりについて調べます。

						【４年】

						・地域を素材にした探究的学習を通して、地域の環境を守ることの大切さを捉えます｡

						【５年】

						・バケツ稲作りを通して、食を支える環境について考えます｡

						・食品ロスと環境の関わりについて調べ、自分たちにできることを考えます｡

						・7月に1泊2日で実施する「宿泊学習」では、学校を離れ日常とは異なる 環境の中で、フィールドワークや野外観察といった自然の中で行われる様々な活動を通じ、集団生活における社会性を育てています。

						【全学年】　　　

						・使用していないプールをビオトープとして活用し、生物や自生する植物の観察を通して、自然環境への関心を高めています。

		附属中学校		社会		【３年】

						○公民

						・エネルギーの種類、エネルギー消費と地球環境、発電の方法、地球環境問題、環境保全運動について考えます。





中(理科)・特別支援(小)

		校種		科目		学年・科目内容

		附属中学校		理科		【1年】

						○1分野：「水溶液」

						・薬品を流しに捨ててはいけないことを学びます。

						○1分野：「物質の性質」

						・物質の性質によってゴミを分別することを学びます。

						○2分野：「地層」

						・石灰岩は生物の遺骸からできていること学びます。

						【2年】

						○1分野：「化学変化と原子・分子」

						・硫酸銅などの試薬は決められた場所にあつめることを学びます。

						○1分野：「電流とそのはたらき」

						・家庭用積算電力量計のしくみや家庭用電気器具の消費電力について学びます。

						○2分野：「植物のからだのつくり」

						・植物の蒸散量から、二酸化炭素の吸収量が推定できることを学びます。

						【3年】

						○1分野：「科学技術と人間」

						・いろいろな発電方法は一長一短があること（環境汚染や資源の枯渇など）を学びます。

						・化石燃料の使用により、地球の二酸化炭素が増加していることを学びます。

						・フロンガスがオゾン層を破壊していることや、ゴミ問題について学びます。

						○1分野：「酸性・アルカリ性の水溶液」

						・酸性の川に石灰を流し、中和していることを学びます。

						・雨の酸性の強さを学びます。

						○2分野：「自然と人間」

						・食物連鎖について（水産資源の乱獲により，海の生態系がくずれること）学びます。

						・外来種が在来の生物をおびやかしていることを学びます。

						・身近な自然を調査してみましょう

						　①川の生物（指標生物）を調べたり、CODやBODを測定します。

						　②マツの葉を顕微鏡で観察し、気孔のふさがり具合から、空気の汚れが調べられる　　　ことを学びます。

						　主要キーワード

						　・絶滅危惧種について・地球温暖化・オゾン層破壊・熱帯雨林の減少

		附属特別支援学校				【小学部】

						○日常生活の指導

						・教室や廊下等の清掃活動。

						・ゴミ捨てや水やり等の係活動。

						○生活単元学習・図画工作

						・清掃活動及び奉仕活動（校内玄関の清掃）を通して、環境美化の意識を育てます。

						・再生紙を使った作品、おもちゃ及び記念品作り。

						・野菜の栽培や収穫物の調理。





特別支援(中・高)

		校種		科目		学年・科目内容

		附属特別支援学校				【中等部】

						○生活単元学習

						・野菜等を育てることで、自然や環境に関心をもちます。

						・周辺地域の清掃活動や奉仕活動をとおして、環境美化に関心をもちます。

						○作業学習

						・材料を無駄のないように使い、ごみをなるべく出さないようにします。

						・栽培実習園の草取り後の雑草を堆肥にし、土作りに役立てます。

						・減農薬で野菜を栽培します。

						○日常生活の指導・環境整備係

						・ワンプ紙を使い、箱やバッグを作り、使用します。

						・清掃、分別、リサイクルを行います。

						・広告チラシを利用して箱を作り、給食時のくず入れなどに使用します。

						【高等部】

						○作業学習

						・本校校舎や教育学部棟の清掃を通して地域の環境美化に努めます。

						・リサイクル封筒を作成し、職員用・校内用として再利用します。

						・裏紙の再利用のため、表面に「処理済み」の印を押します。

						◯日常生活の指導

						・ごみの分別をします。

						◯美術

						・古い粘土を再生し、美術の創作活動に利用します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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地域社会研究科・教育・農生

		所属		氏名		委員会・団名称

		地域社会研究科 チイキシャカイケンキュウカ		平井 太郎		馬淵川水系河川整備学識者懇談会委員（国土交通省東北地方整備局）

				土井 良浩		黒石市景観づくり審議会委員（黒石市）

		人文社会科学部 		長谷河 亜希子		青森県環境審議会委員（青森県）

		教育学部		小岩 直人		令和5年度治水地形判定委員会委員

						白神山地世界遺産地域科学委員会委員

						青森県景観学習教室見直し協議会委員

						青森県国土利用計画審議会委員

						岩手県文化財保護審議会委員

						「小学生を対象とした防災教室」講師

						黒石市まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会委員

						令和5年度弘前市防災マイスター育成講座講師

						防災士研修講座講師

						上ノ国館跡整備検討委員会委員

				佐藤 光輝		青森県景観学習教室見直し協議会委員

						青森県景観形成審議会委員

						第16回｢ふるさとあおもり景観賞｣審査会審査委員

				髙瀬 雅弘		青森県景観学習教室見直し協議会委員

						弘前市景観審議会委員

				北原 啓司		岩木川河川整備委員会委員

						弘前市景観審議会委員

				勝川 健三		弘前市みどりの審議会委員

						環境保全ワークショップ講師

				長南 幸安		青森県環境審議会委員

						一般社団法人日本環境教育学会支部代議員

				廣瀬 孝		木育推進検討委員会委員

				帆苅 基生		第47回弘前地区消防事務組合消防職員意見発表会審査員

				大谷 伸治		弘前市歴史的風致維持向上計画推進協議会委員

				佐藤 崇之		令和5年度「身近なくらしとエネルギー・環境学習」編集委員会編集委員

						一般社団法人日本生物教育学会理事

				佐藤 剛		北海道教育大学へき地・小規模校教育研究センター共同研究員

				藤江 玲子		令和5年度地域づくり推進研修【生涯学習推進者実践講座】講師

		農学生命科学部 ノウガクセイメイカガクブ		東　信行		小川原湖水環境技術検討委員会委員

						「岩木川河川整備委員会」委員

						熊原川魚道整備推進協議会委員

						高瀬川河川整備委員会委員

						「十三湖鳥獣被害対策研究会」オブザーバー

						「岩木川魚がすみやすい川づくり検討委員会」委員

						岩木川流域生態系ネットワーク検討委員会委員

						馬淵大堰魚道検討委員会委員

						東北生態系ネットワーク推進協議会委員

						河川水辺の国勢調査アドバイザー

						令和4年度青森県河川国道事務所道路事業環境調査の専門委員





農生・地域

		所属		氏名		委員会・団名称

		農学生命科学部		石田　清		青森県公共事業再評価等審議委員会及び青森県公共事業評価システム検討委員会　委員

						森林計画等に関する検討会委員

				曽我部　篤		青森県環境影響評価審査会委員

				樋口　智之		弘前市廃棄物減量等推進審議会

				松山　信彦		青森県環境審議会委員

				藤﨑　浩幸		弘前市景観審議会委員

						黒石市景観づくり審議会委員 クロ

				森　洋		東北の砂防を考えるアドバイザー会議委員

				加藤　幸		青森県農業農村整備環境情報協議会委員

				丸居　篤		馬淵大堰魚道検討委員会委員

						環境公共推進アドバイザー

						水環境・環境公共推進委員

				加藤　千尋		青森県環境影響評価審査会委員

						青森県環境審議会委員

				鄒　青穎		鳥海山火山防災協議会委員

						気候変動により激甚化する土砂災害に関する研究小委員会委員

						東北の砂防を考えるアドバイザー会議の委員

						鶴ヶ坂地区防災技術検討会委員

				中村　剛之		「河川水辺の国勢調査『河川版・ダム湖版』スクリーニング委員会」委員

				山岸　洋貴		青森県環境影響評価審査会委員

						「白神山地周辺の森林と人との共生活動に関する協議会」協議会委員

						河川水辺の国勢調査アドバイザー

		地域戦略研究所 チイキ センリャク ケンキュウショ		井岡　聖一郎		青森県エネルギー産業振興戦略推進会議委員

						文部科学省科学技術政策研究所科学技術専門家ネットワーク 専門調査員

						日本地熱学会行事委員会委員

						公益社団法人日本地下水学会編集委員会幹事

						日本水文科学会編集委員会副委員長

						日本水文科学会会計監査委員

				官　国清		ＮＰＯ青森未来エネルギー戦略会議理事

						公益社団法人化学工学会国際交流センター中国委員会委員

				伊高　健治		青森県再生可能エネルギー利活用高度化モデル検討委員会

						西つがる3市町地球温暖化対策実行計画（区域施策編）策定検討会議委員

						青森県総合計画審議会委員

						文部科学省科学技術・学術政策研究所 科学技術専門家ネットワーク専門調査員

				久保田　健		青森県地球温暖化防止活動推進員

				若狭　幸		日本学術会議25期IAG小委員会委員

						青森県環境影響評価審査会委員

						十和田市温泉運営委員会委員

						日本地球惑星科学連合代議員、地球人間圏セクションボード幹事、ダイバーシティ推進委員会副委員長、SDGsタスクフォース委員

						日本地形学連合理事、代議員

						日本地理学会編集担当委員

						SDGｓみらい甲子園青森県大会実行委員
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地域社会研究科・教育・農生

		所属		氏名		委員会・団名称

		地域社会研究科 チイキシャカイケンキュウカ		平井 太郎		馬淵川水系河川整備学識者懇談会委員（国土交通省東北地方整備局）

				土井 良浩		黒石市景観づくり審議会委員（黒石市）

		人文社会科学部 		長谷河 亜希子		青森県環境審議会委員（青森県）

		教育学部		小岩 直人		令和5年度治水地形判定委員会委員

						白神山地世界遺産地域科学委員会委員

						青森県景観学習教室見直し協議会委員

						青森県国土利用計画審議会委員

						岩手県文化財保護審議会委員

						「小学生を対象とした防災教室」講師

						黒石市まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会委員

						令和5年度弘前市防災マイスター育成講座講師

						防災士研修講座講師

						上ノ国館跡整備検討委員会委員

				佐藤 光輝		青森県景観学習教室見直し協議会委員

						青森県景観形成審議会委員

						第16回｢ふるさとあおもり景観賞｣審査会審査委員

				髙瀬 雅弘		青森県景観学習教室見直し協議会委員

						弘前市景観審議会委員

				北原 啓司		岩木川河川整備委員会委員

						弘前市景観審議会委員

				勝川 健三		弘前市みどりの審議会委員

						環境保全ワークショップ講師

				長南 幸安		青森県環境審議会委員

						一般社団法人日本環境教育学会支部代議員

				廣瀬 孝		木育推進検討委員会委員

				帆苅 基生		第47回弘前地区消防事務組合消防職員意見発表会審査員

				大谷 伸治		弘前市歴史的風致維持向上計画推進協議会委員

				佐藤 崇之		令和5年度「身近なくらしとエネルギー・環境学習」編集委員会編集委員

						一般社団法人日本生物教育学会理事

				佐藤 剛		北海道教育大学へき地・小規模校教育研究センター共同研究員

				藤江 玲子		令和5年度地域づくり推進研修【生涯学習推進者実践講座】講師

		農学生命科学部 ノウガクセイメイカガクブ		東　信行		小川原湖水環境技術検討委員会委員

						「岩木川河川整備委員会」委員

						熊原川魚道整備推進協議会委員

						高瀬川河川整備委員会委員

						「十三湖鳥獣被害対策研究会」オブザーバー

						「岩木川魚がすみやすい川づくり検討委員会」委員

						岩木川流域生態系ネットワーク検討委員会委員

						馬淵大堰魚道検討委員会委員

						東北生態系ネットワーク推進協議会委員

						河川水辺の国勢調査アドバイザー

						令和4年度青森県河川国道事務所道路事業環境調査の専門委員





農生・地域

		所属		氏名		委員会・団名称

		農学生命科学部		石田　清		青森県公共事業再評価等審議委員会及び青森県公共事業評価システム検討委員会　委員

						森林計画等に関する検討会委員

				曽我部　篤		青森県環境影響評価審査会委員

				樋口　智之		弘前市廃棄物減量等推進審議会

				松山　信彦		青森県環境審議会委員

				藤﨑　浩幸		弘前市景観審議会委員

						黒石市景観づくり審議会委員 クロ

				森　洋		東北の砂防を考えるアドバイザー会議委員

				加藤　幸		青森県農業農村整備環境情報協議会委員

				丸居　篤		馬淵大堰魚道検討委員会委員

						環境公共推進アドバイザー

						水環境・環境公共推進委員

				加藤　千尋		青森県環境影響評価審査会委員

						青森県環境審議会委員

				鄒　青穎		鳥海山火山防災協議会委員

						気候変動により激甚化する土砂災害に関する研究小委員会委員

						東北の砂防を考えるアドバイザー会議の委員

						鶴ヶ坂地区防災技術検討会委員

				中村　剛之		「河川水辺の国勢調査『河川版・ダム湖版』スクリーニング委員会」委員

				山岸　洋貴		青森県環境影響評価審査会委員

						「白神山地周辺の森林と人との共生活動に関する協議会」協議会委員

						河川水辺の国勢調査アドバイザー

		地域戦略研究所 チイキ センリャク ケンキュウショ		井岡　聖一郎		青森県エネルギー産業振興戦略推進会議委員

						文部科学省科学技術政策研究所科学技術専門家ネットワーク 専門調査員

						日本地熱学会行事委員会委員

						公益社団法人日本地下水学会編集委員会幹事

						日本水文科学会編集委員会副委員長

						日本水文科学会会計監査委員

				官　国清		ＮＰＯ青森未来エネルギー戦略会議理事

						公益社団法人化学工学会国際交流センター中国委員会委員

				伊高　健治		青森県再生可能エネルギー利活用高度化モデル検討委員会

						西つがる3市町地球温暖化対策実行計画（区域施策編）策定検討会議委員

						青森県総合計画審議会委員

						文部科学省科学技術・学術政策研究所 科学技術専門家ネットワーク専門調査員

				久保田　健		青森県地球温暖化防止活動推進員

				若狭　幸		日本学術会議25期IAG小委員会委員

						青森県環境影響評価審査会委員
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Sheet1

		弁当容器 ベントウ ヨウキ		2021年 ネン		2022年 ネン		2023年 ネン

		使用量 シヨウ リョウ		1,555㎏		1,458㎏		971㎏

		同収量 ドウ シュウ リョウ		982㎏		752㎏		490㎏

		回収率 カイシュウリツ		63.2%		51.6%		50.5%

		レジ袋 ブクロ		2021年 ネン		2022年 ネン		2023年 ネン

		使用枚数 シヨウマイスウ		19,708枚 マイ		25,555枚 マイ		27,904枚 マイ
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